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　すでにこの世界でニンゲンは滅んでいる。

　いや『すでに』というのは語ご弊へいがあった。

　極わずか、たった七人のニンゲンは生き延びている。

　コールドスリープによって七百年の時を超え目を覚ました七人が遭そう遇ぐうしたのは、ニンゲン以外の多種多様な種族が跋ばつ扈こする世界であった。

　そう、今や『人類』とはニンゲンだけを指す言葉ではないのだ。

　今の人類とは──。




「いくぞ～～……どりゃっ！」

　二本角を生やした牛ぎゆう人じん族の男の子が、手に持った木の棒で球体を打ち出す。

「わっ!?」と狙われた猬い人じん族の男の子が、両手でその球を受け止めた。

「おい！　穴はあけるなって言ってるだろ！」

「え、えへへへ」

　猬人族の男の子の手からは鋭く長い針が伸び、中に綿が詰まった球を貫いていた。

「でも落としてないからセーフでしょ。……じゃ、よろしく」

　猬人族の男の子はぽいっと隣に球を放る。

　キャッチしたのは獣耳を生やした狼ろう人じん族の男子だった。

「任せろ！　俺の攻撃を喰らえ！」

　その男子の服がバタバタとはためく。右腕から風の流れが発生しているようだ。

「風魔法スペシャルショット！」

「「だ、ださい！」」

　狼人族の男子は、一度宙に浮かせた球に手を触れず、前へ──敵の方へと飛ばす。

　と、今度は水すい人じん族の女の子が両手を前に突き出した。

「みんなを守って！」

　女子の前に水の壁が現れる。

　狼人族男子の打ち出した球は水の壁に阻まれて落下した。

「あんたの魔法、大したことないんだよね」

「な、なにを!?　そんなことない……そんなことないよな、みんな!?」

　狼人族の男の子は味方に呼びかけたが、皆は目を逸らした。

「薄はく情じようだから……俺以外みんな一点減点！　な、ユージ先生！」

「そんな特別ルールはない」

　俺はにべもなく言う。

「先生まで!?」

　そのオーバーリアクションに、わははと笑いが起こる。

　昼休み。場所は共和国が運営する学校のグラウンド。

　俺は初等学校の生徒たち十数人の遊びを、審しん判ぱんという立場で見守っていた。

　子供たちは今、チームごとに分かれて球をぶつけ合い、体に当てられ地面に落ちる前にキャッチできなかったら減点……というどこかで見た遊びをしている。

　ただし七百年前と決定的に異なるのは、球を打ち出す際に道具を使うかもしくは魔法を使わなければならない点だ。

「じゃあ次はアタシの番ね……えいっ！」

　先ほど球を受け止めた女子が両手から水を吹きだし、その勢いでボールを飛ばす。

「わっぷ!?」

　調子のいい狼人族の男子は顔面でそれを受け止めることになった。球が転々と転がる。

「はい、アタシたちのチームに一点追加ねー」

「ちょ、ちょっと待てよ!?　魔法が体に当たったから反則だろ！　無効だ！」

　この世界は、子供たちが日常の遊びに使う程度には、魔法が一般化している。

「ユージ先生！　今のは本当にダメだよな!?」

「あー、そうだな。今の得点は無効だ」

　俺はそんな世界で、教師として働いていた。

　元は少人数制の特別教室で教えていたが、今はより大勢の生徒を相手にしている。

　働き始めて約半年、こんな状況で俺なりによくやっているとは思うのだが。

「えー、ちょっと水がかかったくらいで？　軟なん弱じやくすぎでしょ」

「ルールを破ったのはそっちだろ！　なあ、みんな!?」

「そうだそうだ！」「反則だ！」と今度は狼人族の男子も味方から援護をもらっている。

「今のくらいで反則って言うのか」「これだから弱い奴らは困るんだよなー」

「よーし、どっちも落ち着け。今のは反則行為で得点は無効。審判の俺の判断だぞ」

「センセイは改革派だからそっちの肩持つんでしょ！　絶対そうだ！」

「え、いや、それとは関係なくだな……」

「絶対ひいきだよな！」「改革派のユージ先生に審判を任せたことが間違いなんだ！」

　保守派種族チームの生徒たちは言う。

「待てお前ら。俺は公正で中立な判断を……」

「センセイが一番の危険人物なんでしょ？　ママが言ってたもん」

「いやそれは誤解で……」

「おい保守派！　先生をいじめるな！」「弱いものいじめは可哀想だろ！」

「守ってくれるのは嬉うれしいんだが……そんなに俺は頼りないか……？」

　改革派、保守派、という言葉が今世間を騒がせている。

　最近は学内の子供たちも、大人のマネをしてなにかにつけて二つの派は閥ばつで争おうとするから、困っているのだ。

「せんせいは、弱くていじめられているの？」

　ちょこちょこ、と俺の側に寄ってきた鳥ちよう人じん族の女の子が俺の腕をつかんだ。

「大丈夫だから、心配しなくていいよ」

「せんせい、可哀想だね」

　言いながらくいくいと引っ張ってくるので、俺はその場にしゃがむ。

「なでなで」

　頭をなでられた。腕の羽が顔に触れてくすぐったい。

「あ、ユージ先生が女子になでられてにやにやしてる！」

「あの顔はすぐに保守派に寝返る顔だぞ！」

「本当だ……！　こうなったらこっちも色仕掛けで……」

「お前ら……もうちょっと俺を先生として尊敬して……っておい！　二人で左右から引っ張るな!?　危ないだろ！」

　今度は改革派チームの女子がやってきて俺の腕を引く。

「いいぞ！」

「改革派の象徴ユージ先生を奪われたらダメだ！」

「きっとこれからもひいきしてくれるし！」

「した覚えはないけどな！」

「先生は先生らしく保守派になればいいんだ！」

「わっ……ていうかお前らまでのしかかってきたら……うわっ!?」

　俺は仰向けに倒れてしまい、体で生徒たちを受け止める。

「いててて……つーかお前たち、流石に俺も……怒るぞ？　ニンゲンが怒るとどうなるか……」

「ひっ!?」「げ!?」「ひゃ」「ううっ……」

「言うこと、あるよな？」

「「「「……ごめんなさい」」」」

「よし、じゃあゲームはここまでにして教室に戻るぞ！　続きは明日やろう」

「「「「はーい！」」」」

「お前ら片付けろよなー」「そっちがやること！」

　まだ子供たちはわちゃわちゃを続けているが、午後の授業が始まるまでにはちゃんと教室に戻るだろう。

「まったく。すぐ大人たちのマネをしたがるからな」

　やれやれと首を振りながら、俺も教室に向かう。

「ね、見た。アレがうわさの危ない教師だから気をつけないとね」

「女の子に囲まれてにやにやしていたのだ」

「にやにやしていましたね」

　背後からうわさ話が聞こえてくる。

「子供の色仕掛けに絶対に喜んでたよね」

「簡単に惑まどわされるなんて情けない話なのだ」

「単純ですね」

「つーか俺らが初めて会った時もお前たちがやったことだよな！　教室でいきなり抱きついてきて……。忘れたわけじゃないからな！」

　好き勝手に言ってきているのは、俺が初めて指導を担当した三人だ。

　中等学校に通う、妖よう狐こ族のリン。

　初等学校に通う、聖せい霊れい族のサーシャ。

　同じく初等学校でサーシャの一学年下となる、雪ゆき人ひと族のエミィ。

　俺が担当していた『落ちこぼれ』向けの特別教室の生徒だった三人だ。

　リンは種族固有の力である身体強化術を、自身の外見と性格が変わることを理由に使いたがらず、落ちこぼれだった。しかし今はそれも乗り越え、使うべき時には力を使えるようになった。

　サーシャは魔力保有量が高いにもかかわらず、そもそも魔法を使えず、落ちこぼれだった。だが今は、召喚魔法という失われた伝説の魔法が使えることがわかっている。

　エミィは得意とする雪魔法が雪の降らない都市では使い物にならず、落ちこぼれであった。でも今は水魔法→雪魔法という段階を踏むというコツを習しゆう得とくし、雪がなくても雪魔法を使う術を会得した。

　皆、俺の特別教室の指導中に能力を開花させることができた。

　ただ俺のおかげだったかというと……、実際は本人の頑張りだった気もしている。むしろ俺は、安易で楽観的な考え方で彼女たちを傷つける失敗さえ犯おかした。

　だけど同じ目線に立って一緒に頑張ろうとした俺の気持ちを、子供たちはちゃんと理解してくれた。確かにそこには、絆が生まれていた。……生まれていたはずなのだが。

　三人の少女が寄り添って、俺を冷たい目で見ている。

「だから成長がないって言ってるんでしょ」

「別に俺はなにもやってないだろ。みんなが勝手に……」

「隙すきがありすぎなの、センセーは」

　リンが腰に手を当て俺を指差して言うと、ふくよかな胸が強調される。リンは中等学生とは思えない抜群のスタイルをしている。これで身の熟こなしも軽やかなんだから文句の付けようがない。

「隙を見せて、みんなにちやほやされようって腹づもりだな」

「思ってないし、誰が隙のある俺をちやほやしたがるんだよ。お前か？」

「え……はぁ？　な、なんであたしが？　隙のあるセンセーちょっと可愛いって思わなきゃいけないワケ？」

「誰もそんなこと言ってないぞ」

　金髪のショートカットを弄いじり、リンはそっぽを向いた。

「でもせんせいもすっかり学校の『先生』が板についてきて安心しているぞ」

「ありがとうな、サーシャ。なんで完全上から目線なのかわからないけど」

　輝く黒髪をなびかせるサーシャは、この世界にたった一人しかいない聖霊族の生き残りだ。美しい顔の造形、透き通った白い肌。そのすべてがどこか浮世離れしていて、神秘的に感じられた。

「学校でみんなの先生になった時は、とても怖がられていたからな。『ニンゲンはなにをするかわからない』と」

　特別教室で指導を担当した三人が、試験でいい点数をとれたかというとそうではなかった。

　しかし見込みのなかった子供たちに可能性を見出した点が評価され、俺は共和国初等学校の教師に格上げされた。

「まあこんなに早くみんなが受け入れてくれたのは、三人のおかげだよ」

　三人は俺が赴ふ任にんしてから学校内でことあるごとに話しかけてくれていた。

　元より絶滅から七百年の時を超えて蘇よみがえったニンゲンのうわさは、尾ひれをつけて共和国中を駆け巡っていた。また一時は俺が現在共和国では所持を禁止されている『兵器』を持っていると明かし、さらなる混乱を招いた。

　しかし子供たちのおかげもあって、どうにかこうにか共和国で生活していくことを認められ、学校でもしばらくすると生徒たちに『こいつはそんなに危険じゃないかも』と思ってもらえるようになった。

「そうだろう。わたしたちがせんせいを怖がらなくていいと教えてあげたのだ」

「言わなくても感謝してるから、わざわざ胸を張らなくていいぞ」

「言わないと忘れないか？」

「そこまで薄情じゃねえよ」

「でも……せんせの人気が出て……ちょっと寂しいです。あ……人気が出るのは、嬉しいのですが！」

　雪人族のエミィがぽつりと言って、それからすぐ声を大きくして否定する。

「ですが……わたくしたちだけのせんせでは、なくなってしまって。わたくしたちと話す時間も……減ったので」

　俺はぽすん、とエミィの綺麗な銀髪の頭に手を置く。

　エミィは上目遣いで俺を見上げた。元から保護欲を誘う子だが、今は二割増しくらいに愛らしい。

「ごめん。気づいてなかった」

　だから三人の俺への接し方が、少しきつくなっていたのだろう。

「なに生暖かい目で見てるワケ？　あたしは寂しいなんて全然思ってないんだけど」

　リンは言うが、それも今や可愛らしく見える。

「まったく、リンも可愛いところあるなぁ。なあ、サーシャ」

「うむ」

「勝手なこと言わないで！　サーシャも同意しないで！」

「だがせんせいよ」

「どうしたサーシャ？」

「浮気は許さないぞ」

　笑顔が怖い。

「い、いや……浮気はしてない……てか浮気ってなんだよ」

　一番大人びていて底が見えないのはサーシャだった。

「あ！　あの改革派の四人が集まって……」

　背後から声をかけられ振り返ると、二人の女子生徒が慌てて目を逸らし、そそくさとその場を立ち去った。「バカ、なに大声出してんの」と片方が小突いている。

　改革派──俺たちは周囲からそう呼ばれていた。

「あたしたちが集まると注目されるのも、困ったもんだね」

「とはいえきっかけはある意味俺たちだからな」

　今頭を悩ませている改革派・保守派の論争。

　学内のみならず都市全体に広がるこの論争は、そもそも俺が始めたことでもあった。

　あの時──俺がこの都市を破壊可能な兵器を所持しているとバレた時、俺は共和国に住む人々にこう訴えた。

　この世界は凝り固まっていると。

　実力主義と言いながら過去に作られた基準に引きずられていると。

　だから新しい可能性の芽を摘つんでいると。

　それを、今の制度上では落ちこぼれと目されたサーシャたち三人が真の実力を発揮することで証明していくはずだ、と。

　俺の訴えで世界が急に変わったわけではない。

　ただ元から共和国中で燻くすぶっていた制度への不満が表面化する契機にはなったらしい。

　なにせ制度そのものを公然と批判することは、今までタブー視されていたのだ。

「自分たちも同じように考えていた。世の中を変えるために協力してほしい」と言われ、わけもわからずうなずいたのだが、それがあれよあれよという間に『改革派』という現行制度の改革を訴える組織になった。結果、俺も初期メンバー扱いされている。

　まさか世論を二分する大ごとになるとは、夢にも思っていなかったのだが……。

「でも悪いな。俺だけならまだしも、みんなを巻き込んで」

「謝らなくていいよ。むしろ望むところっていうか？」

「ですです！　今の実力制度が変わりそうで、おかげでわたくしたち一族も都市に進出するチャンスができました！」

「せんせいと一緒に世界を変えようとするなんて、わくわくするのだ」

　最後にサーシャが少し大げさに言って、笑みを深める。

　図はからずも世の中は動こうとしていて、その中心近くに俺は立っている。

　そうやってこの世界になにかを残せるならば、俺が七百年後の世界に蘇った意味もあるだろう。

　たとえもう滅びるしかない、ニンゲンだとしても。





　　　　　＊






「貴様が生徒をひいきしているとうわさになっているが？」

　ジョッキのエールを一息で飲み干したファガールが言った。

「ファガール先生！　それはまったくの誤解です！　いやマジで！」

「たとえ親の影響で子供がどちらかの派閥に傾けい倒とうしていても、教師である私たちは平等でいなければなりません」

　静かにグラスを傾けるレイラも冷たい目で俺を見る。

「本当なんですって、信じてくださいよレイラ先生っ」

　同どう僚りよう教師である竜りゆう人じん族のファガール、森人エルフ族のレイラとともに俺は町の酒場にいた。

　がやがやとした店内には多種族が暮らす都市らしく、雑多な食材の匂いが重なり合って鼻にまとわりつく。クセのある匂いだがいい加減慣れてきていた。

「まあ、冗談ですけど」

「冗談って」

　金髪の長髪に、下向きに生えた長い耳、白はく磁じのように綺麗な肌。絵に描いたような美しい森人族はいつもクールだが、仕事終わりに一緒に飲んで冗談を言ってくれるくらいには、俺を教師として認めてくれているんだろう。

「我は冗談のつもりはないぞ、ニンゲンよ」

「あ、はい、ですよね。すいません。ところで店員さんが肉持ってきましたよ。ここのタレ好きですよね、ファガール先生」

　白髪頭に立派な顎あごひげと口ひげを蓄えた竜人族に遊びの余地はない。身にまとうローブから覗のぞく身長の半分くらいの長い尾がしゅるりと動き、右巻きから左巻きに変わる。

「でも政治活動に時間をとられて仕事がおろそかになっていないか気にはなります。それは私たちにも言えることですが」

「フン、改革派だ保守派だとうるさいからな。協会は我らに、制度の保守派として動けと当然のように言ってくる」

「都市の人々をあからさまに二分するまでになるとは想定外でした……」

　現在『協会』が仕切る職業カードを用いたランク付け制度。その制度見直しを訴える改革派が活動を開始すると、対抗するように制度の『保守派』も組織化された。

　今の制度で正当な評価を得られていないと思う者もいれば、逆に今の職業と報ほう酬しゆうを正当だと判断し、制度を変えられたくないと思う者がいるのも当然だった。

　保守派の中心は共和国を運営する協会であり、国営学校の教師も協会の所属だ。そもそも教師の仕事は、現行制度の中で子供たちが高いランクの職業カードを得られるようにすることであった。

「教師として十分な結果も残せていない貴様に、こんな騒動に関わっているヒマはないと思うがな。可能性を見せただけで、実際に貴様の生徒が大きくランクを上げたとは聞いていない」

「いや、本当に頑張るんで。マジ、頑張りますんで」

　俺も教師として働いてはいるが、結果を出せなければすぐ無職となり都市を追い出される不安定な状態だ。

「まさか制度そのものを変えることで、成績を上げなくても教師として認められる世界にしようという策さく略りやくですか？　だとしたら壮大すぎますね」

「レイラ先生。流石にそれは、ニンゲンを過大評価しすぎですよ。いくらロストテクノロジーがあるからといって、なにも世界を変えられるわけじゃ……」

「ですが、昔は今ほどの実力主義じゃなかったのでは？　それでも世界は成立していたのでしょう？」

「今のような職業カードやランク付けはないですけど……でも、似たようなものだったんじゃないですかね」

　俺が生きていた世界だって、できる奴が必要以上に搾さく取しゆして、格差が拡がっていく社会だった。そしてそれには生まれた時の環境も大きく影響していて。

「……種族ごとに仕事が固定化されがちな共和国とも、似ていると思います」

　さらに無能だと、役に立たないと思われる──つまりは貨か幣へい的てき価か値ちを生み出せないと、普通に生きていくことも難しくなる。

　そんな世界を、正しいとは言いたくない。

「種族でできることが違うのだから、それはしかたがないと思いますが」

「まあ今はそうなっちゃうのはある意味わかるんですよ……」

　たとえば地系統に属する豚鬼オーク族や掘人ドワーフ族は体力もあり、土木関係の仕事に従事しているケースが多い。それはその分野において他種族より優れているからだ。

　他にも長寿種である竜人族や森人族は、必然的に知識が増えるので教師に向いているし、炎を操れる種族にはそれを用いた調理をやる者もいる。

　ただ、どうしてその種族が強いのだろうと俺の目には疑問に映る職業もないことはない。例を挙げると、水すい神しん族は共和国を運営する『協会』で働く者が多いが、いまいちどういう要因かわからない、などだ。

　種族ごとのまとまりが強いので、実力主義とは言いつつも世せ襲しゆう的な側面がある……というより種族内で経験値を溜めて共有していくから、自然と他の種族より実力が上がり、結果世襲となっているのではないかと俺は見ているのだが。

「高いランクだから威張り散らすなんてもう古いんだよ！」

　大声で叫ぶ声が聞こえて、店内の視線が一角に集まる。

「ランクの低い実力のない奴が僻ひがんでんじゃねえよ！」

　どうやら酔っぱらい同士の口論らしい。

「それも今の基準でそうなってるだけじゃねえか！　なあ、お前が傭よう兵へいとしてどんな活躍をしたっていうんだ？　言ってみろよ？　なんとなくお前の種族が強いと思われてるってだけで、そのランクと給料をもらってるんだろ？」

　外見から判断するに、今話しているのは狸り人じん族だろうか。

「そうだそうだ！」と周りから野次が飛んだ。

「けっ、他にも改革派の奴がいるのかよっ。お前ら全員負け組だからって僻んで駄々こねてルール変えようとしてるがな、変えたってお前ら自身の実力は上がらねえぞっ！」

　対して言い返しているのは鰐がく人じん族のようだ。

「お客さん、それ以上はやめてもらえるか？　他の客に迷惑だ」

　出てきたのは店主である水人族であった。

「は？　なんだ、お前はどっち派なんだよ？」

「……まあ、今の制度を変えたい理由はイマイチわからんな」

「おお、話がわかるじゃねえか」

「水人族は特に今の制度の恩恵にあずかってるからだろ！　おいしいポジション押さえてて……」

「それは全部俺たちの実力だ！」

「おお、いいこと言うね！」

「つーか店の奴が言い争いに入ってどうするんだよー！」

「俺の店だ！　文句ある奴は出ていけ！」

「なんだと!?」

　言い争いが店中へと飛び火していく。

「我が無理矢理止めてもよいのだが……」

「それはどうですかねファガール先生……。風魔法でここにあるもの全部吹っ飛ばされても困るし……」

「けれど早々にお暇いとました方がよいかもしれませんね」

「うるさいのは嫌ですもんね」

「というよりも……」

「なんだなんだ、じゃあ今からここにいる奴らはどっち派なのか全員に聞いていくか？　まさかまだ改革派がいるんじゃないよな!?　そっちのあんたは……あれ、あんたどっかで……。……ニンゲン？」

　鰐人族と目が合った。

「や、やべ……」

「お金をおいていきます。さあいきましょう」




　レイラの素早い判断で大事になる前に退散することができた。

「ご迷惑をおかけして申し訳ない……」

　俺が謝ると「フン」とファガールは鼻を鳴らした。

「まったくだな。そもそもの問題提起をしたのも貴様だ」

「それ自体は、悪いことじゃないと思うんです。……いや、もちろん町の人たちが対立しちゃってる今の状態はよくないですが」

「改革派にしてみれば議論になっている時点で成功なんだろうな。今まで制度自体についての議論が公然とおこなわれたことはなかった」

　じろりと、ファガールの目が俺を睨む。

「これもニンゲンが起こした変化、か」

　お前は責任をとれるんだろうな？　無言で、そう言われた気がした。

「そういえば、ニンゲンについて、妙なうわさを聞いたのですが」

　レイラが口にする。

「なんですか？」

「他のニンゲンがこの都市に向かっているとか……どうかしましたか？」

　思わず歩く足を止めてしまった。

「──いえ、別に」

「なにか、あるのでしょうか」

　レイラのコバルトブルーの瞳が俺を映している。

「どうでしょう……。ただニンゲンがくるとなると」

　俺が言いかけたセリフの続きを、なぜかファガールが引き継いだ。

「また厄介ごとが起こるかもしれんな」





　　　　　＋＋＋






　他のニンゲンがこの都市に向かってきている。

　それはまったく、正しい情報であった。

　俺は手紙を受けとっていた。




『ニンゲンだけで生きていける算段がついた。その都市を出て僕たちだけで暮らそう』




　本当か？

　異人種たちの住まう世界で？

　科学もなにもなくなって魔法が支配する世界で？

　ニンゲンが七人しか残っていない世界で？

　それはどう考えても不可能に思えて。

　だけどその『不可能』を頭の片隅に追いやってすぐ信じたくなるくらい、甘かん美びな誘いだった。

　だって今振り返ってみれば、ニンゲンだけが人類であった七百年前は、どんな難癖をつけようとしたって、ニンゲンにとって一番幸せな時間だった。

　夜の通りにぽつりぽつりと外がい灯とうはある。しかし道は薄暗い。

　太陽とともに生活する種族は、夜は大通り以外は出歩かないし、夜に活動する種族はだいたい夜目が利くからだ。

　待ち合わせの場所に着くと、すぐに声をかけられた。

「準備はどう？　順調？」

　ニンゲンが活動するには向かない夜道で、俺はこの都市唯一のニンゲンの仲間と会う。

　茶髪のポニーテールが揺れる。スレンダーなモデル体型ではっきりとした顔立ち。この世界でも十分美人として通用するニンゲン。

「いや最近忙しくて……」

「はぁ？　アンタやる気あんの？　せっかく実力もないのに実力あるフリをして生きていかなきゃいけない、こんな世界から脱出できるチャンスなんだよ？　そもそも今の仕事なんてもうどうでもいいじゃん」

　メイコは眉み間けんにシワを寄せる。

「そうだけど……」

　ホーホーと夜行性の鳥が不気味に鳴いている。

「アンタの場合、今はうまくいってるのかもしれないけど、ずっとこの世界で生きていけんの？　魔法もなんの特技も持っていないアタシたちが？　炎を出したり風を巻き起こしたり、バカみたいな記憶力や計算能力を発揮する奴だっているここで？」

　甘くないことは、重々承知している。

「ねえユージ。わかるよ、本当に都市の外で生きられるのかって思う気持ちは。だって都市を出たら魔物だってうようよいるワケだし。でもアタシは……ニンゲンたちだけで、ニンゲンたちだけの人類として生きたい。だってそれが本来のあるべき姿じゃん」

　今はニンゲン以外の亜あ人じんたちも含めて、人類が形成されている。

　俺たちニンゲンが中心ではない。だから生きづらい。

「『情』も湧いてんだろうけどさ、特に子供相手だと。でもやっぱり『違う生き物』と生きては……いけないでしょ。アタシたちはニンゲンで、人類だから」

　まるで転生みたいなことが起こり新しい世界に降り立っても、もしその場所が楽園のような場所だったら、きっと違う感情を抱いていた。

　でも実際は違ったのだ。

　苦しい現実が待っている世界だった。

　それは俺が元いた世界と大差ないかもしれない。

　でも仲間がいるかいないかは、あまりにも大きな差だった。

　ニンゲンがニンゲンのまま生きていくには、この世界は無む慈じ悲ひすぎる。

「それにアンタのせいで今どっち派だとか騒ぎになってる。万一戦いでも起こったら、魔法が使えないアタシたちなんてあっという間に……」

「戦争ってものが禁きん忌きとされている今の世界で、そんなことなんて」

「なにが起こるかなんてわからないじゃない」

　切実な表情でメイコは言う。

「てか、どうしたんだよ、メイコらしくない。悲観的になりすぎだぞ」

「……ゴメン。確かにちょっと余裕なかったかも」

　でもアタシは──、とメイコは続ける。

「最後は、ニンゲンとして死にたいんだよね」










　部屋の三方を埋める本棚には、ぎっしりと書物が詰められている。

　日の光が入らないのは、紙を傷めないための配はい慮りよだろう。

　ただとある部門トップの執しつ務む室しつということもあってか、部屋のサイズは余裕があって空気の通りは悪くなかった。

「三日後に開催される公開討論会に協力してもらいたい」

　書類が積み上げられた執務机の前に立つ男が、俺とサーシャ、エミィ、リンを前にして言う。学校が終わったあとの俺たち四人を呼び出した張本人でもある。

　男の背中からは、根元は白く先が黒くなっている翼つばさが生えていた。鳥ちよう人じん族の亜種だという男は、彼らにとって一般的な背中から翼が出せるデザインの服を着ている。

「えらく急ですね……」

「急に決まったことだからな、こればかりはしかたがない」

　男の名前はバロンといった。改革派の中心となる『夜明けの翼団』を組織し、俺やサーシャたちを改革派に引き込んだ人物でもある。改革派全体の実質的リーダーと言ってもいいだろう。

「わたしたちもなのか？」

　サーシャが俺の顔を見上げたが、答えたのはバロンだった。

「ああ、もちろんだよ。今回、保守派の連中を討論の場に引きずり出せた。改革派にとって絶好のアピールの機会になる」

　バロンは精せい悍かんな顔立ちで、幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきただろう凄みがある。

　腕っ節ではなく明めい晰せきな頭脳で、現行制度上でもＡランクまで上り詰めたと聞いている。

「えと、よくわかってないのですが、たくさんの人が集まる場所に出ていくということでしょうか……？」

　エミィは不安げだった。

「千人以上入る大きな会場が用意できた。そこで改革派の夜明けの翼団と保守派の代表同士が討論をおこなう。君たちにとっても素晴らしい晴れ舞台になる」

　バロンの話し方には熱がこもっている。

「と、君たちにお礼を言うのが先だったか。ありがとう、ここまでこられたのも君たちが『今の基準で測れない力のある者』として表に出てくれたからだ」

「現体制を変えようと動いている人がこんなにいるとは、驚きでした」

「水面下では動いていたのだよ。それがちょうど結実しかけたタイミングで君たちの件があり、大きな火種になってくれた。運命だと思ったよ」

「大層なことをしたわけじゃ……」

「いやいや自分たちのランクが低いと認めて喧けん伝でんすることは、なかなかできることじゃない。ユージ先生とみんなの勇気を感じるよ」

　都市ではまったく魔法を使えず役に立たないと思われてきた雪ゆき人ひと族ながら、模擬試験では雪魔法を見事に使いこなしたエミィ。

　力を使わずそれゆえ結果を残せていなかったが、模擬試験で大人五人をねじ伏せる戦闘力を見せたリン。

　魔法の使い方すらわかっていないはずが、幻まぼろしの召喚魔法を発動させたサーシャ。

　そして七百年前から蘇よみがえり、現状のランク制度に囚われず特例で教師の職を得、最低のＧランクだった少女たちの実力を引き出した俺。

　バロンは俺たちの話を色んな場で持ち出し、現状の制度が正しく皆の実力を測れていない証しよう左さとしていた。

「でもあたしたちが出ていってなにすんの？」

　リンが口を挟む。

「討論自体はもちろん私たちがやる。君たちには登とう壇だんして、改革派の代表として一言二言話してもらう。いわゆるパフォーマンスだな。しかし大勢の前で『自分たちは今の制度下では無能扱いされている』と認めることになる。心労もあるだろうが……」

「俺が協力すること自体は構わないんですが」

「なにか他に気になることがある口ぶりだな、ユージ先生？」

　バロンは薄く笑う。

　種族の違う、自分とはかけ離れた存在に萎い縮しゆくしそうになるが、ここは引いてはいけないと思った。

「あなたの目指している方向性を、確認しておきたくて。進むべき方向として間違っていないか、どうかを」

「現在の共和国におけるランク付け制度を廃止し、新しい制度の構築を目指す。……だけではない私自身の思想を聞いておきたいと？」

「そう……ですね。俺も『今の制度を変えるべきだ』とは言いましたが、こんな風に改革派だ、保守派だと、対立したい気持ちはなかったので」

「元から改革派の動きはあったのだ。そこに君たちの動きが重なり、現体制批判という禁きん忌きが一気に崩壊した」

「その……今まで誰も体制批判を表立ってできなかったってのも、不思議です」

「私は古こ文もん書じよに精通しているのだが、体制批判はやがては『戦争』にもつながる。それが禁忌とされた原因のようだ」

　共和国では戦争が禁忌とされていた。

　それは自らの争いで滅びてしまったニンゲンの歴史からの反省であった。

「このまま進めば戦争が起こるのかもしれない……。ユージ先生はそれを恐れていると？」

「極きよく論ろんですが」

「こ、怖いのです……。物語の中にしかない戦争が……」

　エミィはがたがたと震えていた。

　他の子供たちも、俺の方へと身を寄せる。

「フッ、そこまで思い及ぶとは、流石は我々とは違う時代を生きていたニンゲンだ」

　それは純粋な尊敬というより、自分とは異なる生物を前にした口ぶりだった。

「だがそんなことにはならない。一般人には武器となるものもないし、議論が起こっているのも我々の都市内だけだ。いくら考え方が違うとはいえ、都市の者同士が戦い争うなんて考えられない。昔の人類は違うのかもしれないが」

　バロンは水を向けたようだが、俺はなにも言わなかった。

「ところで……都市に住めない、辺境の村に住む者たちを知っているか？」

「はい。エミィの……雪人族もそうですから」

「ああ、そうだった。ではその辺境の者たちがどれだけ虐しいたげられているかもわかっているな？」

「……直接的には虐げられていない認識ですが」

「それは、そうだ。しかし彼らは都市に住むことを許されず、とても厳しい環境の中でぎりぎりの生活を送らされている。そうだね、エミィさん？」

「は、はい……」

「『自分たちも都市に住まわせろ』と暴れてもおかしくないはずなのに、そうはならない。刷り込まれているかのように従順だ。それがこの世界なのだ。実力主義の制度の下、素晴らしく統制がとれているとも言えるが」

　ためを作ってから、バロンは続ける。

「間違っているとも、言える。そう思うのはニンゲンの君もだろう？」

　歴史にも精通しているからだろう、バロンは今の人類とは異なる視点を有していた。

「だからこそ我々が立ち上がらなければならない。今の共和国の価値観をすべて、一度、破壊するのだ」

　話を聞くに、彼のやりたいこと自体がまったく間違いだとは思わなかった。

「俺も今の共和国がよりよい形になればいいと思っています。みんながちゃんと活躍できるような世界に」

「いやはや素晴らしい。ならば次の討論会でもぜひ」

「でも、です」

　早急なバロンを俺は遮さえぎる。

「だけどただ『変えたい』とか『変わればいい』とかそんな安易な考え方だけじゃダメだって、わかってるんです」

　俺はかつて安易な発想で失敗し、三人の生徒を傷つけてしまった。

「簡単にうまくいくんだったら、誰かがとっくにやっているはずなんです。それに、この実力主義の制度のおかげでうまく回っている面もあるはずです。だから、急に全部壊せばいいってもんじゃなくて」

「まったく現実がよく見えている、素晴らしい意見だな」

　バロンはやたらと俺を持ち上げてくる。

「ただ、自分の実力のなさをよく知っているだけですよ」

「……おお」

　バロンに驚いた顔をされたのでなにかと思ったら、隣にいるリンが袖を引っ張った。

「……センセー。その『自分に実力がない』は言わない方がいいよ。なんで給料もらえてるんだって話になるから」

「でもそれを言えてしまうのが、君の強みというわけだな。自分に力がなくても、逆に武器にするとは……私も学ばされるところが多い」

「……いつもは協会で働いているのだろう？」

　俺の陰に隠れながらサーシャが尋ねた。

「そうだよ、サーシャさん。私が働いているのは現体制を運営する協会の一部門、文書通信局だ。過去の文ぶん献けんの収集や整理、それから協会の書類のチェックと管理、他には文書配達業務も私の管かん轄かつだ」

　子供に対して優しく話そうとする意志は見えるが、声は硬質なままで柔らかくはならない。

「しかも局長……なんですよね？」

　未だに俺もピンときていない。

　協会は当然、現体制を支持する保守派だ。なのにバロンは協会に属しながらも制度の改革を訴える夜明けの翼団を結成し、改革派の先陣を切っている。

　はじめ声をかけられた時もとても驚いた。協会の使者から呼び出され、なにを言われるのかと思ったら、共和国の改革に取り組もうと誘われたのだ。

「私が改革派側にいるのが納得いかないか？　確かに協会にいながら今の仕組みを否定するのは、矛盾しているか。実際、協会の者は比較的ランクも高いし、現状に不満を持っている者も少ない。だが……組織内に改革を望む者がいてもいいだろう？」

「異端ですね」

「少数だが協会にいながら私と同じ思想を持っている者もいる。それに……ユージ先生に異端と言われたくはないな」

　にやりと笑いながらバロンは俺に手を差し出してきた。

「共和国の常識から外れた異端同士で協力し合おうじゃないか」

　伸ばされた手には、ぎらりと鋭い爪が光っている。

　このまま巻き込まれてしまっていいのか、不安はあった。バロンと他数人には会ったが、改革派の実態について詳しく把握しているわけではない。

　迷っている俺の手をバロンはつかんで、勝手に握あく手しゆを成立させてしまった。

　そして耳元で俺にだけ聞こえるように言う。

「ユージ先生には悪いが、今さら降りることはできないぞ？」





　　　　　＊






　木造の建物が立ち並ぶ住宅街を歩いていく。

　比較的しっかりした造りの建物が多いから、裕福な、つまりランクの高い者たちが住んでいるんだろうな、とわかる。

　歩いている人たちの雰囲気もどことなく洗練されている。

　バロンとの話し合いが終わって、俺たちは四人で帰き路ろに就いていた。

「最後は大人だけの会話になって悪かったな」

「疲れました……」「わたしも……疲れたのだ」

　エミィとサーシャの初等組はぐったりしていた。無理もない。

「じゃああとで──」

「あとでアイスを買ってもらうしかないな、エミィ」

「先に言うなよ。買う気がなくなるだろ」

「途中で一個。お家に帰る直前にもう一つほしいところですね、サーシャちゃん」

「お前たちそういうところ現金だよな……」

　子供のくせに抜け目ない。

「うーん、いいんだけどさー、悪くないと思うんだけどさー」

　リンがぶつくさ言い出した。

「どうしたんだよ」

「んー、制度を変えようとか、それにあたしたちが協力するとか。センセーも今回は結構冷静で頼りになるし、バロンって人も志こころざし高そうだし。だけど……」

　リンは両手を頭の後ろで組んで口を尖らせる。

「なんか胡う散さん臭くさい」

「……お前の主観だよな？」

「あたしの鼻がそう言ってるんだよねー」

「もっとあやふやな理由だったな」

　だがリンの『嗅きゆう覚かく』がバカにできないのはわかっている。身体強化術を使って変身したあとのリンだともっと尋常じゃなく鼻が利く。

「んー、でも政治活動する人って、全員あんな感じか。裏がありそうな、腹黒そうな感じ。あたしの家に出入りする人たちもこのタイプが多くてさ」

「リンの家って……確か代々暗殺稼か業ぎようで……」

「今はそんなにないはずだよ」

「……今……深く掘り下げるのはやめておこう」

「しっかし子供のあたしたちがなんでこんなことやってるんだろうね？　このままじゃまた試験じゃいい成績出ないだろうなぁー」

「棒読みで言うな。……変なことに巻き込んだと思ってはいるんだよ。俺だけ出ていってもよかったんだし」

「冗談だって。だってこれ、絶対あたしたちの今の成績云々より大事だよ」

　リンは真面目な顔で言う。

「だからあたしは関われて嬉うれしいよ」

「そりゃ……よかった」

「ですがこれから、どうなってしまうのでしょうか？　もう実力主義のランク制度はなくなるのですか？　雪人族はどうすればいいのでしょう？」

　エミィは不安げに俺を見上げた。

「正直わからない。一族全体の話をするなら、慎重に動いた方がいいだろうな」

「そう、ですか……。一族がお仕事を探しにこちらにやってくるのですが……。このことも先にお手紙で伝えたかったです」

「都市への移住に向けて、雪人族にとっても大事な時期だもんな」

「あ、でもですね、わたくしもせんせに協力したいと思っています。せんせはみんなのために、とても頑張ろうとしていますから」

　エミィのきらきらとした瞳がまぶしい。

「わたしもこの世界のためにできることがしたいのだ！」

　続けてサーシャも言った。

「皆の役に立つことができたら、嬉しいし……自分に生きている意味があると思える」

　生きることに悩んでいた少女が、ここまで前向きになってくれたことは喜ばしいことだった。

「だからこれからもよろしくな、せんせい！」

「……もはや教師と生徒って感じじゃないけどな」

　子供たちが大人っぽすぎるのか、俺が子供すぎるのか。

「じゃあなんなのだ？」

「同志……仲間？」

「じゃ、もう教えてもらうことないかもねー」

　リンがからかうみたいに言う。

「……そうかもな」

　俺は魔法が使えるわけでも、身体能力が高いわけでもない。あとは自分の力を高めていくだけの三人に、教えられることはあまりない。

「ちょっと。そこは否定してよ」

「討論会でアピールするのだって三人だけでも大丈夫だと思うしな、実際」

　先ほどバロンとなにを話すか打ち合わせをした。

　要は「俺たちみたいな今の基準じゃ測れない存在もいるんだ」と言うだけでいいらしい。シンボルになればよくて、それ以上は求められてない。事情が特殊すぎるニンゲンには出番も少なそうだ。

　俺がいなくたって、どうとでもなるんじゃないか？

「せんせいがいてくれないと、困る」

　サーシャは頰ほおを膨らませて訴えてきた。

「いや……俺がいなくても大丈夫なくらい、みんなには力があるってことだよ」

　どれもこれも今を生きる共和国民の話だ。ニンゲンの俺には、関係がない。

　割りきって線引きさえしてしまえば、あっという間に俺の役割は消え去っていくのだ。

　でも……俺は順番に三人の顔を見る。

「なんですか？」「なに？」「どうしたのだ？」

「……いや、なんでも」

「気になるのです！」「なに？　なんかついてた？」「なんなのだその微笑みは？」

　俺とこの子たちのつながりは、紛まぎれもなく存在していた。




　子供たちを送り終え、我が家というには住み慣れていないアパートへ向かう。

　宵よいの口くちを迎えた大通りでは、何軒もの飲食店が明かりを灯し、客の呼び込みがおこなわれている。

　繁盛店では外にまで店内のにぎやかな声が漏れている。

　他人の騒ぐ声に、ふと疎そ外がい感かんを覚える。

　自分がこの町に居場所を作れたと本心で思えたならば、こんな気持ちにならなくて済むんだろうか。

　それなりに都市で暮らしてきて、現実がよく見えるようになってきた。

　今、見かけ上は持ち上げられているし、この都市の変化の中心近くに関われている。でもずっとは続かないだろう。

　実力に見合ったものではない。たまたまこの世界では珍ちん獣じゆう扱いされる俺が、世の中に生まれつつあった歪みにはまっただけなのだ。

　将来にわたってどうするか、俺は生き方を考えなければならない。

　俺は本来七百年前の人類だという事実に焦しよう点てんを当てるならば、ニンゲンだけで生きるのが幸せなのではないだろうかとも、思う。

　だってニンゲンと、今の人類……亜あ人じんたちは、違うのだ。

「改革が起こって、これからは俺たち幻げん人じん族の時代がくるな！　間違いない！」

　改革うんぬんに関する会話が聞こえてきて、思わず耳をそばだてる。通りに面した軒先で飲んでいる男だった。酔っ払うには早い時間なのに、だいぶ酒が進んでいるらしかった。

「どーやって時代がくるんだ。教えてほしいもんだね」

　黒い羽を持つ鳥人族系と思われる飲み相手が言う。

「俺たちの魔法はどんな遠くにいる人だろうがものだろうが、今ここにあるように映し出せる」

「ただし平面上にね」

「もちろん音も再現できる。これって……すごいだろ？　遠くにいる人とすぐ話すことだってできるんだ！　手紙の配達も必要なくなる」

「問題は、それが幻人族同士でしかできないってことだよね。どんな会話も絶対幻人族に聞かれちゃうから重要な話はできないし」

「そこは口の堅い俺たちを信じてくれたらいいだろ！」

「いやぁ……無理だなぁ。君、口軽いし」

「……ふん、どうせ自分の仕事がとられるって否定してるんだろ。そういう奴らが制度の改革に反対して、保守派をやってるんだ」

「聞き捨てならないなぁ……。僕たち燕えん人じん族の移動スピードという実力があるから配達業を任されているんだし。今実際になんの力も発揮していない君に言われてもねぇ」

「なんだと……だったら見せてやろうじゃないか……！　いくぞっ……！」

　幻人族の男が席から立ち上がって、両手を前に突き出した。

　なにもない男の前の空間に、白い渦が現れた。かと思うとその中に人の形が象かたどられていく。白い渦の縁は残ったままだが、その枠内にディスプレイが生まれたみたいだ。映し出された人は肌色で……服を着ていなくて……。

『……ん？　……っ!?　勝手に繋げないでって言ってるでしょっっっっ──』

　幻人族の男が両手を下ろすと映像は一瞬で霧散した。

「…………とまあ、こういうわけだ」

「あの……女性の見てはいけない場面が見えた気が……。あとですごい怒られそうだけど、大丈夫？　顔が真っ青だけど？」

「大丈夫…………じゃないかも。超怒られそう……！　ああ……！」

「やっぱり君、今のままじゃ役に立たないと思うよ？」

　──今のままじゃ役に立たないと思うよ。

　その言葉がなぜか、俺の胸にも刺さる。

　振り切るように、俺は歩く速度を速めた。

　妙な気配。

「……ん？」

　背後から視線を感じて、振り向く。

　建物の陰に誰かが……隠れた？　ようにも見えたが、ただの勘かん違ちがいの気もする。

　誰かの恨みを買うことはしていないはずだが……。いや、制度改革の話をよく思っていない層は確実にいるか。

　おそらく必要はないだろうが、いつもより多く角を曲がって家まで帰ることにした。

　俺はまだこの世界を、手放しで信用していない。




　──鍵が開いている。

　アパートの俺の部屋の前で、俺は立ちすくむ。

　この部屋には他には誰も住んでいないし、鍵かぎを持っている者も俺しかいない。

　だけど帰宅した俺を待っていたのは鍵のかかっていない部屋だった。

　鍵をかけ忘れたか？

　俺は扉を押し開ける。

　そろりと、慎重に。

　だんだんと部屋の中が視界に入ってくる。

　荒らされた様子はない。朝出た時のままだ。なんだ、なにもなかったか──。




「ハーイ、久しぶりだな」




　心臓が縮み上がった。

　同時に身構える。

　急に物陰から金髪の男が現れたのだ。

　数歩下がって、しかしすぐに俺は脱力して腕を下げた。

　髪をかきあげてにやにやと笑う男の顔を、俺はよく、知っていたからだ。

「アル……バート……」

　それは俺と同じ境きよう遇ぐうにある、コールドスリープによって七百年前から蘇った、ニンゲンだった。

　クォーターで三カ国語を操れるハイスペックな男であったが。

「なんでお前……ここに……？」

「久しぶりだねー！　ユージ！」

　俺の戸惑いをよそにアルバートは近づき、いきなりハグをしてくる。……いやいや。

「ちょっと待てよ。この流れでいきなりそのテンションは無理だ」

「つれないなー」

　俺が押しのけると素直にアルバートは離れた。

「手紙読んだでしょ？　迎えにいくって書いてたじゃん」

「家の中に入るとは書いてなかったぞ！　てかどうやって入ったんだよ」

「まーまー、ニンゲンのものはニンゲンのものって言うし？」

「マジでお前は……まあ、もういいよ。……本当はよくないけど。はぁ」

　付き合いは短いが、こいつがマイペースな変わり者だとはよくわかっている。

　同じニンゲンでもこの価値観の違いなのだから、異人種たちとの差はさもありなんという感じだが……。

「で、なんの用だ？　わざわざ別の都市まできてさ」

　俺が尋ねるとアルバートは不思議そうな顔をした。

「書いてあった通りだよ？　僕たちニンゲンだけで暮らそうって話。やっと準備が整ったんだ」

「……本当にそんなことができるのか？」

「まあね。詳しくはあとで話すよ。みんな揃そろってから」

「みんな？」

「この世界にいるニンゲン全員だよ。ユージも入れて七人しかいないけどね」

「みんな……まだ元気でやってるのか」

「元気かは人によるけど、生きてはいるね。魔物にも喰われず、人類に殺されることもなく。一人くらい死んでるかと思ったけど」

「物騒なこと言うなよ」

「事実を踏まえた確率の話さ」

　アルバートは平然と口にする。

　やっぱりこいつは、頭のネジが一つ飛んでいる。

「でも……お前がこんなこと言い出すとは意外だったよ。お前なら、この亜人だらけの共和国でも生きられる気がしたから」

　もっとも頭がよく、元の世界での学歴がよかったのもアルバートだ──学歴などこの世界ではなんの役にも立たないが。

「ああ。今そこまで、僕の状況が悪いわけじゃないよ」

「じゃあなんで」

「だけどずっとは生きられない。生き物として根本的に違うから。ずっとここで生きていても、ニンゲンがいい思いをし続けることは難しいよ」

「でもアルバートだったら、もしかしたら……」

「僕を買ってくれてるんだね、嬉しいよ」

　アルバートははにかんだように笑う。

「でもこの世界には魔法という大前提があって、僕たちはどう足あ掻がいてもそれを使うことができない。インターネット社会なのに、まったくインターネットに頼らず戦っていける？　って感じかな。まあ可能性がゼロとは言わないけどさ」

「だったら」

「意外だよ」

「……なにがだ？」

「実力と自己評価が合わずに失敗していて、絶対僕の話に飛びついてくると思ったのに」

「否定したいけどだいたいあってるから、なんも言えねえよ」

　なんだよコイツ。予知能力者か。

「それに今この都市じゃ、制度を変える変えないの議論が盛り上がってるんでしょ？　そのきっかけがユージだって言うじゃないか。すごいね。僕らの都市にもうわさが聞こえてくるくらいだよ」

　都市はそれぞれが一個の国のように動いてて、各々制度も独自のものとなっている。もちろん基本は同じで、細かい差異があるだけなのだが。

「今の生活に執しゆう着ちやくしているって話は、本当だったんだ」

「執着ってほどじゃ……。つーかその話は、いったい誰に──」

　部屋の扉がノックされる。

「お、きたきた。どーぞー」

　アルバートが扉を開けにいく。

「おいお前。ここ俺の家だぞ……」

　躊ちゆう躇ちよなく、彼女は部屋の中まで踏み込んできた。

「や」

　メイコ──この都市で、俺ともっとも長くの時間を過ごしてきた、心から友人と呼べるニンゲンだった。

「まあ……お前しかいないよな」

「で、今話はどこまで進んでるの？」

「僕が誘ってるのに、ユージの優柔不断が続いている段階かな」

「ふうん。やっぱりそうなんだ」

「やっぱりって」

「ユージ。アンタ、こっちにこないの？」

　メイコはアルバートの隣に並んで、言った。

「ニンゲン側じゃなくて、そっちの世界で生きるの？」

　部屋の真ん中に、太い線が引かれたように感じた。

　その線は簡単に越えられそうに見えて、とてつもなく深い断絶を孕はらんでいる。

「今はうまくいっちゃってるから、この気持ちも忘れたのかな。こんな世界なんてまっぴらじゃない？」

　それは今の共和国に対する忌き避ひと、もう少し違うもの、もしかしたらかつてのニンゲン世界への侮ぶ蔑べつも入っていたかもしれない。

「アタシは……アタシを一番大事にしたい。目覚めたら七百年後ってなに？　ニンゲンは滅んだ？　亜人だらけの共和国？　魔法がある？　実力主義？　もうあんまりすぎるよね。どんな人生なんだよ、って。悲劇でしょ」

　嘆きたくなるのは、当たり前だ。

「だから、いいでしょう？　あとは自分のことだけを考える自己中心的なニンゲンとして生きていっても」

　なにも、否定はできない。

「イヤなんだよね、もう他人任せにするのも、世界のあり方に左右されるのも。今も改革だなんだでうるさくなっているけど、いつ共和国のルールが変更されて、ニンゲンが標的にされるかわかったもんじゃない」

　本当にその通りだ。

　保証された安全も当然ない。

「そうやって考えていったら、ニンゲンだけで平穏に生きていけるのが一番幸せだよね。共和国で生きようとする限り、絶対に周りに巻き込まれるから」

　幸せに生きようとする行為を、誰が否定できるんだ？

「アンタはそうやって生きないの？」

　まっすぐに見据えて、問われた。












「……まったく、メイコの言うとおりだよ」

　そう口にするのに躊躇ためらいはなかった。

「本当は共和国で、みんなで生きていければいい。……なんていうのは、ただの妄想だよな。妄想と理想だけで生きていければいいけど、現実は違うんだ。この都市にいればいつかひどい目に遭う。周りに悪意はなくても、誰をも養っていけるほど豊かな世界じゃない。誰かが割を食うのは見えているし、それがニンゲンになる確率は高い」

　それはもうわかっている。

　だよね、とメイコは微笑む。

　その笑みはとてもおだやかだった。




「だけど俺はこの共和国で生きていくよ」




　答えはもう、決まっていた。

「……は？」

　笑顔のまま、メイコは首を傾げる。

「俺はみんなとは一緒に、いかないよ。たとえニンゲンが俺一人でも、この共和国で生きていく」

「……どうして？」

　理由を答えるのは少し難しい。

　──だってこれ、絶対あたしたちの今の成績云々より大事だよ。

　乗りかかった大きな船がある。

　──わたくしもせんせに協力したいと思っています。せんせはみんなのために、とても頑張ろうとしていますから。

　一緒に頑張ろうとしてくれている子たちがいる。

　──だからこれからもよろしくな、せんせい！

　俺との未来を考えてくれている子たちがいる。

　それは責任というものか。

　義務感からそう思うだけか。

　違うのだ。

　消極的な理由を越えたなにかが、俺と子供たちの間には生まれつつある。

　それがもっと大きく広がっていけば──。

「ただ生きていくことが……ただ生き延びる時間を増やすだけが、幸せじゃない気がしていて」

　なによりも。

「俺たちニンゲンが共和国で生きていく未来も、きっとあると思うんだよ」

　ニンゲンだけで生きていく。

　他の種族とも生きていく。

　どちらの生き方だって、本質的には否定すべきものではないと思う。

　それは当人たちの、自由だ。

　でも俺は、みんなで生きていく道がよい道だと言いたい。

　そんな未来であって欲しい。

「じゃあ好きにすれば？」

「メイコ。もしよかったら俺と……」

　俺が言い切る前に、首を横に振って拒絶される。

　メイコは最後まで、笑顔だった。

　それはたぶん俺の考え方を尊重してくれたからだと思う。

　でも身勝手だけれど、引き留めてもらえないのは、少し寂しかった。

「バイバイ、ユージ」

　俺とメイコの関係は、それで終わる。

　この分かれ道が再び交わることは、おそらくない。

「……メイコが言って無理なら、お手上げだね」

　アルバートが両手を上に向けて肩をすくめた。

「アルバート。お前に考えがあるのはわかる。でも共和国でうまくやっていく道を完全に断ち切らなくたって──」

「ごめんよ、ユージ」

　アルバートも口調は優しい。

　だからもうどうしようもなく無理なんだと、思い知るしかなかった。

「ユージがそちらにいくと決めたように、僕らもこちらにいくと決めたんだ」

　それ以上かける言葉は、俺の中にもなかった。

「じゃ、これだけ渡しておくよ」

　そう言ってアルバートは俺に近づき、手の上に冷たく固いなにかをおく。

「……っ!?　お前これ……！」




　それは、黒い腕時計型の、ミサイル発射装置だった。




　この世界に絶望を呼ぶ、着弾点から半径六十キロを完全に破壊する、兵器。

「い、要らねえよこんなもん！」

　俺はかつてこれを心のよりどころにし、手痛い失敗をした。

「いや壊したってメイコから聞いて。きっと要るだろうなって」

「要らない、要らないから」

　俺はすぐに押し返す。

「いやいや持っておいてよ。って、別にユージにスイッチを預けたいわけじゃないよ。通信装置として持っておいてほしいんだよ」

「でももうシドとの通信もできないし……」

　黒い腕時計にはもう一つ機能がある。ニンゲンの最後の英知が詰め込まれたＡＩのシドと通信ができるのだ。俺もその知恵を過去は借りていた。

「あー、それはユージの持っているこいつが、通信機能を使いすぎてダメになったせいだよ」

「……そうなのか？」

「そう。だからシド自体は生きていて、うまくやれば直接会話はできなくても、僕たちとユージで生存確認くらいはできると思うんだ」

　アルバートは俺に腕時計を無理矢理握らせ、離れていく。

「じゃあ頑張ってね。健けん闘とうを祈っているよ」




　そしてメイコとアルバートはこの都市を去った。





　　　　　＊






「なぜすっきりとした顔をしているのでしょうか？」

　森人エルフ族のレイラは俺の顔をまじまじと見つめて言った。

「いやぁ……なんでですかね」

「緊張しているのが普通でしょう」

　いよいよ改革派と保守派による公開討論会の当日を迎えていた。

　改革派のリーダーであるバロンに請こわれ、俺はサーシャたちと壇だん上じように立って話すことになっている。

「フン。まさか貴様がこの人数の前で壇上に立つとはな……」

　千名以上が収容可能な会場はすでに人で溢れ、熱気に包まれている。

　その舞台裏の控え室にて、俺も見知った人物に会えるとは思っていなかった。

「ちょっと喋るだけで、あとは出番ないですから……。むしろファガール先生やレイラ先生がいることが意外だったんですが」

「私たち教師は現体制派の協会の者として、保守派に組み込まれていますからね」

「つまり敵というわけだ。そもそも教師である貴様が反対側につくのは問題だろうと上からも言われており……」

「あ、あの……準備があるんでいきますね」

　本番の前にこれ以上お説教で捕まっては堪たまらないと俺は逃げ出した。

　と、舞台袖に向かっている途中、さらに顔見知りと出くわす。

「流石は伝説のニンゲンの教師ですね。失礼ながら、ここまでの方だとは思っていませんでした。いつも娘のために時間を割いて頂いて、大変感謝いたします」

「あ、いえ、こちらこそ」

　丁寧にあいさつをされて恐きよう縮しゆくする。

　派手な服装にギラギラとした指輪。豊かな金色の長髪を靡なびかせる、スタイル抜群の彼女は、妖よう狐こ族のリーシーだった。彼女はリンの母親である。

「リーシーさんもこの件に関わってるんですね」

「妖狐族は元より政治の中心に近いところにいましたから」

「へえ……どうして……は言わなくていいです、はは」

　これだけ笑顔に迫力のある女性も珍しいだろう。

「そして妖狐族としては保守派なのですが」

「……でもリンさんが」

「ええ。先生にたぶらかされて改革派などに関わって、とても迷惑しています」

「す、す、すいませんでした……！」

「冗談ですよ」

　笑えない冗談だから困る。

「当然一族内でも風当たりが強くなっていますが」

「本当に笑えないですね……」

　あとで報ほう復ふくなどされないだろうか？

「でも私は、嬉しいのです。リンがこんな舞台に立てる人物になって」

　その時の笑顔だけは、心から笑っているんだと俺にもわかった。

「今現在の一族にとっては、今の体制が続いてくれるのが望ましいのですが、時代が変わるならば変わるで、私たちも変化していくだけですから」

　それでは、と頭を下げたリーシーは、誰よりも答えに近い場所にいる気がした。

　知り合いとのあいさつを済ませ、俺は舞台袖へと向かう。

　一緒に会場入りしたあと、着替えのために別れたサーシャたちが、すでに待っているはずだが……。

「遅いぞ、せんせい！」

　両手を腰に当てたサーシャに注意される。髪を編み込んで、いつもよりおめかしをしていた。

「いやぁ、悪い悪い。お、リン。さっきお母さんのリーシーさんもいたぞ」

「あー……。らしいねー。あたしも真面目に立場を考えた方がいいのかな……？」

　リンの服装もいつもよりフォーマルなものだった。

「今はこっち側でいてくれよ」

「わかってるって。でもまさか一族のことも天てん秤びんにかけなきゃいけないなんて……」

「せ、せんせ……！」

　ぱたぱたと駆けてきたエミィが俺の胸に飛び込んできた。エミィもまた、頭に花飾りをつけていた。

「どうした？」

「ものすごく人がいます……！　わたくしたちは本当にここで話すのですか……？」

　ちらりと会場を覗のぞく。

　人。人。人。人。人。人。

　目の前に人の壁があった。

　老若男女、多種多様な種族が集まっている。

　元は演劇用の舞台であり、会場の席は急勾配になっていて平面的に人がひしめいているより圧を感じた。

　ゴクリ。

　思わず生なま唾つばを飲み込んでしまう。

「これは尻込みするな……」

「ならばやめてもらっても構わないんじゃがのう」

　しゃがれた声が舞台袖に響いた。同時に周囲の者が首を垂れていた。しかしどこにも姿が……いやいた。

　身長は低い。エミィほどだろうか。しかし白い顎あごひげを生やし、深いしわが刻み込まれた顔を見るに、かなり高齢なのだろう。

　その高齢の老人を取り囲むように、ぞろぞろと舞台袖に収まりきらないほどの人が入ってくる。

「これ、せめて半分にせんか」

　老人が指示すると、すぐ側にいた二人の男がうなずいて、後ろ半分ほどを下がらせた。

　それでも十人ほどがその場に残っていた。

「……本当にこの場にいらっしゃるとは」

「……まさかトップ中のトップが」

　ひそひそと話すことが聞こえる。

「地ち霊れい族のローワンじゃ。この都市を仕切る協会の……最高意思決定機関の一人とでも言っておこうかの」

　じゃあ、つまり。

「事実上この都市のトップ……」

「わしら共和国にトップというものはおらん。だからあくまでわしも都市を管理する部門を仕切っているだけじゃ」

「いや……それが十分すごいんですけど。あ、俺はニンゲンのユージといって」

「この小こ僧ぞうがニンゲンか」

　また別の者が現れた。

　俺よりもはるかに背の高い、青い肌をした男だった。今度の男が引き連れてきたのは男女四人ほどだ。

　男はそのまま俺に歩み寄ってきて、じろりと俺をなめ回すように観察する。エミィが逃げるみたいに俺の後ろに隠れる。

「貴様をこの場で消せばこんな面倒は起こらなくなるのか？」

　──こいつはなにを言っている？

「やる気!?」

　俺よりも先にリンが反応して構える。

「血気盛んな娘もいたものだ」

　男は俺から離れると、ローワンの隣に立った。とてつもなく身長差のあるコンビだ。

「これ、名乗るくらい先にしておかんか」

「必要ないでしょう」

「しかたがない奴じゃの。こやつは水すい神しん族のアルマスだ。まあ……わしと同じようなことをしておる」

　ローワンが代わりに紹介してくれた。

「サーシャ。リンも」

　俺は子供たちを側に呼んで、きちんとあいさつをした。また大きな騒ぎになって申し訳なく思っていることも伝えた。

「申し訳なく思っているのなら、さっさと茶番を終わらせることだ」

「……なにこいつ？　今の仕組みが変わったらよっぽど困ることでもあるの？」

　聞こえよがしにリンが言う。

「貴様は妖狐族だな？　覚えておこう」

「脅す気？」

「おい落ち着けって」

　怖い物知らずにもほどがある。

「アルマスよ。この者たちに罪はないとわかっているじゃろ？」

「罪がない、とは言えないかと。特にニンゲンは兵器を持つ危険種族だ」

「それは事実なんですけど……」

「せんせいは無実になったぞ」

　勇ましくもサーシャが反論した。

「危険人物であることに変わりはないだろう」

「せんせは、やさしいです」

　今度はエミィが言う。おいおい。

「さ、三人とも。この人たち、超偉いから失礼のないように」

「子供からは随ずい分ぶん信頼されているようだ」

　水神族アルマスは腕組みをしながら俺を見下ろす。

「だが私たちはそうはいかない。何万もの民を殺せる兵器を所持していた種族など、根本的に私たちと相容れない存在だ」

　そう言われると悲しいかな、反論は難しかった。

「この議論もニンゲンの策謀ではないのか」

「アルマス。確かにニンゲンは危険じゃ。だが今回の件、ほとんどはあやつが仕組んだ謀はかりごとじゃろう──」

「待たせてしまったか？」

　舞台袖に、もう一人の主役がやってくる。

　その最重要人物は誰も引き連れず、一人でこの場に乗り込んできた。

　暗がりでばさりと翼を羽ばたかせる姿は、天使のようにも悪魔のようにも見えた。

「バロン……！　貴様よくもここにこられたな……！」

　水神族のアルマスが着ていたローブをはためかせる。

「戦う場所はここではないじゃろ、アルマス。戦う方法も違う。今日は論戦じゃ」

　ローワンはどこからともなく杖を取り出し構えながら、諫いさめる。

　なにか魔法が使われたわけではない。なにが起こったわけでもない。

　ただ、危険だと俺の本能が警けい鐘しようを鳴らしていた。

　アルマスは一度深く息を吐き出すと、九十度回転してバロンに背を向ける。

「貴様の話は壇上でゆっくりと聞かせてもらおう。なにをもって共和国の制度を否定するのか」

「望むところと言っておこうか」

　対するバロンも余よ裕ゆう綽しやく々しやくの顔をしていた。

　一触即発。

　とてつもない緊張感が舞台袖に充満している。

「……センセー、あたしが感じてるだけかもしれないけど、場違い感すごくない？」

「大丈夫だ、リン。俺も感じている」

　こんな大物たちに挟まれて、俺たちはいったいどうすればいいんだ？

「それよりもユージ先生たち。どうしてそこにいるのだ？」

　バロンが言ってくる。

「え、だって出番に備えて。みんなこっちから舞台に出ると聞いたので……」

「反対側の舞台袖にいこう。逆側から出た方が対立が明白になって、格好がつく」

　バロンがさっさと歩き出すのに、俺たちも続いた。

「演出も大切な要素だ」

「でも討論会だから、友好的な面があるのかと」

「甘いな、ユージ先生。そんな態度でいけば、所しよ詮せんは今の枠組みから出た一意見と見なされてしまう。あくまで対立だ。この都市を二分するのだ」

　言いたいことはわかる。

　しかし危険な思想にも聞こえた。

「そして新しい姿の共和国で、ぜひ三人には活躍してもらいたい」

　バロンも子供たちに対しては、やさしげな声色で話す。

「そういえばサーシャさんは、聖せい霊れい族だったな？　失われたはずの召喚魔法を操る能力を持った」

「……そうだぞ」

　サーシャはバロンに心を開いてないようで、固い声を出す。

「実は古文書の整理をしている時に召喚魔法に関する記述を見つけて……この話は長くなるから今度話そうか」

　反対側の舞台袖までやってきた。司会者が前説を始めていて、もう間もなく本番だ。

「では私が呼び込んだら出てきてくれ。よろしく頼んだよ、ユージ先生」

　バロンが姿を現すと割れんばかりの拍手が巻き起こっていた。

　反対側からは、ローワンとアルマスの二人が出てくるのも見えた。

「よし、俺たちも頑張って役割を果たそうな。まあ練習の通り話すだけで、議論をやるわけじゃないから」

　俺は三人の生徒に声をかける。

「うん……」「はい……です」「ま、任せて」

　三人とも緊張した様子で、せっかくの可愛らしい姿も台無しだ。

　もちろん俺も同じなのだが、虚きよ勢せいでもいいから笑顔を作った。

「心配するな。俺に任せておけば大丈夫だから」

「……本当か？　頑張ってくれるとは思うのだが、果たしてせんせいにこの大舞台を乗り切れるのか……」

「俺の能力を過信しないリアルな意見ありがとうな」

　心持ちを評価してくれているだけでもよしとしよう。……ちょっと悲しいけど。

「ゴメン……ここで言うのも今さらなんだけど、バロンって人に利用されるだけなら、気乗りしないっていうか……。いや、制度を変える議論が進むのはいいんだけど」

「俺もそう思っているよ」

　改革派か保守派のどちらかに、手放しでつけばいいという話でもないのだ。

「だからこそ、俺たちがこの場に立つ意味があると思う。俺の……俺たちの本当の気持ちをここで伝える。制度を考え直そうっていう気持ちが、ただ既存の制度を打ち倒すってだけの話なら、俺たちがそれをここで修正する」

　対立が本意ではない。手を取り合いたいのだ。

「せ、せんせが……今日はとても頼もしいです」

「いつもだろ、エミィ？」

「……はい」

「間があったな!?」

　俺とエミィのやり取りで、少し笑いが起こる。

　俺の顔を見上げ、にこにことした笑顔をサーシャが浮かべる。

「よし、いくか」

　俺はこの共和国で生きていく。




「──ここである人物を紹介したい！」




　舞台上で話すバロンが、俺たちを手招きする。

　三人の少女と顔を見合わせてから、俺は歩き出した。

　不思議と怖さは薄れていた。

　むしろ希望に満ち溢れている。

　今調子に乗っているだけで、あっという間に気持ちが萎しぼんでしまうかもしれない。

　でも今は、どこまででもいけると思った。

　数え切れないほどの人が拍手喝采する。逆に非難する声も飛んでいる。熱気に溢れたカオスな空間が俺の眼前に広がる。

　その観客席の一角できらりとなにかが光った。

　一瞬にして世界が無音になる。

　サーシャたちが叫んでいるように見えたが、それでも音は聞こえなかった。

　視線を下げると俺の腹に穴があいていて。







　俺の意識は途絶えた。










　血が流れている。

　内臓が焼け焦げている。

　大事ななにかがただれて零こぼれている。

　曖あい昧まいな概念で考えていたものとは圧倒的に異なる。

　生々しいまでの生物としての機能停止。

　そうか。

　これが。

　死か。

　俺ははじめて死の本当の意味を理解していた。

　これまで自分が考えてきた死など子供だましだ。

　なにも理解しちゃいなかった。

　生物として、それは考えるまでもなく避けるべきものだ。迎えてはならないものだ。

　白い光が見えた。

　それはやがて白い天井になった。




　俺は目を覚ました。




「え……がっ!?」

　体を起こそうとすると、全身がひどく痛んだ。頭も割れそうに痛い。

「──目覚めたようですね」

　女性の声が聞こえて首を動かす。

　優雅な金色の髪とブルーの瞳、人離れした美しさはまるで天からの迎えのようで……でも見覚えがある人物だ。

「レイラ先生……？」

　森人エルフ族のレイラが俺の隣でイスに腰かけていた。

「ここは……？」

　見覚えがない。白い壁の、窓が一つある部屋だ。

　俺はベッドに寝かされていて、他にもイスが数脚と、あとは小さな机が一つだけあった。

「なにか飲みますか？」

「そういえば喉のどがカラカラ……じゃなくて、ここどこですか？」

「ここは私たちの屋敷になります。ユージ先生も一度、いらっしゃったことがあるかと」

　別の人物が部屋に入ってきて言った。

　こちらも艶つややかな金髪の、スタイルのいい女性だった。

「……え、リーシーさん。……の屋敷ですか？」

　リンの母親である妖よう狐こ族のリーシーは「はい」とうなずく。

「状況がよくわからないんですが……」

「ひとまずお水をいただきましょう。入れてあげますよ」

　レイラは俺の背中にクッションを当て、座りやすくしてくれる。

「その間に私が説明します」とリーシーは言う。

「そんな短時間で説明が終わる状況じゃないと思うんですけど……。確か俺は公開討論会の舞台に出て……」

「ユージ先生はそこで何者かの放った魔法攻撃で重傷を負いました。その場は大混乱に陥りましたが、私たち妖狐族で先生の保護に成功し、ここまでお連れしました。そして協会の手配した治療術士の力で無事回復された、というわけです」

「……え？」

「ちなみにユージ先生に魔法耐性がないこともあってお目覚めになるまで三日ほどかかりました。予想よりも長くて少々焦りましたが、よかったです」

「…………ええ？」

「説明は以上です」

「ちょ、ちょっと待ってください色々足りてないです！　もっと詳しくっ……いてて」

「無理しない方がいいですよ」

　レイラからコップを受けとって一口飲む。

「レイラ先生、本当ですか？」

「本当ですね」

　さらっと言って終わりにしようとする二人に、俺が必死に請こうとようやく状況を詳しく教えてくれた。

　あの討論会の舞台で俺は何者かに狙われ、攻撃を受けた。

　それは大勢の人が目撃した事実であるらしい。

　俺が倒れた瞬間の混乱は想像を絶するものがあったようだ。逃げ惑う人々。押し合い圧へし合い。魔法を使ってその場を脱出しようとする者も現れ、それがさらなる魔法の使用を招き、さながら暴動となった。

　妖狐族は流石というか、非常時でも冷静に動き、数名で協力して俺を抱え、すぐ会場から脱出したらしい。

「助けてくれて……ありがとうございます」

「いいえ、いつも娘もお世話になっていますから。というのは建前で」

「いやいやそんな大した……え、建前？」

「ここを押さえるべきだという勘かんが、働いたものですから」

　リーシーは自らのこめかみをとんとんと叩く。

　それを見てレイラが眉をひそめていた。

「で……俺は無事だったんでいいんですけど、子供たちや他の人は」

「子供たちは私やファガール先生で保護しました。また混乱時に軽く負傷した人はいるかもしれませんが、重傷者がいるとの報告は上がっていません。あなた以外は」

「舞台上にいたバロンさんたちも」

「ええ。『お大事に』と伝えてほしいと。また同じく保守派のローワン様もアルマス様も気になされていました」

「とにかくみんな無事で安心しました……。よかったです」

「……安心ですか」

　レイラは奇妙なものを見るかのような顔をした。

「腹部に穴をあけられたにもかかわらず、ですか」

「夢……じゃなかったんですね」

　服の上から見る限りは、自分の腹部に変わった様子はない。

　呼吸もできている。話せてもいる。だから致命傷ではないのだろう。

　しかしその痛みをはっきりと、体が覚えている。

　俺は意を決して服を捲まくる。申し訳程度に巻かれた包帯をそっと剝はぐ。

　傷一つない綺麗な腹部だった。

「……あれ？」

「治療で完治したと言いませんでしたか？」

　リーシーが言う。

「いや聞きましたけど……こんな無傷な状態で……穴があいてたんですよね？」

「まったくなにも知らなそうなので説明するのですが、治療にはあなた自身の生命エネルギーも消費しています」

　レイラは呆れた様子であった。

「へえ……つまり？」

「寿じゆ命みようが縮むということです」

「ああ、なる、ほど」

　今回レベルの治療だとどれくらい寿命を消費するのかは、……今度聞くことにしよう。

「ですからもう、大ケガはなさらないように」

「レイラ先生がこんなに心配してくれるなんて思いませんでした」

「子供たちが、とても心配していたからです」

「あ……」

　言葉に詰まる。

　目の前で突然俺が倒れ、どれだけ怖かっただろうか。

「しばらくはずっとあなたの側を離れようとしませんでした」

　三つ並んだイスの配置は、そういう意味だったか。

　誰もいないイスの上に、サーシャとエミィとリンが並んで座っている姿が浮かぶ。記憶にはない。でも暗闇の中にいる間、そこに三人がいてくれた気がした。

「じゃあ早く元気な姿を見せた方がいいですね」

「そうですね。今は外に出ているのですが……」

　どことなく歯切れが悪かった。

「……それで、その後の話を聞かせてもらえますか？　俺が倒れて、その日の討論会は中止になったと思うんですが」

「ええ、公開討論会は当然中止。代替日も未定です」

「じゃあ、俺を狙った犯人は？」

「まだ捕まっていません」

　事件直後警備兵も出動したが、結局特定も敵わなかったし、手がかりもつかめていないということだった。

「俺の命を狙った奴が……、今も、外を自由に歩いている……」

　生きた心地がしなかった。

　ようやくじわじわと実感が湧いてきていた。

　起き抜けで鈍っていた感情が、やっと思い出したかのように俺を揺さぶる。

　死ぬ？　殺される？　焼けるような痛み。血。恐怖。

　俺の意思を無視して全身がガタガタと震える。

「いったい誰が？　俺、なにかしましたか？　共和国の制度批判をしたのがマズかった？　命を狙われるほど？」

「落ち着いてください」

「人殺しがあるんですか？　血なまぐさい話がないとは思ってないです。でも、俺がこの共和国にきてから、そういう事件聞いたことなくて、警備兵の取り締まりも厳しいみたいで。だから、あまりその手の危険は意識したことなくて、でも事実俺は」

「安心してください」

「あ……」

　レイラが俺の肩に両手をおく。甘い匂いに少し頭の興奮が治まる。震えも完全には止まらなかったが、マシにはなった。

「す、すいません」

「深呼吸をして」

　言われたとおりにすると、レイラはすぐに俺から手を離した。

「その点に関しては私からも言い添えておきましょう。だからこそ今、ユージ先生は私たちの屋敷にいるわけです。病院よりも安全ですから、ご安心を。ところでユージ先生、お腹も減っているんじゃないでしょうか。スープを召し上がりますか？」

「えと……じゃあ、お願いできますか」

「レイラさんもお手伝い願えますか？」

　黙ってレイラも立ち上がる。リーシーに続き、出ていこうとする。

　命を狙われている恐ろしい状況は変わらないが、妖狐族の警備下で、魔法に長たけたレイラがいるのは心強い。

　こんな事態に陥っているのに安心できるというのは、とても恵まれていて──だからこそ違和感を覚えた。

　そう、違和感だ。

　頭が冴えてくるに伴って、頭の中の引っかかりが大きくなってくる。

　俺が知る実力主義のこの世界は、それほどやさしい世界ではないはずなのだ。

　俺が大ケガをしたのもある。また信用しないのは失礼かもしれないが。

「あのっ」

　俺は二人を呼び止める。

　しかし具体的な答えには、まだたどり着けていない。

「ええと……共和国の警備兵って割としっかり仕事しますよね？」

　警備兵は都市の治安維持を担っている。

「……？　ええ、もちろん」

　不思議そうな顔をしてからレイラが答える。

「犯罪者がいれば取り締まるし、もし被害者がいたら保護もしてくれる」

「そうですね」

「俺って、普通なら警備兵に保護されてるんじゃないですか？　なぜ俺は今、リーシーさんの家で保護されているんですか？　しかも三日眠っていたって、その期間ずっとつきっきりですか？」

　あまりにも待遇がよすぎるのだ。

「人の親切なのですから、素直に受けとったらどうですか？」

　レイラは冷え切った声で言う。

「おっしゃるとおりです。とても感謝しています。……でも二人が俺の面倒を見ている状況がどうにも妙で」

　俺が襲われただけではない問題が発生しているとしたら？












　レイラは俺の顔を見つめながら押し黙る。なにかを逡しゆん巡じゆんしているようだ。

「説明すべきではないでしょうか」

　口を開いたのはリーシーだった。

　すぐにレイラが返す。

「……あなたの雇い主である協会に背そむくことにはなりませんか？」

「現場の判断です。それは私にも認められています」

「もし問題が起こったら」

「私が適切に処理するだけです」

　リーシーはレイラと話しながら、俺に向かって微笑んだ。

　ぞくりと寒気が走った──なぜか。

「あなたは……！」

「私は誠実な対応をおこなおうとしているだけですが？」

　二人の間に火花が散っている。明らかに友好的な様子ではない。

「……いいでしょう。そのために私がいるのですから」

　レイラは部屋の中の方へ戻ってきて、リーシーと俺の中間くらいの位置に立った。

「ユージ先生。あなたは今とても重要な人物となっています。本当に、とても」

　リーシーは俺をまっすぐに見つめて話し始める。

「ユージ先生は教師です。そして今は改革派でもあるのでしょう。でもそれ以上に大切な〝組織〟に所属されていますね？」

「それ以上の組織って……？　……あ」

「そう、ユージ先生はなによりもまず、〝ニンゲン〟なのです」

　この世界で俺を表す記号が一つしか使えないとすれば、選ばれるのは間違いなく、『ニンゲン』だ。

「あなたの命が狙われたこの事件は、他のニンゲンたちにも伝わりました」

「ああ……」

　共和国で生きると宣言してすぐにこれだ。心配をかけただろうし、ほら見たことかと笑われているだろう。

「そしてニンゲンたちから、都市に向けて手紙が届けられました。そこには彼らの要求が書かれていました」





　・指定の場所で無事なユージを引き渡すこと

　・ユージを狙った犯人を完全に無力化した上で引き渡すこと

　・これらが三日後の○マル時までにおこなわれなかった場合、兵器で都市を破壊する






「都市を……破壊する？」

　無事に俺を引き渡せ。

　これはニンゲン側……おそらくアルバートが中心になっているのだろうが、正常な範囲の要求だろう。

　犯人を引き渡せ、というのも理解はできる。

　だが、それらが為されなかった場合、都市を破壊する？

　あの兵器を使う？

　愚かなニンゲンたちを滅ぼしてしまった、兵器を？

　どうしてそんなむちゃくちゃなやり方になるのだ。

　ニンゲンたちはそこまで共和国に対して非情になれるのか。

　それほどまでに両者は断絶しているのか。

「もし兵器が使われた場合、都市にいる者は全員死ぬ」

　都市の破壊。壊滅。死。

「そう付け加えられていたそうですが……ユージ先生の顔を見ると事実のようですね」

　俺の無事が、都市に住む数十万人の命を左右している？

　アルバートが俺のことを気にかけてくれているのは間違いない。

　しかしそれにしても、やりすぎではないか。……そして重要なことに気づく。

「……三日以内にって……でも、俺は三日間眠っていたんじゃ……」

「共和国に手紙が届けられてから三日です。今日ではありません」

「そう、でしたか」

　ならばひとまず安心……なわけがなかった。

「私たちは首元に剣を突きつけられているのも同然なのです」

　リーシーの発言に、俺は言葉を詰まらせる。

「……いや……それは……」

　なにを言うべきなのか。どうすべきなのか、わからない。

「すいません……」

「どうしてユージ先生が謝るのですか？」

「だって、ニンゲンの勝手な理不尽で都市を破壊するなんて」

「あなたを危険な目に遭わせたのは私たち、共和国の側です。ニンゲンが怒るのは当然ですし、要求も妥当な範囲だと思います。もっと強烈でも文句は言えなかったでしょうから」

「そんなことは……」

「元よりロストテクノロジーを持つニンゲンは脅威でした。不要なまでの恐怖を抱いている者もいた。だからこそ共和国も慎重な対応を続けてきたのですが……最悪の結果になりましたね」

　最悪？　そんな言葉で足りるのか。

「よって私たちは、絶対にユージ先生を失うわけにはいかなくなりました。急所であり、そして同時に切り札でもあるのです」

　その答えがわかるくらいには、頭が回り始めていた。

「俺は交渉材料にもなり得る……人質だということですね」

「ええ。ユージ先生が都市にいる限り、都市全体への攻撃はおこなわれないはずだ、と。もっとも、手紙はこけおどしだと考える者もいますが」

「つまりリーシーさんは……妖狐族は、俺を守りながら、監視も兼ねていると」

「そうです」

　リーシーの説明は納得ができて、噓をついているようには思えなくて。

「それでも、普通なら警備兵が護衛をやるべきだと思うんですが」

　リーシーは笑顔のまま、しかし目つきが変わった。

　レイラは俺を横目で見ながら、静せい観かんしている。少し驚いているようにも感じられる。

「鋭いですね、ユージ先生は。いえ、私が侮あなどりすぎなのでしょう。ニンゲン相手に、失礼しました。……しかしどうも修しゆ羅ら場ばの経験が少なそうに見えて……」

「ははは……。今完全に俺を侮ってるって言いましたよね？」

「正直にお話ししましょう。都市は今、大きく割れています」

　今外がどんな状況になっているのか、この静かな室内からではわからない。

　いやむしろ、わからなくしていると言うべきか。

「要求どおりにしろと言う者もいれば、要求に従わず抗戦しろと主張する者もいる。ユージ先生の処遇に対する意見も様々です。友好的なものから、厳しいものまで」

　厳しいとは、どういった意見なのだろうか。

「協会が中心になろうとしていますが、今は保守派と改革派で都市が分かれている時でもあります。さらに本来留めておくべきこの話が一般の者にも伝わって、まさしく状況は混沌としています」

　兵器による都市の破壊を前に、冷静でいられるはずもないのだ。

　想像しているよりひどいことになっているのかもしれない。

「そんな状態ですから、今や誰が味方で誰が敵かわかりません。ということで、協会の信頼もある私たち妖狐族が身柄をあずかることになったのです」

「妖狐族は……信頼されているんですね」

「はい、我々は受けた依頼は必ず遂行しますから。それに私たちも、協会に恩を売る機会として最大限利用させて頂いています」

　悪びれもせずリーシーは言った。いっそ清々しい。

「なるほど……。とてもよくわかりました」

「長くなり失礼しました」

「……ってことは、どうやってニンゲンの兵器使用を止めるか考えるべきだってことでしょ……あ」

　急に存在を思い出して、俺は自分の左腕を見る。

　白い布製の腕輪だ。

　その中に黒い腕時計もどき──兵器の制御装置でもある通信機が隠されていた。アルバートから通信用にと無理矢理渡されたものだ。

　そうだ。これを使えば。

　俺は白い布を剝ぐ。黒い腕時計が現れる。俺は側面のロックを解除して黒いボタンを──。

「──指一本動かさないでください」

　全身が凍りついた。

　扉付近にいたはずのリーシーが、俺の背後にいる。左腕が捻ひねられ極められている。動くなと言われるまでもなく動けない。

　そして鋭く冷たいなにかが、俺の首元、おそらく突き破れば頸けい動どう脈みやくにあたる部分に触れていた。

　わからない。でもたぶん一瞬で、俺は殺される。

「ニンゲンが黒い腕輪に触れた時、兵器が動き出す──という情報がありまして」

「ちょ、ちょっと待って……ください。……俺は兵器なんて作動させません。むしろ……兵器を止めるための行動を、するつもりです」

「……本当ですか？」

「俺だって……死にたくないですから……」

「いいでしょう」

　リーシーは俺の拘こう束そくを解き、冷たいなにか……おそらく鋭く尖った爪を俺の背後へ回した。

　俺はゆっくりと左腕を動かし、右手で黒いボタンを押す。

「……シド。聞こえるか、シド。俺だ、ユージだ」

　俺はＡＩを作動させるために呼びかける。

　ざー、と砂嵐が続く。

『……どうしましたか？』

「シド……生きてるんだな！　よし……！」

『ユージですね。アルバートより伝言があります』

　早速指示をしようとしたら先手を打たれた。

「……聞かせてくれ」

　通信機それぞれはシドとしか連絡は取り合えずとも、こうやってシドをハブにすればやり取りができる。

『指定の場所に、必ず時間どおりにこい。必ずだ。でなければお前はもう奴らにやられたと見なす──』

　残されていたのは、最後通告。

「俺は無事だ。攻撃をする必要もない。つーか俺もここにいるからやめてくれ。……という伝言を、アルバートたちに頼む、シド」

『伝言をしてくれ、と頼まれたら伝えるように残された伝言があります』

　用意周到な先回りだな。くそ。

『なにを言われようが僕たちの要求は変わらない。これは、ニンゲンを守るためだ』

　絶対に譲らないラインが明確に示される。

　それはニンゲンと共和国で生きる者たちの間に引かれた、境界線だった。

　反対側にいくならお前もまたニンゲンではない。

　この要求は、俺に対しても同じように突きつけられている。

「……魔法ではないようですが、遠く離れたニンゲンと会話したのですか？」

　レイラが聞いてくる。

「そんなところです」

「しかし交渉は失敗なのですね」

　リーシーに指し摘てきされる。

「そう……ですけど。……シド」

　もう一度、俺はシドとの通信を開始する。

『どうかしましたか？』

「兵器を……ミサイルが発射できないようにロックすることはできるか？　もしくはすべての兵器を海や宇宙にでも打ち尽くしてしまうことは」

『残念ながら、スイッチごとに割り当てられた兵器しか操作することはできません』

　やはり他には干渉できないロックがかかっている、か。

「……アルバートたちがどこにいるか教えてくれるか？」

『残念ながら、他の人に関する内容は開示できません』

　このルートからの突破は、現状では難しいか。

「もう終わりました……。大丈夫です」

　俺は再び白い腕輪で黒い通信機を覆った。

「すみません……。なんとかできるかと思ったんですが……」

　力不足がふがいない。

　俺たちニンゲンに兵器なんてものがなければよかったのに。なんとしてでも都市の破壊は食い止めなければならない。

「あなたは……我々共和国のために動いてくれるのですか？」

　レイラが尋ねてきた。信じられないものを見た、という顔をしている。

「当たり前じゃないですか」

　なにを言っているのだ、と思った。

「ニンゲンではなく共和国に利するように行動する、ということでしょうか？」

　リーシーにはそう問われる。

「……どちらに利するとかじゃないですよ。みんなにとってもっともよい形に」

「信じられません。もし二択の場面が現れたら、ニンゲンびいきになることは否めないでしょう」

　リーシーははっきりと断定する。レイラも口には出さないが、明らかにそう思っているのがわかった。

　そうか、ここまで捉え方が違うのか。断絶してしまっているのか。

　彼女たちにとって俺は『ニンゲン』で、今や敵側の一味だ。だから信用されずに、正しい情報すら秘ひ匿とくしようとした。

「でも俺は……本気で都市を守りたいと思っています」

「都市の人々を守りたい、ということですか。素晴らしい考えですが、綺麗事に聞こえてしまいますね」

　リーシーは俺の心を見透かしているかのように言う。

「どうせニンゲンのユージ先生は、都市が破壊されそうになったら逃げてニンゲンの下へいくだけで済みますから。そうではありませんか？」

　客観的に、合理的に考えればそうなる。

「……かもしれませんね。正直、都市の人々全員を守るんだって言われても、ピンとこないです」

　規模が大きすぎる。話を聞いているだけでは、まだ実感が湧いてこない。

「でも……自分の生徒のことは守りたいと思うんです。本気で、なにをしてでも」

　俺の脳のう裏りに浮かんだのは、サーシャとエミィとリンの顔。

　俺が眠っている間付き添ってくれていたという少女たちは、今もこの都市にいる。

　共和国民全員と言われてもうまく想像ができなくても、普段触れ合っている子供たちのことなら想像がつく。

「たとえニンゲンを敵に回しても」

　俺の覚悟は、彼女たちを守りたいというこの気持ちは、伝わらないだろうか。

　それも伝わらないほどに、俺たちは異なった存在だろうか。

「あなたは……」

　レイラは目を見開き、とても驚いた表情だ。

「──妖狐族の一人として……仕事人としては、まったく正しくないですが」

　リーシーは苦渋に満ちた顔をしたまま、話す。

「ただ唯一、本当に唯一の側面ですが……ユージ先生は娘が信頼を寄せている先生なのです」

　なんだか諦めたみたいに、リーシーは表情をゆるめた。

　その答えだけはもしかするとはじめから、決まっていたのかもしれない。

「一人の親として、娘が信じている人には期待したいと思います」

　七百年後の世界でも、変わらないものは、きっとある。





　　　　　＊






　事態を改善するためなにができるか、俺とレイラとリーシーで話し合うことになった。

「ともかくもユージ先生は、共和国とニンゲンとの交渉の場には出る。協力してくれる、という理解で間違いないでしょうか？」

　レイラの確認に俺はうなずく。

「もちろん。俺が無事だって証明しないことには、始まらないでしょ」

　当然のことだと思うのだが、二人は俺が協力するのか心配していた。

　ただ、確かにニンゲンは都市に兵器を突きつけるまでの怒りを見せている。理解できない存在だと恐れを抱く気持ちもわかった。

　ふむ、と一つうなずいてから、リーシーは独り言のようにつぶやく。

「少なくともユージ先生が交渉の場にきてくれるのなら、あとは犯人をどうするかになりますか。今現在話し合われていますが、時間がありませんからね」

「手がかりも容疑者候補もいないんですかね。というか捕まってくれないと俺も困るんですが……」

「今のところは、まったくのようです」

「そんな状態で……待ってください。なにを話し合っているんですか？」

　俺は、思い当たってしまう。

「犯人が見つけられなければ、どうするつもりなんですか？」

　レイラがなにも言わずに顔を伏せる代わりに、リーシーが答えた。

「ユージ先生のご想像のとおりです」

　ニンゲン側の要求は俺の引き渡しと、犯人の引き渡し。

　そして犯人が見つからなかった場合。

「犯人をでっち上げる気ですか……？」

　共和国は実力主義で、だから基本的には平等なはずだ。そんな人権を無視したことがおこなわれるとは、信じがたいが。

「時間がないのです……！　指定の日は明日。そこにいくのに半日かかるのを考えれば、今日中に方針を決定しなければならない……！」

　レイラが大きな声を出し、呼吸を荒くする。

「綺麗事を述べるだけではどうにもならないのです」

　リーシーがばっさりと切って捨てる。

「たった一人の犠ぎ牲せいで都市と都市に住まう者すべてが救われるのなら、安いものですからね」

「だったら俺が今やるべきことはわかりましたよ」

　俺はベッドから立ち上がる。久しぶりに起き上がるためか一瞬ぐらついたが、大丈夫だ。七百年眠っていたことに比べれば三日間など、寝たうちにも入らない。

「その話し合いの場にいきます」

「ユージ先生、落ち着いて考えてください」

　リーシーは溜ため息いき交じりだった。

「何者かに命を狙われているんですよ？　不特定多数の者がいる場所にいけば、どれだけ危険かおわかりですよね？」

　体が思い出したみたいに、腹部がぞわりと粟立った。

「それでも……いかないと……」

　寒気が全身を襲って体が震え始める。

　必死だった。自分でも意味不明なくらいに。

「怖く……ないんですか？」

　レイラが純粋に疑問に思ったみたいに尋ねた。

　尋ねられて、──感情が爆発する。

「怖いに決まってるじゃないですかっ!?」

　吐き出してしまう。

　俺は弱い。強くない。なにかができるわけじゃない。

「でも俺がうずくまっている間に……眠っている間に、ニンゲンは滅んだんだ」

　声に出して、自分も初めて気づく。

　そうか、俺は過去ニンゲンが滅びる間なにもできなかったことを、悔いているんだ。

　もちろん自分がいてもなにもできなかったんだろうが。

　でも、もしその時に戻れたなら、今の俺ならきっとなにかをする。

「共和国が崩壊する危機を……見過ごせないんです」

　俺に気圧されたみたいに、リーシーが目を逸らす。

「気持ちはわかります。……が、ユージ先生をリスクもある中連れ出すのは──」

「リーシーさん」

　リーシーの言葉を遮さえぎって、レイラが溜息交じりに言った。

「なにを言っても無駄ですよ。だって教え子たちが、ああだったじゃないですか」

「そうでしたね……」

　リーシーは呆れたみたいに溜息を吐いた。

　この時ばかりは、二人とも気が合っていた。

「教え子に似たというか、教え子が似たというか……」

「ちょっと待ってください。サーシャやエミィやリンたちが、どうかしたんですか？」

　俺の問いにはレイラが答えてくれた。

「ずっとあなたの側についていた三人ですが、先ほどの話を知り『わたしたちにできることをしなきゃ』と、話し合いがおこなわれている会場に向かいました」

「子供たちをいかせて……大丈夫なんですか？　危険なんじゃ」

「……それをあなたが言いますか？」

　リーシーに冷たく睨まれてしまった。まったくだ。

　俺も子供たちも同じことをやろうとしている。

　それにしてもどこまで成長しているのだ、あの子供たちは。こんな勇気の要る行動、大人でもなかなかできることじゃない。

「……無理矢理押さえつけてもいいのですが、ここは協力しておいた方が後々見返りが……。リスクはありますが……」

「あのー、リーシーさん？　独り言がダダ漏れですよ」

　リーシーはリーシーで自分たちに利するように計算しているようだが。

「わかりました。ユージ先生の力に賭けてみましょう。当事者たるニンゲンの意見があれば、場が大きく動くかもしれません。しかし最低限、こちらの指示には従って頂きます。また護衛もつけます──入りなさい」

　急にリーシーが入り口を振り返って言った。

「失礼いたします」

　どうやら屋敷で執しつ事じ的役割をしているらしい、全身真っ黒の服装をした男だった。

「ご報告があります」

「なんだ？」

「ニンゲンを襲撃した犯人が捕まったとの情報が入りました」





　　　　　＊






　変装をすること。

　勝手な行動を絶対にしないこと。

　この二つを条件に、俺は外出を許可された。

　本来許されざる行動ではあった。

　リーシーが仲間に説明している際も相当揉めていた。

　しかし最終的には「とにかく時間がありません。すべては会場にいってからです」とリーシーが押し切ってくれた。

　妖狐族の威信をかけた警護体制も敷くそうだ。

「……ＳＰに警護されるＶＩＰの気分ですね」

「エス……？　とにかくきょろきょろしないでください。目立ちます」

　人混みの中、フード付きのローブですっぽりと体を覆った俺の隣には、リーシーがついてくれている。他にも多数の妖狐族たちが俺の周囲を警戒しているらしいが、彼らの存在すら俺には感知できていなかった。

　俺は共和国としての方針について話し合いがおこなわれている会場──正確には会場前にやってきた。

　五階建ての荘厳な建物の中で、協会や司法に携わる者、その他高いランクを持ち都市への影響力が強い者たちが議論しているらしい。

　その議論の結果を知ろうと、数千もの人が建物前の広場に集まっていた。

　背後を見やると広場はさながら人の海と化している。面積に対して人の数が多すぎる。

「差し当たって危険はなさそうです」

　俺たちは広場付近の建物の軒のき下したにいた。入り口の階段を上ったところにいるので視界が広く見通しも利く。会場にも近く、また周囲の建物からも死角になっていた。

　発表を待つ人々に笑顔はない。

　皆表情は険けわしく、言いようのない不安感が場を支配している。

　ニンゲンからの脅しの話は確実に人々に伝わっているようだ。

　黙って立っていると自然と周りの会話が聞こえてきた。

「ねーねー、逃げなくて大丈夫なの？　鼠そ人じん族は避難したって聞いたんだけど」

「相変わらずビビりな一族だな。都市が破壊されるなんてねーべ」

「その割には協会が真面目に受けとってるし、人もこんなに集まってるし、それにあんただってここにいるし」

「……いざとなったら数時間で都市の外には出られるんだ。本当に避難勧告があれば考えるべ」

「でもさー、都市の外に逃げたって、町がなくなっちゃったらあたしたちどうやって生きていくの？」

「俺に聞かれてもわからんべ！」

　すでに都市外への避難を始めている一族もいるようだ。

　だがここに集まっている人の数を見ても、まだ判断できかねている者の方が多そうだ。

「ニンゲン、マジで超怖いんだけど。都市の全員皆殺しって普通する？　てかそんなことできるの？　兵器ってやつで？」

「いやー、でも仲間殺されかけてるワケだからさぁ。あとちゃんとこっちが向こうの要求を呑のめば済む話でしょ？　んな簡単に使えるもんでもないでしょ」

「そっかぁ。ニンゲンを狙った犯人突き出せばいいんだもんね。ていうかその犯人が一番悪いわけだし！　マジ誰よ！　アタシがぶん殴るよ！」

「んー、あたしたちがぶん殴る前にもっと怖い人にひどい目に遭わされるんだろうなぁ。ていうかニンゲンに引き渡すんだから、そのあとは……」

「やめてやめて！　想像したら怖い！　夜寝られなくなるから！」

　ここにニンゲンがいるぞと言ったらどんな反応をするんだろうか。

「よ、余計なことはしませんよ」

　リーシーが無言で俺を睨んでいたので言っておいた。

「おいまだなのかよ……？　何時間待ってると思ってるんだ？」

「俺なんて朝からいるんだぞ！」

「まーまー、もうすぐ発表があるっていうんだしさ」

　一般の聴衆には、協会から発表があるという情報しか下りていないらしい。

「あの、ここまできたら会場に入れませんかね……？」

「ダメです。ここから先は安全を確認できてからです」

「せめてリンたちの動向はつかみたいんですが……会場に入れたんですかね？」

「そういった情報は入っていません。まあ死んではいないと思いますが」

「物騒なこと言わないでくださいよ……」

　と、前方からざわめきが大きくなり始めた。

「おい出てきたぞ……！」

「本当だ！」

　俺の周辺でも声を上げる者が出てくる。ざわめきの波が通りすぎると、今度は静寂が訪れた。

　大勢の人が一斉に静まり返ると、それだけで厳粛な雰囲気が生まれる。

　会場となっていた建物の二階バルコニーに、人影が見えた。

　張り出たバルコニーには横に長い演えん壇だんが用意されていて、彼らはそこに上る。

　現れた人物は全部で五人だ。

　俺は正面ではなく側面の角度がない場所にいたが、建物に近かったので人物を識しき別べつすることができた。

　そのうち三人は俺も知っている人物だった。

　改革派を代表する『夜明けの翼つばさ団』トップ鳥ちよう人じん族のバロン。

　公開討論会で顔を合わせた地ち霊れい族のローワン、それに水すい神しん族のアルマスだ。

　他一人は白衣を着た老人の男性で、もう一人は黒い服の妙みよう齢れいの女性だった。

　二つの派は閥ばつが並んでいることに、ことの重大さを感じる。

　一人だけ背の低いローワンがさらに台の上に上った。

『皆も知るように我々の都市は今火か急きゆうの問題を抱えておる』

　ゆったりとしたローワンの声は大きく、広場の後方にも届くくらいに響いていた。

「声……でかいですね。しかも響き方もまるでスピーカーがあるみたいで……魔法？」

「水すい妖よう族の得意とする魔法ですね。周囲の人の声を拾って増幅させています」

　リーシーが言うとおり前に出ている五人の後ろにも人影が見えた。

『ニンゲンより、この都市を破壊すると脅迫を受けておるのじゃ』

　聴衆から驚きの声は上がらない。このあたりの事情は公然のことらしい。

『じゃが今しがた、脅迫の原因となった負傷したニンゲンは無事に目が覚めたと報告が入った』

　おお、とどよめきが起こる。

　自分の話題をこんな風に話されると、妙な気分になる。

『そのニンゲンと、犯人を引き渡せば、都市崩壊の危機は免まぬがれるじゃろう。問題は犯人を捕まえることじゃが……』

『早く犯人を捕まえてくれよ！　それで解決できるんだろ！』

　最前列近くにいる者の声も水妖族の魔法に拾われるらしく、群衆の中の一人の叫びが大きく増幅されて会場に響いていた。

「保守派の差し金なんじゃないのか!?」

「そうよ！　改革派との討論会でやられたんでしょ!?」

「証拠もないくせに言うんじゃねーよ！」

「そもそも改革派がニンゲンを担ぎ上げたから問題が起こったんじゃないの!?」

『静粛に！』

　ローワンとは別の、とげとげしい声が飛ぶ。水神族のアルマスだった。

『今は保守派・改革派などという話は後回しだ。続きを聞け』

『すまんの、アルマス。皆、安心してもらいたい。我々共和国は犯人を捕まえることに成功しておる』

　おおお、と歓声が上がった。

『この男じゃ』

　ローワンが後ろに指示すると、銀色の鎧に身を包んだ警備兵が十名ほどの大所帯で現れた。

　その中心に鎖で縛られた男がいる。

　ボロ布のような服を着た、薄汚れた男だった。

　うつむいていて表情はうかがえないが、のろのろとした足取りには生気がない。

　ローワンたち五人の隣に、警備兵に囲まれた男が並び、跪ひざまずかされる。

『この男こそがニンゲンを狙い、結果我々の都市を危機に陥れた張本人である』

　皆声を潜めて喋っていたが中には、

「よくやったぞー！」「捕まえたのは警備兵か？　ありがとー！」

　と声援を送る者もいた。

「どこのどいつだよ!?」「厳罰を求めるぞ！」

　厳しい声も当然上がっている。

　どこの誰かは俺も気になった。角度を変えて顔を覗のぞこうとする。しかし長い髪が横顔さえ隠してしまっていた。

『殺人未遂となると本来は裁判で相応の罰があたえられるが、今回はそうもいかんからこのままニンゲンに引き渡す。皆にも理解してもらいたい』

　そりゃしかたないよな、と話す声がある。反対の声はなさそうだった。

　一件落着だとばかりに弛し緩かんした空気が漂い始めていた。

「犯罪者はとっとと都市から出ていってほしいわ」「俺が犯人を見つけてたらぶっ飛ばしてたな」

「まあ……都市の破壊なんて起こらないよな」「先に逃げた奴ださーい」

　犯人を見れば、俺にも怒りか恐怖が込み上げてくるものだと思っていた。

　しかし犯人の男を目の前にしても、この男に殺されかけた実感がまるで持てずにいた。だからどうしていいか、わからない。

「よかったですね」

　リーシーが感情の籠こもっていない声で言った。

「はい……、そうですね」

『このあと、我々が責任を持ってニンゲンと交渉をおこなおう。要求は満たしておるから、悪いようにはならんじゃろう』

　ぱちぱちと拍手が起こる。

『また同じ事態が起こらんよう、ニンゲンとは今後について話し合うつもりじゃ』

　当然の話だった。

『この問題もニンゲンが共和国にいたから、起こったことじゃ。つまりニンゲンに都市から出ていってもらえば、同様の問題は起こらんじゃろう』

　それ以上の正解が思い浮かばないくらい、正しい意見だ。俺が他のニンゲンと一緒に都市を出ていき、ニンゲンと共和国が断絶されれば──。




『騙だまされるなっ！　そいつは犯人じゃないっっ！』




　広場の最前列に張られた仕切りのロープ。

　そこを越えた立ち入り禁止区域に侵入者がいた。

『協会に嵌はめられて、無理矢理罪を被せられたんだ！』

　その声は水妖族の魔法に拾われて広場全体に響き渡る。

『本当は無実なのに……最低のＧランクだからって切り捨てて犠牲にしようとしているんだ！　協会の奴らがな！』

　汚れたローブに身をくるんだ男が、一段上の位置から話すローワンたちを差した。

　頭に被っていたフードがめくれる。黒い獣耳の生えた男だった。

『警備兵はなにをしている！　捕らえろ！』

　水神族のアルマスから命が下る前に、会場にいた警備兵は動き出し、男を囲んだ。

『みんなこんなのを認めていいのか!?　今回は自分じゃなくても、次にまた低ランクの奴が生け贄にされるぞ！　同じようなことがあったら──ぐっ!?』

　警備兵が男を捕らえる。

『いつまで魔法を使っている。止めろ』

『ア、アルマス様……。それが、私たちはもう止めています……』

『……ではいったい誰が？』

　壇上でもトラブルが発生しているようだ。

『まあいい。……とにかく、でたらめなことを言うな。皆、妄言を信じないように』

『だったら証拠を見せてみろ！　そいつが犯人だって証拠だ！』

　男は警備兵に押さえつけられたまま叫んでいる。

『口を押さえろ』『痛ぇ!?　嚙かみやがった！』

『犯人の証拠を出してみろよ!?　うぐっ……！』

　今度こそ男は声も出せないように押さえ込まれた。

　そこで、今まで大人しく立っているだけだった壇上の男が、おもむろに指を差した。

『では、そこにいるニンゲンに判断してもらうのがいいだろう。襲撃を受けた張本人だ』

　壇上にいるバロンはまっすぐに、俺を見ていた。

　にやりと笑う。

　──なにを考えているんだ？

　周囲の者たちが俺を振り返った。

「あれがニンゲン……？」「マジ……？」「ていうか低ランクの奴が犯人にさせられたって噓だよな……」

　ざわめきが次第に大きくなっていく。潮が引くように、近くにいた者が後ずさって俺の周りにはぽっかりと空白地帯ができる。

『ニンゲンがなぜそこにいる……！　今すぐ保護しろっ！』

　アルマスが慌てて指示を飛ばしていた。

「いったいどういう……」

　俺も事態に追いつけていない。犯人が捕まって一件落着ではないのか？　でも実は犯人はでっち上げられた？　本物か否か俺が判断する？

「ユージ先生。私の後ろへ」

　リーシーが周囲を警戒しながら俺を庇かばうように立つ。

　建物から警備兵が飛び出してきて俺の前までやってきた。

　先頭にいたのは、通常の銀色の鎧とは明らかに質の違った光沢のある、黒い鎧の警備兵だった。

「……また会ったな」

　くぐもった声が鎧の向こう側から聞こえてくる。

　過去、俺が兵器を作動させられるスイッチを保持していることが露ろ見けんし都市のお尋ね者になった際、追跡部隊のリーダーを務めていた男だ。

　あまり、再会したい人物ではなかったが……。

「ついてこい。……貴様の身の安全は最優先事項だ」

「わかり、ました」

　噓はないだろう。ここで断っても場を混乱させるだけだ。

「私も付き添いましょう」

「妖狐族の……いいだろう」

　リーシーが申し出ると、黒い鎧の警備兵はうなずいた。

　俺は警備兵に囲まれ、群衆の目に晒さらされながら建物の中に入った。

　なにも聞けないまま階段を上がり、気づけば見上げていたはずのバルコニーまで連れてこられる。

　白い大だい理り石せきでできた床を俺は歩いていく。

　すれ違う人々は俺をじっと見たまま息を潜めている。

　先ほどとはまったく違う光景が目の前に広がっていた。見上げていたはずの場所に、わけもわからないまま立たされている。

　ひしめき合う人々は上から眺めるとやけにちっぽけな存在に思えた。

『……バロン、どうするつもりだ？』

　俺を見下ろして一睨みしたあと、アルマスはバロンに向き直った。

『ではユージ先生、こちらに』

　いけ、と黒い警備兵に押されて俺は歩み出る。リーシーもこれ以上はなにもできないとばかりに後ろで動く気配を見せない。

　俺は犯人と言われている男の前に立つ。薄汚れた男は近くで見ても印象が変わらなかった。

　さらにその後ろではローワンたち本来の壇上の主役たちが俺たちの動向を眺めている。

　そしてその舞台を大勢の観衆が見守っていた。

　とてつもない注目。

　緊張はもう臨りん界かい点てんを振り切っていて、逆に目の前に集中できた。

『さあ、この男は本当にニンゲンであるユージ先生を襲った犯人なのか。それとも違うのか。どちらだろうか？』

　バロンが大仰に両手を広げた。

　目を凝らす。髪に隠れた表情を見ようとする。しかし、当然、俺の推測どおりに、犯人かどうかまったくわからなかった。

　俺は襲撃された際、犯人の姿を一切見ていないのだ。

　ローワンたちはこの男が犯人であると言っている。この男たちを犯人にしたがっている。

　唐突に現れ取り押さえられた男は、目の前の男が犯人ではないと言う。素性もなにもわからないし、それこそデタラメの可能性も高い。

　正直にわからないと言うべきか──しかしそれが一番無責任な発言に思えた。

　俺の発言がこの状況を左右する。まさしく岐き路ろに立たされていた。

　見ず知らずの誰かを犠牲にして、都市の全員を守る道を選ぶか。

　たとえ危険があっても正しさを貫くのか。

　目の前にいる男は顔さえ上げない。

　リスクを考えろ。ここで場を乱すことが適切か──。




『その人が犯人ではないぞ！』




　また別の、この場には似つかわしくない幼い声がした。

　このフロアにはいない。下だ。

　突然現れた男が取り押さえられた立ち入り禁止区域に、別の影が三つ。

　それは本当によく見慣れた、少女たちだった。

　聖せい霊れい族サーシャ、雪ゆき人ひと族エミィ、妖狐族リン。

　三人がまっすぐに、俺たちのいる二階バルコニーを見つめていた。

『今日は勝手に割り込んでくる者が多いな。……お嬢さんたち、そのロープよりこちら側は立ち入ってはいけない。わかっているのか？』

　子供相手に猫ねこ撫なで声を作ろうとはしているが、アルマスは明らかに苛立っている。

『今、なんと言ったんだい？　サーシャさんは？』

　さらりと割り込んだバロンがサーシャの発言を拾う。












『貴様……！』

　アルマスがバロンを振り返った。

『ああ、先に紹介した方がいいだろう。こちらにいるのはリンさん、サーシャさん、エミィさん。ニンゲンであるユージ先生の教え子で、最低のＧランクであるにもかかわらず実力を示した改革の申し子たちだ』

　バロンが話し出すと、サーシャたちを取り押さえるために動き出した警備兵が立ち止まった。どうしたらいいのか、迷っているようだ。

　すべての衆目が、壇上とその真下に集まっている。

『あたしたちも、センセーが襲われたとき壇上にいたんだ。だからわかる』

「……リン」

　俺の背後で、リーシーが自分の娘の姿に驚いていた。

『私たちも、同じ壇上にいたのだが？』

　アルマスが苛立たしげに言う。

『じゃあその時犯人を、見たのですか？』

　勇ゆう敢かんにも反論したのはエミィだった。

『……はっきりと見てはいない。しかしそれは君たちも……いやいい』

　反論を試みたアルマスだが、そこを掘り下げても分が悪くなると判断したのか続けるのをやめる。

『なるほどなるほど、犯人ではない、か。そう確信を持って言えるのは、本当の犯人を知っているからじゃな？　少なくとも姿は見ている』

　ここでローワンが打って出る。

『ならばわしらに真犯人を教えてほしいのじゃ。……もしそんな者がいればじゃが』

『それは……わからないのです』

『わからないでは、困ったことになるのぉ』

　何倍もの年の差がある子供相手に、ローワンは老ろう獪かいさを隠そうともしない。

『お主らの言ういるかもわからない真犯人を見つけるのは骨が折れそうじゃ。おそらくニンゲンが設定した交渉の時間に間に合わないじゃろう。となれば都市は破壊される』

　ローワンは断定する。おそらくあえて。

『それだけのものを賭けても別の犯人を捜せと言う、その根拠たるものが存在するのじゃな？　ならばそれをこの場で、皆の前で、示してほしい』

　無理難題だった。協会が見つけられなかったものを、子供たち三人に出せと言っているのだ。

　その大人げない発言を誰もとがめはしない。

　誰かが犯人となり、都市が破壊されなくなるならそれに越したことはない。ローワンは民衆の気持ちを熟じゆく知ちしている。

　容疑者の男は自分の意志なのか強制されているのか、変わらず動かない。

　誰も動けない。

『だったらわたしが犯人になろう』

　幼い少女の澄んだ声が、響く。

『それでもいいのではないか？』

　こちらを見上げるサーシャは、大人相手にまったく引けをとらない。

　いや引けをとらないどころか……。

『あたしも犯人でいいよ』

『わたくしも犯人になります』

　リンとエミィも続く。

　誰もが想像だにしなかった発言に、会場中の大人たちが圧倒されていた。

『なにを言っておるのじゃ……。お主たちは実際の犯人ではないのだから……』

『だけどそんなこと、相手のニンゲンにはわからないのだ』

『自分たちはせんせを驚かすつもりで魔法を使ったら、失敗して事故が起こった、と言えば……』

　エミィの出した案はとても現実的に思えた。

　うむ……と唸ってから、アルマスが口を開く。

『相手のニンゲンにバレなければ、犯人自体は別に誰であろうが構わないのはわかる。また事故と言えば敵対心はなかったと訴えることも可能だ。だが子供を犠牲にするのは……』

『そんなことにはならないとあたしは信じてるよ』

　リンははっきりと宣言する。

『はい、ニンゲンはきっとわかってくれるのです』

　エミィも心の底から確信しているようだ。

『なぜならニンゲンは、せんせいの友だちなのだ。ならばわかってくれるはずだ』

　まったくもって、サーシャの言うとおりじゃないか。

　交渉相手だとか、向こうの立場だとか、線を引かれただとか、しち面倒臭い理由をつけて考えすぎだ。

　俺と、あいつらは、ともに生き残ったニンゲンで。

　そしてただの、友だちだった。

　子供たちのおかげで目が覚めた。

　危うく恐ろしい選択をするところだった。

『俺が間を取り持つ！』

　俺はやっと、俺の言うべきことを口にする。

　注目が子供たちから俺の方へと移る。

『ニンゲンが怒っているのも、俺が死にかけたからだ。でも見てのとおり、今は回復している。だったらこの都市を破壊しないように十分に説得できる』

「お……お前がそうする理由はなんなんだ!?　お前はニンゲンなんだろっ!?」

　外野から声が飛んだ。

　それはたぶん、この場にいる全員の声を代弁していた。

『確かに……俺はニンゲンだ。今この都市を脅かしているニンゲンの、仲間だ』

　否定できない。切っても切れない関係だ。

『でも俺は同時に、ここで生きることを選んだ共和国民でもある』

　もちろん異論、反論はあるだろうが。

『俺が共和国民を守りたい、って言ってもピンとこないかもしれない。でも、こんなにも素晴らしい子供たちを守りたいって言ったら、どうだ？』

　俺は三人の子供たちを差す。

『俺のせいで……こんなことになったかもしれない。その点は謝りたい。でも……今この状況をなんとかできるのもまた、俺だ。ニンゲンであり共和国に住む、俺なんだ』

　何千という人々が今や完全に静まり返っていた。

『だから今完全な証拠のない状態で、この人を犯人にする必要はない』

　その時初めて顔を持ち上げた容疑者の男の目には、希望の光が見えた。

　──お前に託たくしていいのか。

　そう言われているような気がした。

『自分たちが犯人代わりになってニンゲンとの交渉に臨のぞむと言う者がいる。そしてニンゲンも味方をしてくれると言う。これ以上議論の余地はあるのか？』

　静まり返った会場に響くバロンの言葉に、反論できる者は誰もいなかった。





　　　　　＊






　ニンゲンとの交渉の場に、サーシャたち三人は本当に同行することになった。

『あの流れで連れていかなければ、後々批判が出るじゃろう。事故だと説明する話は現実味がある。実力で役目を勝ち取ったというわけじゃな。実際に犯人だとニンゲン側に差し出すかは……現場に任せるがの』とはローワンの弁だ。

　取引の場に指定されたのは、俺たちニンゲンが眠っていたコールドスリープ施設付近。都市からはおよそ半日かかる場所だ。

　必要最小限の数でこいと要求されているため、必然、メンバーは少数精鋭となる。

　まず選抜されたのはあの黒い警備兵と、赤いラインの入った銀色の鎧の警備兵二名だ。彼らは協会の意向を受けた保守派の代表として送り込まれている。

「貴様に名乗る必要はないだろう」と黒い警備兵に言われたので名前は聞けていない。

　そして改革派『夜明けの翼団』からも人員が選出された。

　同行者となったのは、

「私がいくのが話が早い。随ずい分ぶんと口も出したし、その責任を私自身とる必要がある」

　バロン本人であった。

　またバロンが信頼をおく二名も選出された。魔道士として魔物との戦いにも長けた者らしい。

　さらにサーシャたちがいるため、その保護者として学校から二人。

「まさかこんなことになるとはな……」

　苦々しい顔で俺に言う竜りゆう人じん族のファガール。

「どこまで問題に深く関わるのですか、あなたとあなたの生徒たちは」

　完全に呆れている森人族のレイラだ。

「お二人が一緒にくるのは俺も予想外でしたよ……」

「守るべき子供たちが危険な取引の場にいくのだ。ランクや保守派・改革派は関係がなく、教師としての義務がある」

「そもそもは子供たちを連れていくことに反対したのですが、それはどうにもならなかったので私たちがついていくことで落ち着きました」

　きな臭く裏の思惑もありそうな保守派・改革派それぞれから選出されたメンバーがいる中、この二人がきてくれるのはとても心強かった。

　同行者は以上、計八名。『必要最小限』の許容範囲だろう。

　そして、取引の品となるのが俺と、やっと再会できた──、

「……ちゃんと話すのは、久しぶり──うわっぷ!?」

　三人の生徒が俺の胸へと飛び込んできた。

「せんせ、生きてて……よかったのです……」

「心配かけてごめんな、エミィ」

「本当だよっ!?　何回死にかけるのさっ!?　いい加減にしてよ……センセー」

「その度に守られてばかりだな。ありがとう、リン」

「せんせいは……どれだけわたしたちに心配をかけるのだ……？　眠れなかったんだぞ……？」

「……サーシャは、ちょっと怒ってる？」

　俺の腹に顔を押しつけながら、サーシャはふるふると首を横に振った。

「せんせいが目覚めるまで側にいなくて……ごめんなさい」

「サーシャが謝る必要は絶対ないよ。謝らなきゃいけないのは俺だから」

　間に色んなことがありすぎて感動が少し薄れたが、目の前で倒れてしまってからやっと元気な姿を見せられたのだ。

　無事に再会できたことを素直に喜びたい。だが……。

　落ち着いたところで、俺は三人の肩をやさしく押して体を離す。そして。

「あの発言は……なんだ？　自分たちが……犯人になるって？」

　三人の顔を見ながら、ゆっくりと尋ねる。

「容疑者が犯人じゃないと主張したことはよかった。誰にもできない、正しいことをした。おかげで俺も道を間違えなかった」

「でしょ？　強引な犯人の特定をしてるって妖狐族の情報網でわかってたからさ」

　リンは得意げな顔をする。

「でも犯人になるってなんだよ!?　危ないどころの話じゃないぞ!?　いったいなにをどうしたらあんな判断になるんだ!?　せめて誰か大人に相談しろよ!?　お前たちがやることじゃ絶対ないからな!?」

「せんせ……うるさいのです」

　眉をひそめたエミィが両手で耳を押さえている。

「ちょっと興奮しすぎたけど……でもするだろ」

「あたしもサーシャから提案された時はどうしようかと思ったけど」

「でも犯人ではない誰かのせいにされるかもしれないとリンの家で知って、『あたしたちでなんとかしよう』と言ったのは、リンではないか」

「こ、ここまでのことになるとは思ってなかったの」

「……自分たちでなんとかしようとしたのは、本当にすごいことだよ」

　素直に褒めてあげたいし、彼女たちの教師であったことを誇りに思う。

「でもあんな大勢がいる場に出てくるのは……危ないだろ」

「それを言ったら……せんせも同じですよ？」

　エミィに指摘される。

「いや……俺はバロンに呼ばれたからだよ」

「だけどせんせは、あの場にいたのです」

「よく考えてよ、センセー。それってホントに……ありえないから」

「別に俺は……」

「公開討論会で誰かに狙われて、目が覚めたばかりなのに……すぐにあんな場所にいくなんて普通はできないし、やろうと思わないのだ」

　リンとサーシャも責める口調だった。

「でも本当は、せんせいはとても臆おく病びようだ」

「……よく知ってるな、サーシャ」

「だからせんせいを見て、とても勇気があると思ったのだ」

　俺に──勇気が？

「それがあったから、わたくしたちも頑張れたのです。せんせに勇気を……もらいました。負けられないと思ったのです」

　夢にも思っていなかったことを言われた。

　俺はただ必死に足あ掻がいて、もがいて、生きていただけだ。

　三人が微笑んでいる。

　その微笑みはなによりも尊く感じられた。

「まだこれから、本当に世界中がひっくり返るようなことをするんだよな」

　この子たちがこれからなにをやってくれるのか、見てみたい。

「任せときなって」とリン。

「が、頑張ります」とエミィ。

「一緒に頑張ろうな、せんせい」とサーシャ。

　いつか世界を変えてくれたら、救ってくれたらと思っていたけれど、その程度のこと案外早く実現されるのかもしれない。

　だって子供たちの可能性は、無限大なのだ。

「じゃあいくか、世界を救いに」










「グエーッ！」

　赤い羽毛の大きな鳥が、朝あさ靄もやの中で鳴き声を上げる。

　体長は優に俺を超えていた。

「これがロイジィです。この子たちに乗っていきます」

　森人エルフ族のレイラが説明してくれる。

　ロイジィは一人ないし二人乗りができる陸を走る鳥である。

　荒れた道をものともしない足腰の強さと一日で何十キロも走るという脚力を持ち、都市間移動に使われている。

　ただし数が少ないのと大きな荷物を運ぶのには不向きなので、一般的には馬が利用されるケースの方が多い。

　今回はまさに喫きつ緊きんの事態であったため、協会で飼うロイジィが十羽用意された。

　基本は一人が一羽に乗るが、リンが手た綱づなを握ってエミィと一緒に、また俺が手綱を握ってサーシャとともに乗る。

「だ、大丈夫ですかね？　俺乗ったことないんですけど」

「賢い鳥ですし、協会のものは特に優秀です。放っておけば走ってくれます」

「でも鞍への乗り方もわからないですし……」

「足を引っかけて座るだけです。……なにを怯おびえているのでしょうか。昨日の大胆さはどこへいったのですか？」

「いや未知の生物との遭そう遇ぐうはまだ怖くて……」

「これから野生動物や魔物がうようよいる平原に出発するわけですが？」

　ニンゲンとの取引をおこなうこととなった急造チーム十二名は、朝早くから都市の門近くに集合していた。

　指定された場所は、俺にも馴染みが深い──今はニンゲンの遺跡と呼ばれている──ニンゲンの旧コールドスリープ施設だった。

　そこは未開発地帯だったが東の主と呼ばれた黒竜がニンゲンによって倒されてからは、少しずつ人による進出が始まっていた。

　ルート開かい拓たくのおかげもあって、ロイジィを使えば六時間でたどり着ける見込みだ。指定の時間までには四時間の余裕を見ており、トラブルがあっても対処はできるだろう。

「せんせい！　わたしは準備万端だぞ！」

　サーシャは気合い十分で俺たちが乗る予定のロイジィを差した。

「わ、わ、速いのですぅ～～～～!?」

　目の前を別のロイジィが走り抜けていった。エミィの叫びも聞こえたが……。

　すぐに先ほどのロイジィが帰ってきた。

「よく調教されてるね、流石協会が飼ってるだけある」

「リンは乗り慣れているな」とサーシャ。

「まーねー。家で練習したことあるから」

「普通一般家庭にあるもんじゃないよな？」

「は、速いです……。なんだか目が……回り……ました」

　乗鳥初体験のエミィはわずかな距離でグロッキーになっていた。

「子供たちも乗りこなしているんですよ。ユージ先生もお願いしますね」

　そう言ってレイラも自分の準備に移ってしまう。

「あいたっ!?」

　後頭部をゴツンと小突かれた。

「うわっ!?」

　後ろを振り向くとロイジィの大きな頭があって俺は後ずさる。

「おっと、すまんな」

「ファガール先生、絶対わざとですよね!?」

「本来巻き込まれるべきではない子供たちや我ら教師が、ニンゲンとの取引に関わらなければならない程度のことで、八つ当たりをしていると？」

「絶対八つ当たり……いえ、なんでもないです。すみません」

　ファガールが不本意なのもわかるのだ。

「このような旅に子供を連れていかなければならないとはな……」

「わたしはわたしの意志で、ここにいるのだぞ！」

　怖いもの知らずのサーシャがファガールに主張する。

　一瞬怖い顔でサーシャを見下ろしたファガールだったが、なにも言わずにロイジィの手綱を引いて踵きびすを返した。

「足手まといにならず、ついてこられるんだろうな？」

　入れ替わるようにして近づいてきた人物が、くぐもった声で話しかけてくる。

　あの黒い鎧の警備兵だった。

　今になって知ったが、この警備兵は武官として協会で高い地位に就いているらしい。

　この大事で協会、ひいては保守派の代表を任されるほどの信頼もある。

「も、もちろんです」

「私に言わせれば貴様など麻袋にでも入れて運べばいいと思うのだがな」

「いや死にますって」

「だが私が持っていれば常に外敵から守ることができるわけだが」

「……サーシャ。麻袋に入るのはどう思う？」

「せんせい、本気にしてどうするのだ？」

　警備兵はサーシャを見下ろしながら言う。

「本来、都市外の未整備の道を通るのは推奨されない。特にＧランクでは」

「──Ａランクだからといって、この旅で活躍できるとは限らないがな」

　そこに割り込んできた声は落ち着いていて、しかし強い意志も感じさせるものだった。

　根元は白く先が黒くなっている翼つばさがはためく。

　改革派『夜明けの翼団』トップでありながら旅に同行する行動力を持つ、バロンだ。

「この先はランクで測れないものこそが重要になる、真の実力主義の荒野だぞ？」

「と、協会で働くＡランクの貴様に言われてもな、バロン」

　黒い警備兵は武官として、バロンは文官として役職を協会で持っている。いつの世でもそうであるらしく、武官と文官は反りが合わないらしい。

　さらにそれが実務のトップ同士となれば、色々と因いん縁ねんもあるのだろう。

「私がＡランクなのは、たまたまそうなっただけだ。たとえば後ろの二人はＡランクではない。しかし間違いなく優秀な者たちだ」

　バロンが連れてきた二人の同行者は、白いローブをまとった麒き人じん族と鳳ほう人じん族だった。

「確かＣランクだったか……。期待はしていない。邪魔をするなよ」

　黒い警備兵は言うが、Ｃランクも決して低いランクではない。ただ都市の命運を左右する舞台に送り込むには、従来の基準に沿えば物足りない。

「いかに今のランクが無意味なものか、この旅でわかるかもしれないな」

　バロンはさらりと言い返した。

　保守派と改革派が簡単に仲よく、とはいかないようだ。

　見ると、地ち霊れい族のローワンや水すい神しん族のアルマスらが見送りのために現れていた。

　出発時刻も場所も伏せられており、見送りにきているのも限られたメンバーだけだ。

「ユージ先生。娘を、どうぞよろしくお願いいたします」

　協会の大物などを除けば見送りにきているのはリーシーくらいのものだった。

「任せてください。きっと無事に連れて帰りますから」

「都市を守ることを優先すべきだと思いますが」

「いえ、そのとおりなんですが……」

「しかし親として、そう言って頂けるのはとても嬉うれしいです」

　リーシーの俺に対する態度には、今までとは異なるやさしさが含まれていた。

「それから、リン。最後に一つだけ」

　リーシーはリンを手招きして呼ぶと、なにやらひそひそと話しはじめた。しかも俺の方を見ながら。

「……わかりましたか？」

「うん、わかった」

　リンはこくんとうなずいたが、話の中身はまったく聞こえなかった。

「あの……なにを話されていたんでしょうか？」

「女の内緒話を聞こうとするなんて無ぶ粋すいでしょ」

「めっちゃこっちを見て話してたからじゃないですか！」

　リーシーはつっこむ俺を見て愉ゆ快かいそうにくすりと微笑んでいた。

「うん……まあ、気にしないでよ、センセー」

　リンも含みのある言い方をした。

「さて、準備は整っておるようじゃの」

　ローワンが話し始め、一旦全員が集まってくる。

「警備兵の長おさがいる。バロンの連れてきた魔道士も有能だと聞いておる。ファガール、レイラといった二人の教師も実戦に耐えうる実力を持った教師じゃ。道中に現れる魔物には十分対処できるじゃろう」

　警備兵やファガールたちは軽く頭を下げる。

「問題はニンゲンと実際に会ったあとじゃ」

　俺と、俺を襲った犯人を引き渡すという取引。

　反対側の天てん秤びんに乗せられているのは、この都市のすべてだ。

「基本的にはニンゲンの要求には応じる。犯人役も子供たち三人に託たくそう」

　ここまではすでに合意がされている話だ。

「それ以外の交渉が生じたら持ち帰る。要求に応じている限りニンゲンも無茶はせんはずじゃが……なにが起こるかはわからん。突発的な事態に対応する必要があるじゃろう。その際は警備兵をリーダーとして据え、現場の判断に任せる」

　空気がぴんと張り詰める。

「都市の未来をこのメンバーに託すのに等しい、危険な賭けだとも思っている」

　続いてアルマスが話しはじめる。

「しかし大勢のメンバーを連れニンゲンを刺激するのは悪手だろう。またこの人数で臨のぞむこと自体が、取引で話を解決したいという我々からのメッセージでもある」

　その言葉には強い意志が感じられた。

「どうだろう、ニンゲンよ。我々の意図は伝わると思うか？　それとも少人数できたことを幸いに攻撃をしかけてくる連中か？」

「きっと伝わります。……いえ、俺が伝えます。ニンゲンだって、争いを……戦争をしたいわけではないですから」

「それこそが我々が賭けてもよいと思った理由でもあるのじゃ」

　再びローワンが話を引き取る。

「ほとんどの者が今は知らぬじゃろうが、元をたどれば『戦争をすべきではない』という教えは、旧人類のニンゲンから受け継がれたものなのじゃ」

　それはニンゲンの、後悔か。

「そもそもがこちらの攻撃から始まった話じゃ。我々から戦う意図がないことを伝えれば、ニンゲンにも理解する資質は十分あるはずじゃ。そしてなにより、切り札は主ぬしがいることじゃな」

　ローワンの目はまっすぐ俺を見つめていた。

「……俺、ですか？」

　きょとんとする俺に対して、アルマスは少し不本意そうに口を開く。

「ニンゲンの貴様が共和国側に立ち、交渉をする利点は大きい。意思疎通に齟そ齬ごも起きにくいだろう。主のことを信じる共和国民を我々は信じる、というところかの」

　ローワンは顔のしわを深めて笑った。

　いよいよ出発の時がやってくる。

　ちょうど昇ってきた朝日が俺たちを照らしていた。

「せんせい、乗せてくれ」

「わかった」

　俺はサーシャを持ち上げてロイジィに乗せる。年少組二人は誰かと一緒に乗ることになるが、この手のことが苦手なエミィはリンに任せることにした。悲しいかな、経験も運動神経もあるリンの方が明らかに俺より乗り方がうまい。

「グエッ！」

　賢い鳥でちゃんと足を折りたたんで待ってくれた。

　俺も鐙あぶみに足をかけ、サーシャを後ろから抱きかかえる体勢でロイジィに乗った。

　手綱を握るとロイジィが立ち上がる。

　視線が高くなって一気に目の前が開けた。

　少し恐怖心はあるが大丈夫。想像の範囲内だ。

「よし！」

　俺は気合いを入れて足でロイジィに合図をする。と、気合いを入れすぎてバランスを崩し意図せず手綱を左に引っ張ってしまった。ぐるりとロイジィがその場で曲がる。

「わ……わわわわ!?」

「うぬおっ──痛っ!?」

　気づくと地面に落下していた。

「あ、危なかったのだ……。お、と、と？」

　なんとか落ちなかったサーシャだけを乗せてロイジィはすたすたと歩いていく。

「お、おい待ってくれ!?」

「……ユージ先生、最重要人物のくせにお留守番するつもりですか？」

　俺を見下ろすリーシーの表情は冷え冷えとしていた。

「な、慣れてないんですよ！」





　　　　　＊






　生き物の背中に乗るのは妙な心地がした。

　荒い息づかいがずっと聞こえていて、はじめは大丈夫なんだろうかと心配になった。

「……でも思ったよりすぐ慣れるもんだな」

　生身には出せないスピードで風を切るのも、少しすれば快感に変わった。

　ほぼ練習なしで乗れるのはそのとおりで、前を走るロイジィに後ろからついていくだけの俺は、手綱のコントロールもほぼ必要がない。

　生き物に乗って揺られ続けるなど絶対に股またずれすると思ったのだが、鞍には衝撃を和らげる魔法が付与されていた。おかげで痛みを感じることもない。こういうところは、まさしく魔法世界だった。

　走り始めて一時間ほどは平原をおだやかに走るだけですぎていった。

　野生動物を何頭か見かけたが、俺たちの集団を見ても逃げるか遠巻きに警戒しているだけだった。

「とても気持ちがいいな！」

　サーシャは緊張感もなくはしゃいでいた。

　でも気持ちはわかる。俺もちょっと楽しい。

「まるで空を飛んでるみたいです！」

「こうやって話せるのもいいよねー。頭と首のおかげで風もあんまり当たらないし」

　隣を走るエミィとリンも言った。

　ロイジィは地面を軽く蹴って低く滑かつ空くうしているかのように走るので、速いのにとても静かで揺れも少ない。

「みんなと旅行をしているみたいだな」

　俺も思わず和なごんでしまう。

「お、センセーいいこと言うじゃん」

「あ……あの、わたくし、非常食用にお菓子を持ってきていて」

「エミィの……手作りのお菓子か？　食べたいのだ！」

「おいおい、あんまりきゃっきゃっするなよ」

「ええ、きゃっきゃはやめて頂きたいですね」「まったくだな」

　振り返るとレイラとファガールが冷たい目をしていた。

「……しばらく真面目に走ろう」

　俺はこそこそと子供たちに言った。

　先頭は警備兵たち三人が走っている。その後ろにバロンたち三人がいて、俺とサーシャ、リンとエミィたちが続き、後ろをファガールたちが固める隊列だった。俺と子供たちを守るための布陣なのは言うまでもない。

　平地から、今度は山岳地帯へと差しかかる。道幅が狭くなっていた。

　足場が悪い坂道になってもロイジィはするすると進んでいく。

「この調子じゃ指定された時間よりだいぶ早く着くかもな」

　俺は前に座るサーシャに話しかける。

「約束に遅れないのはいいことだな」

　黒い腕時計型の通信機を使ったシドを通じての呼びかけは何度か試みていたが、反応は未だにない。

　ただ実際のところ、俺は他のニンゲンたちの意図を捉とらえあぐねていた。

　俺が襲われた事件を知り、動きをみせてくれたのは正直嬉しい。

　しかしそれはニンゲンにとって、都市を破壊するほどのことなのか？

　都市で暮らすことをやめたニンゲンたちが襲われたのなら、怒り、過激な反撃になるのもまだわかる。

　だが今回襲われたのは都市に一人残ることを選択した、ニンゲンの裏切り者の俺だ。

　こんなことをすれば共和国側も敏感に反応するしかなく、ニンゲンにとって望まぬ展開になるはずだ。

　俺一人のためにどうしてそこまでリスクを負うのか。それだけの価値が俺にあると思ってもらえている……というのは流石にありえないとして。

　もしかしたら裏の狙いがあるのかもしれない。だからこそ本当は都市を破壊する意志もないが、口にしている。これは、半分以上俺の願いだ。

　まさか信じたくないのだ。

　俺のよく知るニンゲンたちが、何千何万もの人々の命を奪うことに躊躇ためらいを持たないなどとは──。

　斜面の上り下りを何度か繰り返していく。

　だんだんと緑が減り、木がばらばらと生えるだけになっていた。同時に生き物の気配も少なくなっていく。

　地面も乾燥しているので、生き物が暮らすのに適した土地ではないのだろう。

　隆起した地面が壁のようにそびえ立っていた。

　その壁が太陽を隠して影を作る。

　少し肌寒く感じる影のエリアを抜けると、一転して視界が開けた。

　幅広で緩やかな下り斜面が目の前に広がっている。

　と、その時。

「魔物だっ！」

　黒い警備兵が唐突に叫んでいた。

　前が止まるのに合わせ、俺のロイジィも停止する。

　進行方向に真っ黒な塊かたまりが、五つ。

　まるで狼のような獣が俺たちの前に立ち塞がっている。

「あれが魔物……」

　魔物とはその名の通り、『魔力』を有している生物のことだ。野生動物との差異は、魔力の有無で判断される。魔法を使える者にはすぐ見分けがつくらしい。

　しかし魔法の素養のない俺にも、そいつらが魔物であることは感じ取れた。

　赤く濁にごった目。

　漂うまがまがしい雰囲気。

　普通の動物とは明らかに異なっている。

　敵意剝き出しの魔物たちは次の瞬間、俺たちに襲いかかってきた。

　五匹が同時に駆け出す。

　速い。一気に距離を詰められる。

　思わず俺はたじろぎ後ずさろうとしたがロイジィは動かなかった。俺の前に跨またがるサーシャも身を固くする。

　ファガールとレイラのロイジィが、俺とリンの近くにきてくれた。

　先頭を走る一頭の魔物が姿勢を低くし、飛び上がった。

　高さは平気でロイジィに乗る俺たちの頭に届くほどだ。

　狙われたのは黒い警備兵。まだ構えられてもいない。危ない。

　そう思った──一閃。

　魔物がべちゃりと地面に墜ちる。

　ロイジィに乗ったままの黒い警備兵の右手にはランスが。

　目にも留まらぬ速さで、切り伏せてしまっていた。

「我々だけで十分だ。邪魔をするなよ？」

　一瞬にして絶命させられた同族を見て、残りの四匹の動きが止まった。

　しかしすぐに走り出す。魔物たちに恐怖は、ないのか。

　左右に大きく展開して、正面の黒い警備兵を避けていく。

　だが、その動きを、銀色の警備兵二人は読み切っていた。

　魔物の走り込んだ先に、警備兵二人がロイジィを走らせる。そしてメイスとロングソードがそれぞれ炸裂する。

　あっという間に二匹の魔物が息絶えた。

　が。

　警備兵たちが想定外だと言わんばかりに振り返った。

　息絶えた魔物二匹は囮おとりだったのだ。

　仲間を犠ぎ牲せいに、残りの二匹が警備兵の防衛線を突破した。

　なにがそうまでさせるのか、俺にはわからない。

　だが魔物は、隊列中段となるバロンとその左右にいる魔道士に、迫る。

　バロンはなにもしなかった。

　代わりに動いたのは麒人族と鳳人族の二人だ。

　白い光の爆発。

　赤い光の爆炎。

　左右で二つの光が弾けて、焦げた臭いだけが周囲に残った。

「……終わった？」

「み、みたいだぞ、せんせい」

　まさしく圧勝劇だった。

「これは邪魔とは言わないな？　むしろ討ち漏らしの後始末をしたのだから、礼の一つも必要ではないか？」

「……貴様はなにもしていないだろうが」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのバロンに、黒い警備兵が歯は嚙がみする。

　時間にすれば一分に満たなかったかもしれない。

　だが俺の手綱を握る手は、じっとりと湿っていた。

　魔物は俺たちの命を、狙っていた。

　本物の弱肉強食の世界に俺は身を置いているのだ。

「──後ろだっ！」

　突然黒い警備兵が叫んで、俺は言われるまま振り返った。

「えっ!?」

　背後にも、先ほどの黒い獣のような魔物が二匹、いた。

　至近距離で見ると、よりまがまがしい。そして同時に、生々しい。

　鋭い牙が光る。

　開いた口からは、だらりとよだれが垂れていた。

「ガウァ！」

　二匹が迫る。マズい。前に出ている黒い警備兵と魔道士たちでは間に合わない──。

「ぬう！」「はっ！」

　俺のすぐ横の左右から、ゴウッ、と音が聞こえるほどの風が吹いた。

　後ろから襲ってきた魔物二匹が吹き飛ばされて坂の下へ消えていく。

「油断は禁物だな」

「ここからは襲われる回数も増えるでしょう。私たちが戦う回数も増えそうですね」

　風の発生源は、俺たちの側にいてくれたファガールとレイラだった。

「我らは子供たちとこのニンゲンを守ることを最優先に動くが、構わないか？」

　ファガールの問いかけに、黒い警備兵が答えた。

「わかった。もちろん我らが先頭に立って魔物を排除するつもりだが」

「できれば私たち魔道士の魔力は、後半まで温存できるようにお願いしたい」

　バロンは毒の混じった注文をつけた。

　戦力としては申し分ないが、チームワークが発揮されることはあるのだろうか……。

　それにしても、教師の二人が魔物相手に臆おくしもしないほど実戦慣れしているとは。

「風魔法……。……二人とも強くね？」

「これからは学校でも二人を怒らせないよう注意しよう、せんせい……」




　これまでよりも注意深く進んでいく。

　行程は順調に消化できていた。

　その後も二度魔物には出会ったが、警備兵と魔道士が競うように撃退してしまった。

「俺はニンゲンとの交渉に頭を切り替えておくか」

「元から戦力になる余地ないでしょ？」

　リンに指し摘てきされる。

「い、いざとなったら俺も戦う意志はあるんだぞ」

「せ、せんせは絶対に無理しちゃダメだと思うのです……」

「無理はしないよエミィ。俺だって自分の立場をわかってるし」

「魔力の低い者が魔物に攻撃されると危ないらしいぞ。だからわたしは大丈夫だな」

「いや大丈夫じゃないだろ」

　魔力の高いサーシャが妙な自信を持っていた。危ないので諫いさめておかないと。

　魔力が高く今や伝説の召喚魔法を使えるサーシャではあるが、結局過去に一度召喚して以来は成功していなかった。俺と子供たちの中で現実的に戦力になり得るのは、リンくらいだろう。

　前日の夜に出発しなかったのも、夜間活動的になる魔物との遭遇を避けるためだ。実は昼間にも出没する魔物はまだ弱い部類らしい。

　本当の夜の住人の魔物の中にはとんでもない化物も存在している。

「この先は歩いていくぞ」

　ロイジィから降りた黒い警備兵が言った。

　俺たちの目の前には洞どう窟くつの入り口があった。

　横幅はあるが高さがないので、ロイジィに乗ったままでは進めなかった。

「こ……この中に入っていくのですか……？」

　エミィがぶるりと震えていた。

　岩肌にぽっかりとあいた暗闇は、まるで冥めい界かいの奥にでもつながっていそうだ。

「ここを通れば大幅なショートカットになる」

「洞窟には危険な魔物は住み着いていないと調査済みだ。だから心配はいらないよ」

　黒い警備兵の言葉に付け足して、バロンが言った。

「いくぞ」

　ランプを取り出した警備兵三人が先をいく。

「それじゃあまだ暗いな」

　バロンが指示すると麒人族が杖を取り出して魔法を使う。

　杖の先に人の顔ほどの大きさの光が現れた。

　魔法で生み出された光はランプの数倍は明るく、かなり先まで照らすことができた。

「なかなか役に立つだろ？」

　バロンの言葉を無視して黒い警備兵は前を向いた。

「……いくぞ」

　麒人族と警備兵が先頭を歩き、洞窟へと入っていく。

　湿った空気の流れる洞窟は外より数度温度が低かった。

　湧き水が流れ、コケが生えている部分もあった。足下には注意が必要だろう。

　ロイジィも首を下げ窮きゆう屈くつそうにしながらついてくる。

「探検みたいで楽しいな」

　十二人と十羽がまとまって洞窟を進んでいく姿を見て、サーシャは言う。

「……サーシャはいつでもプラス思考だよな」

　ちょっと感心する。特別な用がなければ決して通りたいとは思えない道なのに。

「人生のすべての出会いは、奇跡のような一瞬だからな」

「子供離れした深いこと言ってんな」

　感受性が強すぎて、今後俺に教えられることがあるのか不安だ。

　バサッ。

「センセー！」

「え──」

　急にリンが叫んだかと思うと頭が押さえつけられる。

「な、なんだよ？」

「いや……大丈夫。これだった」

　リンがコウモリの羽をつかんで捕まえていた。

「よ、よく捕まえられたな」

　急に飛んできたようだが俺はまったく反応できなかった。

「あたしはそこそこ夜よ目めが利くしね。でもセンセーも、もっと注意してよ」

　ぽい、とコウモリを解放しながらリンは言う。

「もし毒を持った種類だったらどうすんの？」

「う……気をつけます」

「まったく目が離せないなぁ」

「マジで頼りにしてるよリン」

　子供に任せるのも情けないが。

「任せてよ。あたしも鍛えてるんだから」

「しかしサーシャもリンも二人とも大人すぎて困るよ……」

「こ、子供でごめんなさい……」

「いや、いいんだよエミィ、むしろそのままでいてくれ」

　エミィは俺の服の裾をつまんで後ろからちょこちょことついてきていた。

　洞窟の中は静かで、俺たちの足音だけが響いていた。

　コウモリやネズミに似た小さな哺ほ乳にゆう類るい、奇妙な虫といった生き物には出くわしたが、それ以上に大きな生物が出てくる気配はない。

　目も慣れてきたし、ただのトンネルだと思えば緊張が解けてきた。

「さて、そろそろどうすべきか決めた方がいいのではないか？」

　バロンが唐突に言った。

「どうすべきか、とは？」

　黒い警備兵が応じる。

「ニンゲンに会ったあとのことだ」

「決めるもなにも、ニンゲンを引き渡し、犯人として子供三人を引き渡すだけだ」

　洞窟の中に二人の話し声が反響する。

「しかし現場の判断も認める、とは、ローワンも言っていたと思うが？」

「その際は私たち警備兵が決定するから案ずるな」

　突っぱねた黒い警備兵に、バロンが疑問を呈する。

「どうしてそちらが決める？」

「……ローワン様がそう言われたのを聞いていなかったのか」

「保守派の意見がどうして議論もなく採用されるのか疑問に思っているのだよ」

「都市の決定権を持つ者が判断したことは、イコール都市の総意でもある。それを否定するのか？」

「イコール都市の総意？　今現在ランクが高いだけの権力者が勝手に決めたことだろう？　ところで……実はファガール先生もご不満をお持ちでは？」

　バロンは今度はファガールに水を向けた。

「どういう、ことだろうか？」

　ファガールは慎重に返す。

「ファガール先生はそのまま子供たちを引き渡すつもりなのだろうか？」

「……」

「はっきりさせておいた方がいいと思うが？」

「……むざむざ引き渡すわけにはいかないと考えている」

「貴様、取引を反ほ故ごにするというのかっ」

　黒い警備兵が激しく反応した。

「そうではない。……いざとなったら、我が子供たちの代わりになる用意がある」

「ファガール先生、それは……」

「教師として、そうすべきだというのが我の考えだ」

　決意の籠こもった強い口調に、反論しかけたレイラも口をつぐむ。

「そんな勝手が認められるかっ！」

　黒い警備兵は声を荒らげる。

「しかし犠牲になるとわかっていて子供たちを見捨てるわけには……いかないかと」

「貴様のエゴで共和国全体を危機に晒さらすと言うのか……？　共和国に仇あだなす者であるならば……私にも考えがあるぞ」

　黒い警備兵が鞘に収まったランスに手をかける。

「あの、ちょっと……」止めようとする俺の声はすぐに遮さえぎられる。

「こんな意見もあるのだ。やはりどうすべきか、共和国民の一部特権階級が決めたことに従うのではなく、私たち自身で考え決定すべきではないか？」

　バロンはファガールの意見にとても満足した様子だった。

「今さら議論などしてる場合か……！　共和国トップの決定に従う。これが実力主義の共和国でもっとも効率的なやり方だ！」

「己で考えることを放棄した者の言い分だな」

「ファガール先生が犯人になって、作戦は成功するのか？」

　さらに燃え上がりそうな黒い警備兵とバロンの議論の間に、サーシャが割り込んだ。

　さらにリンとエミィも続く。

「なんか勘かん違ちがいしてそうだけど……あたしたち犠牲になる気はないよ？」

「きっと話せばわかってくれると、信じているのです」

　子供たちが食いつき逸らしてくれた話題に俺は乗っかる。

「そうですよ、取引がうまくいけばいいんです！　ちゃんと話し合いをする余地はニンゲンだって残してるんです。まずは取引に集中しましょう！」

「……貴様にまとめられるのは癪しやくだがそのとおりだ。まず大切な目的がある」

　黒い警備兵が言う。

「いや、癪だってのは要らないんじゃ……」

「私も目的を違えるつもりはないのだがな。事前準備をするのに越したことはないので話したまでだ。ファガール先生の考えもわかったことだし、よしとするか」

　バロンも一旦引き下がった。

　確かにそれぞれ考えていることは異なっているかもしれない。

　でも俺たちが目指すべき場所は、同じなのだ。




　暗闇から太陽の下へと舞い戻る。

「湿っぽかったのだ～！　ま、まぶしい……」

　大きく伸びをしようとしたサーシャは、久しぶりの強い光の刺激に目を覆っていた。

　俺も太陽光にやられて視界が白くぼやけていた。

　ロイジィも嬉しそうにばさばさと翼を動かしている。

　ここからは再びロイジィに乗って移動ができる。

　洞窟を抜けた先に広がっていたのは、森だ。

　鬱うつ蒼そうとした森ではない。

　木々の間隔はまばらで太陽の光も差し込んでいる。

「やけに静かなのが気になるね……」

　リンはそうつぶやいていた。

　ロイジィに乗り、地図と方位磁石、加えて警備兵の使う探索魔法を頼りに進んでいく。

　おどろおどろしさを覚える森ではない。

　しかしいくらか走っていると、その奇妙さに気づき始める。

　ずっと同じ木ばかりが生えていて、またその木の形がほとんど一緒に見えるのだ。

　よくよく見れば差異はあるのかもしれない。だがぱっと見ではとても見分けがつかない。まさしく迷いの森だ。

　しかし訓練を積んだ警備兵にとっては、大きな障害とまではならなかったようだ。

「あ、泉ですね！」

　隣のロイジィに乗るエミィが弾んだ声を上げる。

　当初から休憩地点に予定されていた泉にたどり着いた。

　警備兵が水質をチェックした上で、まずはロイジィに水を飲ませる。

　しばらく様子を確認してから、警備兵は人にも許可を出す。

「問題ないだろう」

「やっと休憩なのだ……」

　サーシャもここまでくると、流石に消耗していた。

「少しなにか食べてもいいでしょう。ロイジィに乗るだけとはいえ、体力は消耗します」

　レイラが励はげますように言った。

　ロイジィの背中には水や非常用の食料も載せている。

「あとどれくらいなんでしたっけ？」

　俺はレイラに聞いたつもりだったのだが、黒い警備兵がこちらを振り返って答えた。

「魔の砂漠地帯を迂回する分遠回りになるが、それでも一時間半か二時間程度だろう」

「じゃあ約束の三時間前には到着できそうですね」

「休みなくきたからな。ここで長めに休憩してもいいだろう。取引の場にはなにが待ち構えているかわからん」

「ニンゲンには戦いをしかける意志はないと思いますけど……」

　黒い警備兵に対して、俺は言い添えておいた。

　休憩時間の延長にはバロン含め誰からも異論は出なかった。

　皆泉の周りに散開する。

「はぁ～、気持ちいいです～」

　エミィが気持ちよさそうに手を泉の水につけている。

　疲労して口数が減ったエミィだが、水を見てから明らかに元気になった。

「無理せずにしんどくなったら言うんだぞ」

「はい。でも本番はこのあとなのです……！　せんせと一緒に、都市を守るのです！」

　曇りのない瞳は正しいゴール一点を見つめているようだった。

　賛否はあるだろうが、俺は子供たちを連れてきて正解だと思っている。

　余計なことを気にしなければならない大人にはないものを、子供たちは持っている。きっとそれが取引の場でもいい方向に左右するはずだ。

　どさっ、となにかそれなりの重さのあるものが地面に落ちた音がした。

　振り返ると少し離れた場所にいる一羽のロイジィが、泉の側で倒れていた。

　どさっ、どさっ、どさっ。

　続けてもう一羽。さらに一羽。一羽。

　次々にロイジィが倒れていく。

　さながら昏こん睡すいするかのように。

「水辺から離れろ！」

　黒い警備兵が叫んだ。

「いくぞ！」「わわっ!?」

　俺も慌ててエミィを持ち上げて水辺から離れた。

　最後に一羽だけ残ったロイジィも、ふらふらと数歩移動し、その場に倒れ込む。

「警戒しろっ！」

　黒い警備兵が言う前からバロンやファガールらは身構えていた。

　俺もとにかく姿勢を低くし、エミィをしゃがませる。

　他の皆は無事か。サーシャはどこだ。リンは一人でも大丈夫か。

　森の木々が風に揺れ、ざわざわと不気味にざわめいている。

　泉が原因か？　しかし警備兵が入念にチェックしていた。もっと別の、なにか？

　敵の姿は見えない。

　倒れたロイジィに、姿勢を低くしたレイラが近づいていた。

　胴どう体たいや首を触って様子を確かめている。

「これは……眠っている？　昏睡魔法……？」

　魔法。

　ならば魔法を放った存在がどこか近くにいるはずだった。

　視界の端にキラリと、光るものが。

　ぞわりと、腹部がざわついた。

　この感覚を、俺は知っている。

　二度とは味わいたくないものを、体が覚えている。

　誰かが俺を狙って──。

　数メートル先で爆発が起こった。

「うおっ!?」

　俺はその場にひっくり返る。

「エミィ頭を隠して！」

「は、はい！」

　俺はエミィに覆い被さってしゃがみ、両腕で頭を隠しながら周囲を確認する。

「そこだっ！」

　黒い警備兵が指差し叫ぶと、銀色の警備兵が走った。鳳人族の魔道士も続く。

「向こうにもいるぞ！」

　ファガールは別方向へと走り出す。警備兵一人がそのあとを追う。

　少し離れた前方に黒い警備兵と麒人族の魔道士が見えた。レイラはまた別方向の、倒れたロイジィの側にいる。あとのサーシャ、リン、バロンは……どこだ？

　敵は複数いるらしい。

　休憩中で散開していたため仲間全員の場所を把握しきれない。

　魔法も剣も使えず戦えない俺にできることは、自分と子供たちの安全を確保すること。それに専念する。

　すとん、と俺の目の前に降り立つ影があった。

　近接を許して、しまった──マズい。やられる。

「はぁ～い、お久しぶりじゃなぁい？」

　だけど影は俺を襲うことなく手を振った。

　ぴょこんと生えた獣耳と尻尾がなんだか懐かしい。

　妖よう狐こ族固有の身体強化術を使い半獣人化したリンだ。












　この姿のリンは普段の何倍もの力を発揮できる。気分屋な性格になってしまうことが玉に瑕きずだが。

「リ……ン……か」

　俺は止めていた息を吐き出す。味方でよかった。

「──え？」

　俺はリンの肩にひょいと担かつがれる。リンは、反対の肩にはエミィを担いでいた。

「じゃあ受け身だけはとってね？」

「うおおお!?」「わわわわ!?」

　急に地面が遠くなる。リンの肩に担がれただけという不安定な状態で、宙に舞っている。

　そして自由落下する。

　お腹に妙な浮遊感がやってくる。

「うわああああ──と!?」「ひぃいいい──へ!?」

　リンが着地した瞬間、俺の体はエミィ共々横方向に飛んだ──投げられた。

　ちょうど目の前にあったエミィの体をキャッチ。

　そのまま地面をゴロゴロと転がる。

　どしん、となにかに当たって体が止まる。巨大な木の根元だった。

「ひ……人をなんだと思ってるんだ!?　ケガはないかエミィ!?」

「だ、大丈夫です……！　びっくりしましたが……」

「黙ってそこにいてねぇ」

　俺の抗議をリンは一いつ蹴しゆうする。

　言われてみれば木の根元はくぼんで囲われていて、自然のシェルターみたいだ。

「わたしたちはここにいた方が安全だと思うぞ」

「ってサーシャもいたのかっ!?」

　サーシャも木の根元にぴたりと背中をつけてしゃがんでいた。

「リンがここにおいてくれたのだ」

「でも……狙われてるっぽいかもねぇ。すごい見られてるし」

　俺たちの前に立ったリンがそうつぶやいた。

「見られてるって、いったいなにに……」

「それはねぇ──」

「リンっ。木の後ろへ！」

　レイラの緊迫した声が聞こえた瞬間、リンがぴょんと跳ねて後ろに退く。

「はぁ！」

　俺たちを隠すように立ち塞がったレイラが風魔法を放つ。

　爆発的な風圧が巻き起こって木が幹から揺れた。

　後ろにいる俺たちですら、台風の暴風圏にいきなり突っ込まれたようだ。

　砂や枯れ葉が舞って顔に容よう赦しやなく当たる。

　手で防ぎながら目の前を注視すると、レイラの前方数メートルのところに、なにかが突き刺さっていた。あれは……。

「……矢？」

「──あの岩を狙えっ！」

　いつの間にか俺たちの近くまできていた黒い警備兵が指示を飛ばす。するとすぐさま麒人族が魔法を放った。

　轟ごう音おんとともに岩が爆発して弾け飛んだ。

　同時に岩の裏から人影が飛び出してくる。慌てて逃げだそうとしていた。

　矢の飛んできた方向から位置を割り出したのか。

「そっちは任せたぞ」

　黒い警備兵が麒人族に向けて言った──かと思うと空を見上げる。

　上から人が降ってくる。襲撃。

　だが黒い警備兵は難なく躱かわし、その場で襲撃者を取り押さえた。まさに一蹴。

「言葉は通じるのだろう？　諦めろ」

　黒い警備兵が腕を絞り上げる。めきめきと骨が軋きしむ音が聞こえてきそうだ。

「わ、わかった！　参った！」




　態勢を立て直した一行が襲撃者を制圧するのには、十分ほどしかかからなかった。

　襲撃者が何者であるかは、森人族のレイラがすぐに見抜いた。

「あなたたちは……半森人ハーフエルフ族ですね」

　その言葉には少しだけ、蔑むニュアンスが感じられた。

　半森人族は森人族に近いが、魔力が著しく低い種族だった。

　昔は都市に住んでいたが、共和国で高いランクとして認められる技能もなかったため都市を追われ、今はここに住み着いているようだ。

　都市や近くの村の者と交流はあるが、自給自足に近い生活を送っている。という、ここまでの話はレイラが聞き出していた。

「それがどうして私たちを襲うのだ？　盗賊まがいのことをやっているのか？」

　黒い警備兵が問い詰める。

　捕らえた半森人族計九人は全員木に縛りつけられた。

　こうして見ると皆小さく痩せ細っており、また着用している服もかなりくたびれている。とてもじゃないが危険な存在には見えなかった。

　人だとわかり手心を加えたので、多少のケガ人はいても命まで奪ってはいない。

「と、盗賊なんてそんな滅めつ相そうもない！」

　半森人族の男がすぐに否定する。

「ではなんだ？」

「それは……」

「話さなければ全員をこの場で処刑しても構わないが？」

　全身黒の鎧に覆われた警備兵の脅しは効果的で、半森人族は顔を青くして全部吐いた。

「……依頼されたんです」

「依頼？」

　依頼者は昨日突然現れたらしい。

　全身をマントで覆い姿を隠した怪しい男だったそうだ。

「今日ここを通る一行がいるはずで、そいつらはこの森を破壊する悪い奴らだと。そいつらを退治してほしいと……」

　あまりに怪しい話で、当初は半森人族も依頼を断ろうとした。

　しかし依頼者は報ほう酬しゆうとして法外な金貨をちらつかせ、さらに半分は前払いすると無理矢理押しつけたため、ついには断り切れずに応じてしまった。

「それで、私たちを襲ったと？　正体を明かさない男の方にこそ悪意があるとは思わなかったのですか？」

　同系の森人族として思うところもあるのか、レイラは手厳しい。

「もちろん思いましたけど……」

「だからこそあなたたちは『森人族のできそこない』と言われるのです」

　普段のレイラには似つかわしくない差別的な言葉だった。怒り心頭に発しているのもあるだろうが……。

「もし私たちに万一のことがあったら、どうなっていたと思うのです？」

「ええと……」

「レイラ先生。たぶん今都市で起こっていることも知らないんじゃ……」

　俺も思わず口を挟む。

「当然でしょう。知っていてのこの所業なら、私が許しません」

　詳細な事情は隠しつつ、俺たちの交渉が失敗すると都市が破壊される話をすると、半森人族は驚き平へい身しん低てい頭とうして詫びていた。

「いったい依頼をしたのは何者だ……？　この状況で我々を狙うのは……都市の破壊を望んでいるとしか思えん」

　ファガールが険けわしい表情でつぶやく。

　ずん、と黒い警備兵がランスを地面に突き刺した。

「そして我々の行程を知っている者……裏切り者が都市の内部にいるということだ。そこにいるニンゲンが真の裏切り者で他のニンゲンと通じているならば、それでも説明はつくが」

　黒い警備兵にじろりと睨まれて俺は身をすくめる。

「お、俺がそんなことするわけないじゃないですか。本気で潰したかったら回りくどい手も使わないでさっさと他のニンゲンたちに合流するだけですから」

「それもそうだな」

　悪意を持つ何者かに情報が漏れているのは憂ゆう慮りよすべき事態だった。

「あと気になるのがさー」

　と、ここで大人たちの会話にリンが割り込んでくる。

「センセー……つまり、この人のこと狙ってなかった？」

　リンは俺を指差しながら、半森人族に尋ねた。

「ああ……そうだが」

「なんで？」

「……『一人魔力のない弱い奴がいるから狙え』と依頼者に言われていました」

　弱い奴から狙え。それは理論として間違ったものではない。だが……。

「あくまで狙いは……ユージ先生だったのでしょうか？」

　レイラは深刻そうな表情で述べた。

「ニンゲン……ユージを亡き者にしたい何者かがいる、か。この期に及んで」

「ファガール先生、俺は恨みを買うようなことは……」

「センセー、無意識でも人に迷惑かけてることあるからね？」

「なにをしたのだ？　一緒に謝ってあげようか？」

「わたくしのお菓子で許されることでしょうか？」

「……三人とも忠告とフォローをありがとう」

　命を狙われ続けている、その現状を認識しようとしても理解が追いつかない。

　俺の知る常識とはかけ離れすぎている。

　犯人もまたその動機も、今手持ちの情報だけでは判断がつかない。

「……事件のすべてを明らかにするのはあとだ」

　黒い警備兵は一歩二歩と半森人族に近づいていく。

「まずこの者たちの処分をどうするか、だ」

　黒い警備兵は地面に刺さっていたランスを引き抜く。

「事情を知らなかったのだ。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあるだろう」

　すかさずバロンが言うと、黒い警備兵がそちらに向き直った。

「甘い。そもそも金で人を襲う時点で許されることではない」

「その事情も今聞いただろう。無理に依頼をした者がいた。先に金貨を受けとってしまった、と。都市を追われた者たちが収入を得る機会は貴重だ。逃したくない心理もわかるだろう」

「妙に肩を持つな……」

「見直すべきは今の共和国のあり方だ。こんな場所でこんな生活を強いられるのは、おかしい」

「そういえば貴様……半森人族が襲ってきた時どこにいた？」

「少し離れた位置にいたから戦闘に参加できていない。しかし、元より私が戦闘向きでないのはわかっているだろう？」

「それもこれもロイジィを起こしてもらってからにしましょう、まず」

　嫌な緊迫感を変えようと、俺は勇気を出して二人の間に割り込む。

「……まあ、そうだな」

　黒い警備兵も渋々うなずいた。

「ロイジィに昏睡魔法をかけたのは、誰ですか？　魔法を解除しなさい」

　レイラは話を先に進めようとして言う。

　半森人族の誰からも声は上がらない。

「……へえ、まだ抵抗の意志があると……？」

「レ、レイラ先生落ち着いて」

　レイラから、学校では決して見せない不穏な気配が漂う。

「こ、昏睡魔法なんて私たち使えないんです！」

　半森人族の女性が叫んだ。

「だったらこれはなんだ？」

　黒い警備兵は鼻で笑ってロイジィたちを指差す。ロイジィはぐったりと地面に横たわって眠り続けていた。

「それは……わかりません。急にロイジィたちが倒れ始めて。これは、チャンスなんじゃないかと思って」

「しらばっくれるなっっっ！」

「噓はついて……ません」

「貴様ら──」

　さらに息を大きく吸い込んだ黒い警備兵に、レイラが意見した。

「いえ……噓ではないのかもしれません。つまり、第三者が介入していた」

　話すレイラの顔が、強張り、青ざめていく。

　同時に俺たちも、その可能性を理解していく。

「第三者……襲撃を依頼した者……」

　黒い警備兵はランスを握り直し、ゆっくりと首を動かした。

　ぴりぴりとした緊張感が辺りを支配する。

　俺も周囲を見渡す。

　静かな、争いとは無縁に見える森が広がっている。

　しかしその静けさが、今は不気味だ。

「怪しい気配は、ないな。すでに逃げたあとかもしれんが」

　黒い警備兵はランスを鞘にしまった。構えていた他の者も緊張を解く。

「ならば問題は、ロイジィなしでここからどう移動するか。指定の時間にどう間に合わせるか」

　ファガールが口にした。

　だがそれは──。

「……不可能じゃありませんか？」

　麒人族の魔道士が言った。

　しばらく時が止まったかのように、沈黙が流れた。

　そのわかりきった言葉の意味を理解するのに、なぜか時間がかかった。

「そんなはずあるかっ！　ロイジィにかかった魔法を解けばいいだけだ！」

　黒い警備兵が叫ぶ。

「……かけた魔法は、その本人か特殊な解除術の持ち主にしか解けない。その技能を持っている者はここには……」

　答えたバロンにも焦りの色が見てとれる。

「ロイジィ……でなくても馬や他の移動に適した生物を飼っていないのか？」

　黒い警備兵が半森人族に聞いたが、首を横に振るだけだった。

「私たち自身は飼っていません……。必要なら、ここから数時間歩いた村の──」

「それじゃ間に合わんっ！」

「……ロイジィを叩き起こせばいいんじゃないですか？」

　できるかわからないが言ってみる。

「無理矢理意識を覚かく醒せいさせることはできると思いますが……、とても長距離を走れる状態にはならないでしょう。ですが……試してみます」

　レイラはロイジィの側に走った。

「やるしかないな」

　ファガールも続く。

「私たちも手伝おう」

　バロンと、魔道士二人もロイジィのもとへ走る。

「……だ、大丈夫なんですかね？」

　俺がつぶやくと、黒い警備兵が言う。

「ロイジィすべてが潰される状況は……想定外だ。何羽か傷む可能性はあった。だから数を用意していた……。……こんな場所でなければ、近くの集落で別のロイジィや馬を手に入れることもできた。しかしここは位置が悪い。先に進むにも、戻るにも……」

「なんか、まるで……」

　俺の中で、嫌な妄想だけが膨らむ。

「──ここで足止めすれば、あたしたちを一番困らせられるって絶妙な場所だね」

　リンの言うとおりなのだ。

　絶望的なまでに、的確なタイミングなのだ。

「……ニンゲン、もう一度聞くが貴様が仕組んではいないな？」

　黒い警備兵が睨みつけてくる。

「だから回りくどすぎますって！　……あ、あとニンゲンにメッセージを送ることはできるので、事情を伝えてみます」

　俺は慌てて準備にとりかかる。

「とにかく……対応策を考える」

　警備兵たちは黒い警備兵を中心に、地図を広げ話し合いはじめた。

「あたしたちもやろう」

　リンが言って、子供たちもロイジィのもとへ走った。

「ロイジィさんたち、元気になってもらえるでしょうか……？」

「きっとなんとかできるのだ！」

　俺もＡＩシドを起動させ必死に呼びかけた。

　取引の場に向かっていたが途中トラブルに巻き込まれた。だから時間に遅れる可能性があるが待っていてほしい、と。

『なにを言われようが僕たちの要求は変わらない。これは、ニンゲンを守るためだ』

　シドからは無情に伝言がリピートされるだけだが、向こうが聞いている可能性は高い。

　アルバートたちがニンゲンを守るつもりなら、こちらの動向はできるだけ押さえたいはずだ。

「ロイジィが起きたのだ！」

　サーシャの弾んだ声が聞こえたが、すぐさまレイラが険しい声で返す。

「いえ……足がダメですね……。力がまったく入っていません」

　また別の場所ではファガールと他の魔道士たちが話している。

「覚醒させる類たぐいの魔法は使えるか？」

「その手のものは、なにも……」

「体力回復の魔法はどうだ？　試してみよう」

「むしろ術をかけた者を捜すべきではないか？」

「確かに近くにいる可能性が高いかもしれない」

「術者さえ捕まえられれば……」

　皆必死だった。

　そこには使命感と、もしかしたら目の前のことに没頭して最悪の想像から逃れたい想いもあったかもしれない。

　力を尽くせば、必ずよい結果になるはずだと、信じたかった。

　しかしそんな都合のいいことは起こらない。

　誰もが正解だと言える解決策など、見つからなかった。

「……魔の砂漠地帯を歩いて抜けるしかない」

　全員が再度集合する中、黒い警備兵がゆらりと口を開いた。

「魔の砂漠地帯十五キロを通れば、徒歩で移動しても間に合う」

『魔の』と呼ばれる所以ゆえんは、魔力の乱れが発生した土地で、昼間でも魔物の出現が多いためだ。当初は迂回ルートを使う予定だった。

「なんの捻ひねりも工夫もない案だ。突っ切れば間に合う可能性があるのだから。ただ……なぜ本来は迂回する予定だったか……わかっているな？」

　そう言うバロンには珍しく余裕がなかった。

「……わかっている」

「死ぬぞ、間違いなく」

「しかしここを抜けなければ都市の人々が死ぬ」

　黒い警備兵とバロンが、正面から睨み合っていた。

「私たちが命を賭けるしかないでしょう」

　レイラは言う。

「しかし我々が全滅……特にニンゲンが死んでしまっては元も子もない」

　逆にファガールはそう述べる。

「むしろ時間に間に合わずとも、生きてたどり着くことを優先する方が、結果都市を守れるかもしれない」

　ファガールの話すことは、まったくもって一理あるのだ。

「……魔の砂漠地帯を抜ければ間に合うと言っても、途中での魔物との遭遇や戦闘時間は考こう慮りよされていませんよね？　それを考えると、そもそも危険を冒おかす意味が……」

　鳳人族の魔道士が言った。

「なんだその軟なん弱じやくな考えは？　我々の力をもってすれば魔物など恐るるに足らん！」

「もし間に合わずに都市が破壊されたなら責任をとれるのか！」

　銀色の警備兵二人は威勢よく叫んだ。

「時間がない。だからここはローワン様の言葉にあったとおり私が決める。進むぞ。いいな、ニンゲン」

「え……俺？」

「貴様が嫌だと言っても引きずっていくがな」

　そう言って黒い警備兵は歩き出してしまった。

　銀色の警備兵も続いていく。

「全員無事では済まないぞ!?　もしニンゲンが死んだらどうするのだ!?」

　バロンが大声を出す。

「私たちが命に替えても守ります。……都市のためですから」

　レイラも言って警備兵の後を追い始めた。

　迷っている暇がないことだけは、事実だ。

「いくぞ。……絶対にみんなを守るからな」

「センセーは一番死なれたら困るんだから、大人しく守られててね」

「……はい。そうっすね」

　リンの言うとおりなのだが、自分が教師だと思うと若干釈しやく然ぜんとしない。

「いくと言うのならばしかたがない」

　魔の砂漠地帯を進むのに消極的だったファガールもついてくる。

　残るはバロン率いる魔道士たちだったが……。

「だからこの傲ごう慢まんな共和国のあり方は変えるべきだと言っているのだ。ランクの高い者が決定をし、結果誰かを犠牲にする……」

　バロンは溜ため息いきを吐きながらも、魔道士二人を率いて進みはじめる。

「そんな世界を変えるために私は立ち上がった……。……諦めてはいないぞ」





　　　　　＊






　砂漠と言うからには一面の砂と照りつける太陽を想像したが、実際に待っていたのは寒々しい荒こう涼りようとした大地だった。

　岩肌が目立ち、昼間なのになぜか薄暗い印象がある。背の低い草木が見られたが、どれも奇妙な曲がりくねった生え方をし、くすんだ色をしていた。

　魔の砂漠地帯に入った瞬間に、なにかが起こるわけではない。

　すぐに魔物に遭遇し襲われることもない。

「うようよいるわけではありません。ただ砂漠の奥に進むほど、魔力の乱れがひどいですから、凶悪な魔物も増えます」

　歩いている途中にレイラが説明してくれた。

「土地に魔力の乱れがあると、なんで凶悪になるんですかね？」

「……そういえば魔力をまったく使えないんでしたね。たとえるなら空気にも綺麗な空気、淀よどんで汚れてしまった空気がありますよね？　世界に存在する魔力も同じように淀み、本来持つバランスが崩れることがあります。そんな魔力にずっと触れていると、どうなるか」

「イメージですけど……体に悪そうですね」

「はい、体に溜まって毒のように本人の心と体を蝕むしばみます。それが進行すると、悪い魔力に自我を支配されてしまうケースもあります。そうなると、もうおしまいですね。凶悪な暴力を振るうだけの存在に成り下がるのです」

「魔力って……恐ろしい存在だったのか……」

　ただの便利な道具だと思っていたのだが。

「フン、魔法による攻撃で死にかけておいて今さら知ったのか」

　ファガールに言われてしまう。

「……もしかして魔の砂漠にいると、俺たちもやばかったりします？」

「よほど長い時間いなければ大丈夫だろう。元々魔法を使えない貴様の場合だと、暴走しようにも元となる魔力がない」

「……私は大丈夫だろうか？　うまく魔法を操れていないから……」

　俺とファガールの話を聞いていたサーシャが不安げな声を出した。

「サーシャの体内にある魔力は、純度が高く綺麗な部類に入る。だから余計な心配は要らないだろう」

「じゃあわたくしは……？」

「エミィも大丈夫だ。安心しろ」

　ファガールの発言を聞いて、サーシャとエミィの二人はほっと息をついている。

　本来二人のような子供が立ち入る場所ではないし、歩ける距離でもない。

　二人は荷物をまとめたソリに一緒に乗り込んでいた。今は警備兵の二人がソリにくくりつけられたロープを引っ張ってくれている。

　ソリは半森人族から借りたものだ。口車に乗せられたことをいたく反省していたので、信用してロイジィも預けてきた。

「魔の地帯に入ったって言うと、一族の中でも箔はくが付くんだよね。いい機会かも」

　リンがたくましい発言をしているので、「無茶するなよ」と声をかけておく。

「まあ、無茶かどうかとか考える余裕なさそうだけど」

　ちなみにリンはソリには乗らずに歩いている。

「ねえ、それよりもセンセーこそ狙われてる自覚あるの？」

「あ、ああ」

「その割には危機感、足りなくない？　さっきだって半森人族に命を狙われたのに、全然怒る様子もないし」

「そんな余裕が、ないのかもな。今も進んでいくだけで精一杯だから」

　命を狙われるような人生ではなかったから、どう反応していいかわからないのだ。

「……ならいいけど」

　話しながらも、俺たちは足を動かし続けていた。

　先頭をいく警備兵が魔法で方向を確認しつつ進んでいる。

　目的地に向けて急ぎつつ、しかし先はまだ長いから、ペース配分も考えつつだ。

　約束の時間は今から三時間後。

　ルートの想定踏破時間も三時間だ──ただし魔物との戦闘時間は考慮せずだ。

　だからもし魔物が出てきたならば──。

「いたぞっ！」

　銀色の警備兵が叫んだ。と、次の瞬間地面の中から、巨大な蛇のような生き物が飛び出してきた。

　土砂が舞う。

　その中に浮かぶ青白い体は二メートルはあるか。いやもっとか。でかい。

「はぁ！」「ふんっ……ぬっ!?」

　もう一人の銀色の警備兵が青白い蛇を真二つにした。

　同時に蛇からは少し離れた位置で爆発が起こった。麒人族の魔法だった。

「……魔法の射線上に出られては困るのだが。とっさに外したからいいものの」

　麒人族が苦言を呈するが、警備兵も不満げだ。

「我ら警備兵が見つけ、連携しようとしていたのだぞ？」

「まだ動いているぞ！　……ふんっ！」

　風が巻き起こって、上半分だけで動いていた青白い蛇は吹き飛ばされた。

　風魔法を放ったのはファガールだった。

「出しゃばっただろうか？」

「いや、問題ない」

　黒い警備兵が答える。

「魔物は最短時間で排除する。それができるなら、なんだって構わん」




　その後も魔物には出くわしたが、警備兵たち曰くまだ「小物」しか見ていないらしい。

　……体重数百キロはあるだろう、凶悪そうな四本角を持つ牛にも出会ったのだが。

　すでに一時間以上は歩き続けていた。

　地面はだんだんと赤黒くなり、さらに乾燥してきていた。

　単なる地質の問題なのか、それとも魔力の乱れが関係しているのか。

　草木も減り、とても普通の生物が住める環境には思えない。

　ぐるりと三百六十度見回しても砂の大地しか映らないのが、なんだかおかしかった。

「どうして笑っているのだ、せんせい？」

　サーシャに見られていた。

「いや、随ずい分ぶん遠いところまできたなと思って」

「都市からすごく離れた場所だな」

「そういう意味もあるけど……」

　体感的には数年前までは、俺は旧人類の文明世界で生きていたのだ。

　なのに目覚めたら人類は滅んでいて、コールドスリープされた俺は七百年の時を経て、まるで異世界のような現在に蘇よみがえってしまった。

　それだけでも一生分驚いたはずなのに、命を狙われ、都市の命運すべてを背負った旅に出て、魔物と戦っているなんて、いったい俺はどれだけ常識外れの世界へといってしまうのだろうか。

「……でもなんにせよ、最後はメイコたちとの話し合いになるはずなんだよ」

「せんせいの、友だちか？」

「ああ、そうだな」

　ここまでのことをやって、でもたどり着くのは、俺のよく知るニンゲンたちがいる場所なのだ。

「……ユージ先生が未だに共和国のために動いてくれる理由がわからないな」

　不意に、隣にやってきたバロンに話しかけられた。

「いや……当たり前じゃないですか、たくさんの人の命がかかっているし」

「協会の支配体制が破壊されるいい機会にもなるが？」

「……本気で言ってるんですか？」

「本気なら、今ここで歩いてはいないだろうな」

　バロンは自嘲するように笑った。

「……少し自分でも不思議な状況だと思ってな。そうすると、そこには私よりも不思議な立場の者がいたわけだ。私たちにとって今最大の敵となっているニンゲンでありながら、なぜか私たちの側についているニンゲンがな」

「俺のことを疑ってるんですか？」

「疑っているわけではない。ただニンゲンだけでも生きられるようになったのに、なぜ共和国に肩入れし続けるのかと思ってな」

「それは……生きてりゃ守りたいものも出てくるでしょ」

「あんな犯人でっち上げをするような協会が中心の場所でもか？」

　冗談に織り交ぜて、さらりとバロンは重大なことを口にしていた。

「……やっぱりそうだったんですか」

「本人の了承もあったがな」

「どうして、止めなかったんですか」

　改革派のバロンこそ、そのような協会保守派の動きを止めようとするだろうし、また攻撃材料にもしそうなものを。

「現実はなかなか、難しいこともある」

　バロンは含みのある言い方をして、遠くを見つめる。

　終わりのない砂漠が目の前には広がっている。

　やわらかい砂地になると一気に歩きにくくなった。一歩一歩足を前に進めるだけでも一苦労だ。

　バロンはさほど苦ともしていない様子で、俺に話しかけてくる。

「先ほど出会った半森人族が、都市から追い出された……つまり今の制度化でよいランクを得られなかった一族の末路だ」

「都市を……追い出されたんですよね」

　こっちは息が切れそうになるが、延々と無言で歩くよりも気が紛まぎれて楽だった。

「貧しい暮らしをしていただろう？」

　ボロボロの服。十分な移動手段すらも、彼らにはなかった。

「その貧しい暮らしが、本来悪意のない者をあのような行為に走らせる。現状を変えるため、ぜひユージ先生にはこれからも改革派に協力してもらいたいものだ──」

「くだらない話をしているようだな、都市に仇なす敵が」

　いつの間にか黒い警備兵が俺たちの側にやってきていた。

「盗み聞きとは、趣味が悪いな」

「盗むもなにも聞こえてきただけだ。……貴様ら、この状況でなんの話をしている」

「雑談だ。ユージ先生が辛そうにしていたので、気を紛らわせようと思ってな」

　バロンはさらりと言う。

「……まさかそんな配はい慮りよがあるなんて思いませんでしたよ」

「たとえどんな状況でも妙なマネをしたら斬り伏せるぞ？」

「余計な心配は無用だ。今私たちが立ち向かうべき敵は別にいる。ニンゲン……だろう？」

　ニンゲンは敵だ──その響きが重く胸にのしかかる。

　切り替えよう。今は進むしかないのだ。




　もう二時間以上歩き続けている。

　足は棒のようになってきた。

　途中、ファガールや他の魔法使いたちが使える体力回復の魔法をかけてもらったが、得意とする魔法ではないので気休め程度にしかならなかった。なによりも今は、

「……暑くない？」

「……俺も思ってた」

　リンが言うように、とにかく暑い。

　だらだらと汗が流れて、顎あごを伝って落ちていく。

　はじめは拭ぬぐっていたが途中から諦めて流れるままにしている。

　日照りと熱された地面の両面から焼かれている気分だ。

　先ほどまでは砂漠とはいえ暑くはなかったのに。

「ちょっと歩いただけで気候が変わりすぎだろ……。……って大丈夫か、エミィ」

「暑いのは……苦手です……」

　エミィはソリの上で今にも溶けそうにぐったりとしていた。

「頑張るのだ、エミィ」

　サーシャはタオルでぱたぱたと扇あおいであげていた。

　今は警備兵の負担を軽くするため、サーシャは自分の足で歩いている。

「あんな鎧を着ていたら暑いに違いないのだ」と自ら申し出ていた。

　鎧を着たままの警備兵は移動は辛そうに思えた。

　黒い警備兵は「鍛えているから問題ない」と言っていたが、銀色の警備兵はサーシャの申し出をありがたがっていた。

　それよりも疲労してきているのは、バロンたち魔道士組に、ファガールやレイラたちだろう。警備兵と違って、普段から行軍の訓練をしているわけではないのだ。

「センセー、ふらついてるけど大丈夫？」

「…………なんとか」

　この中で一番体力がない俺が人の心配をしている場合ではなかった。

「脱水症状で死んだら洒落しやれにならないんだから注意してよ」

「縁起でもないこと言うなよ……リン」

　と、先頭をいく黒い警備兵が立ち止まった。

「少し休憩して、水分補給だ。すぐ出発するぞ」

「た、助かった……」

　俺は荷物から水筒を取り出すと、その場に座り込む。ゆっくりと水を流し込みながら小さく喉のどを鳴らし、水分を体に浸透させる。

「エミィ、水を飲むのだ」

「ご……ごめんなさいです……サーシャちゃん。暑いのだけは……ダメです」

　ほとんど全員が息を荒くしていた。

　暑さで予想以上に体力を奪われている。

　唯一涼しい顔をしているのは、警戒を怠らない黒い警備兵くらいか。

「……ここまでは順調だな」

　そのセリフを、黒い警備兵は憂うれいを帯びた声でつぶやく。

「よいことではないですか？」

　レイラが尋ねかけていた。

「なぜ魔物との遭遇が少ないのか……。東の主だったドラゴンがいなくなり、他の魔物の行動圏も広がったはずで……」

「魔物がいないのはいいことじゃないですか。きっと運も味方してくれてるんですよ」

　まさかそんな俺の軽口が、災いを呼び寄せたとは思わないが。




　──ドドドドド。




　地面が、小刻みに揺れていた。

「こ、これって……」

　俺が慌てて立ち上がった時には、当然のようにすでに皆反応していた。




　──ドドドドドドドドドド！




　地面が揺れる音は次第に大きくなっていく。

　地震？　いや違う。だんだんとその音は近づいてきているのだ。

「なんだあれは……？」

　黒い警備兵ですら、愕がく然ぜんとして上ずった声を出している。

　それは、土煙とその中に埋もれる黒い影だ。

　それは、一つではない。二つでもない。三つでもない四つでもない。

　それは、群れだ。

　それは、魔物の大群だ。

「……まとめてくるとはな」

　黒い警備兵がランスに手をかける。

「いやいや無理でしょ!?　どれだけの数がいると思っているんですか!?」

　俺は思わず叫ぶ。

「一人頭何匹を相手にすればいいか……流石に数えきれんか」

「ファガール先生、やる気なんですか!?」

　地平線の向こうから現れた魔物はどんどんこちらに近づいてきている。

　赤い牛のような魔物が見える。首の長い茶ちや褐かつ色しよくの魔物もいる。一際巨大な黒いゾウの造形に近い魔物もいる。気味の悪い昆虫のような魔物もいる。

　一種族の群れではなかった。

　それが一斉に、まっすぐに向かってきているのだ。

　大きく広がった大群はまるで魔物の壁だ。

「大変です……大変……です……」

「わ、わたしも召喚魔法で戦う……ぞ」

　エミィとサーシャはガクガクと震えていた。

「センセー、ちょっと待って」

　リンが言う。

「今は待てないって！」

　そうこうしている間にさらに魔物は迫ってきていた。

「俺とリンやサーシャたちは逃げよう！　戦えないし！」

「うん、それでいいと思うんだよね」

「じゃあ、すぐに」

「ていうかこの場にいるみんなも一緒に逃げよう！」

　リンが皆に呼びかけると、黒い警備兵が反応した。

「……そう感じるか、妖狐族の娘」

「ど、どういうこと？」

　俺は二人の意図がつかめずに戸と惑まどう。

「迫ってきてるけど……あたしたちを狙っている感がないんだよね。ピリピリしないっていうか」

　全然わからん。

「とにかく逃げればいいんだな？」

「うん」

「奴らの進行方向からずれるぞ！」

　黒い警備兵の号令で、俺たちは正面の魔物に向かうでも真後ろに逃げるでもなく、真横に走った。

　地面の揺れは今や巨大地震の様相だ。

　まっすぐ走るのさえ辛い。すぐに転びそうになる。

　走る。

　左手を見る。魔物の大群はもう目前だ。

　地鳴りとも悲鳴ともつかない爆音が迫る。

　追撃の態勢も防御の姿勢もとらず、俺たちは無防備な横っ腹を晒している。

　果たしてこの選択は正しいのか。

　レイラはサーシャを、ファガールはエミィをそれぞれ抱えて走っている。

　心臓が早鐘を打つ。全身に血が巡る。

　体の左半分から魔物に齧かじられ失われる──そんな妄想を振り払って走り、ついに魔物の進路上から外れる。

　轟音と激震を俺たちに浴びせるだけ浴びせて、魔物たちは通りすぎていった。

　魔物たちが方向転換してくることはない。スピードを緩めることもなく、そのまま遠ざかっていく。

「……なんだったんだ？」

　魔物の後ろ姿を見送りながら俺はつぶやく。

「あちらになにかあるのか、それとも……」

「なにかから逃げていたか」

　黒い警備兵に被せて、リンが言った。

　魔物の大群がいた方向に、俺たちはこれから進んでいく。




　あと一時間で目的地へ到着できる位置にまできた。

　指定の時間までは残り一時間。

　つまり、ギリギリで間に合うペースだった。

　魔物にほとんど出会わず戦闘の必要がなかったのは、まさに僥ぎよう倖こうであった。おそらくそこには、理由がまだ判明しない魔物の大群の一斉移動の影響もあるのだろうか。

　ここまでくると、もう疲れたなどとは言っていられない。

　気合いでもなんでも進んでいくだけだ──。

　土砂降りの雨が降り注ぐ。

　雨の色は灰色。さらにその雨が霧のように立ちこめて視界は数メートル先も怪しい。油断をすれば進むべき道を誤ってしまいそうだ。

　その上問題なのは……。

「ぬう……ぬっ！」

「いけるか、サーシャ？」

「だい、じょう、ぶっ！　……なのだ」

　足を下ろす度ずぶずぶと沈み込んでしまう地面に大苦戦し、歩みが遅くなっていた。

　地面の状態が悪くもうソリを引くのも困難になり、今はエミィも自分の足で歩いている。

　先頭をいく警備兵が方向や道を確かめる機会も増え、さらにペースは落ちる。

　俺も自分が歩くだけで精一杯で、周りを注意する余裕まではなくなってくる。

　緩やかな斜面を上る。雨が流れて極細の川が何本もできていた。

　一歩。また一歩。足を前に進める。

　霧は濃くなっていく一方であった。

「隊列が縦に伸びているぞ！　もっと密集しろ！　仲間を見失うことになるぞ！」

　前方をいく黒い警備兵から指示が飛ぶ。

　確かに声を出す黒い警備兵を、後方にいる俺は確認できなかった。

「視界も悪い。音も聞こえにくい。臭いも洗い流される。敵の発見も遅れるが、逆にこちらも見つかりにくいはず。……出会い頭で魔物と遭遇しないことを祈るだけだな」

　バロンは自分に言い聞かせるように独りごちている。

「……嫌な臭いはするんだけどね」

　俺にだけ聞こえるくらいの小さな声で、隣を歩くリンがつぶやいていた。

　視界の悪さがそうさせるのか、渦を巻く霧の中から、今にもなにかが飛び出してきそうな気配だけがする。

　ブシュー！

「な、なんですかっ!?　なにが起こったのですか！」

　エミィが大声を上げてパニックになっている。

「……地面から蒸気が上がったようですね」

　レイラが言った。

　地下には熱湯が通っているのか。火山活動が活発な地帯なのか。

「地面が突然爆発しないよう祈るしかないな」

　半ば諦めたように言うファガールに、俺もぼそりと返す。

「祈らなきゃいけないことが、増えましたね」

　霧が立ちこめ大地が蠢うごめくこの一帯は、まさしく魔境と言うに相応しかった。

　その霧の中を身を寄せ合って前進する。

　自然の理ことわりを超えた魔法が使えても、大自然の力には到底敵わないことが、人という生物の限界を示しているようだった。

　しかし大自然から見ればちっぽけな存在である俺たちでも、諦めずに抗あらがうことだけはできる。

　無謀でも無茶でも、人は力を合わせて自然や自分よりも大きな存在と戦ってきたのだ。

　そしてついに俺たちは──、霧を抜ける。

　雨はいつの間にか止んでいた。

　地盤のしっかりとした大地は、先ほどまでの歩きにくさとは雲うん泥でいの差さだ。

「一番危険なエリア……抜けたんじゃないですか!?」

　思わず弾んだ俺の声に、黒い警備兵が応えた。

「ああ……。しかし少し方角を間違ったか……この先は平野のはずだが」

　目の前には山が見える。

　そう、冗談でもなく、比ひ喩ゆでもなく、目の前に存在しているのは山だと思った。

　ただ山にしては小さいし、やたらと急勾配だし、岩肌はごつごつとしているし、木かと思ったらトゲのようなものがびっしり生えているし、もぞもぞと動いている。

　やがてその山は足を動かす。

　ぐるりと首が回る。

　口が開いて一本一本が大木のような牙が晒され、奥には赤い口内が見えた。

　それは、巨大な、巨大すぎる──。




「このサイズは……魔獣……」




　黒い警備兵が息を潜めて口にした。

「魔物とは……、違うんですか？」

　現実感がなくて、俺は呑気な質問をしてしまう。

「魔物をはるか越えた……、次元の違う巨きよ軀くを持つものを魔獣と呼ぶ。……あれは間違いないだろう」

　確かに今日出くわした中で一番大きな魔物の十倍はあって、次元が違うと言えた。

　四足歩行のそいつの体長は、四十メートルはあるだろうか。尻尾まで合わせた全長だともっとだ。

　皮ひ膚ふは黒っぽい。ごつごつとして光沢があり、まるで鉱物のようだ。

　背中には黄土色のトゲがびっしりと生えていて、トゲは尻尾の先まで続いている。

　頭は爬虫類、もっと言うとドラゴンに近いが。それよりもまがまがしかった。

　怪獣──怪物──化物──どんな言葉で言い表そうとしても足りない。

　さっきまでの魔物たちが可愛く思える。

「確かに、伝説じみた話を聞いたことがある……」

　ファガールが呻うめくように声を出した。

「ドラゴンが主として治めていたエリア……。そこに……ドラゴンに勝るとも劣らない魔獣が存在する、と。しかしその魔獣はほとんど眠ったように動かないはず……。だから半ば伝説として扱われていて……」

　どすん。

　魔獣が一歩、踏み出した。

　それだけで大きく地面が揺れた。

　どすん。

　さらにもう一歩進む。俺たちに近づくように。

　どすん。

「めちゃくちゃ起きてますよ!?」

「……か、勘違いでなければ……わたしたち目がけて歩いていないか……？」

　サーシャが俺の服の裾を握った。

「結構離れてるのに、俺たちみたいな小さな存在が目に入っているわけが……」

　魔獣が首を高く持ち上げて天に向かって吠えた。




『グガアアアアアアアア！』




　本能的に後ずさっていた。

　普通、こんなものに出くわしたら逃げるしかない。

　他の魔物たちだって同じはずだ──だから逃げていたのか。

　首を戻した魔獣の目はまっすぐに、俺たちを捉えていた。

　不敵に笑ったように、俺には見えた。

　魔獣が駆け出す。

　どしん。どしん。小さな爆発のような音が続き地面が揺れる。

　一歩で何メートル進むのだろう。まだ距離があるように見えて、しかし実際に距離が縮まるのは一瞬だ。

「今すぐ逃げろニンゲンっっっ！　お前だけは死なせるわけにはいかんっっっ！」

　黒い警備兵が叫んだ。

　それは正しい。戦力にもならない俺は逃げるべきだ。だがまるで、他の誰かが死ぬと言っているように聞こえた。

「俺以外のみんなはどうするんですか!?」

「戦うしかないだろう」

「戦うって、こんなのに勝てますか……？」

　呆然と吐き出した俺の疑問に答えたのは、ファガールだった。

「倒す必要はない。魔獣を躱して進めたらいいのだ。……我らが狙われている状況では、まずもって無力化する必要がありそうだが」

　確かに横を素通りはできないだろうし、そもそも今のままだと逃げようとしても踏み潰されて終わりだ。

「なんとしてでも子供たちは守ります」

「レイラ先生……」

　決意に満ちた表情で、レイラは魔獣を真正面から捉えていた。

「無論、それが我らの果たすべき役割だ。……早く逃げろ、ユージ。子供たちも連れてな。それも教師である貴様の役割だ」

　悔しい。情けない。でも俺がこの場でできることはあまりにも少ない。

「サーシャ！　エミィ！」

「う、うん！」「は、はいっ」

　俺はサーシャとエミィの手を引っ摑んで引っ張る。

「リンは自分で走れるな!?」

　走り出した俺を横目に、バロンが話しはじめた。

「今さら逃げ出せないし、私たちも戦うか。……これで死人が出たり間に合わなくなったりしたら、貴様らの判断ミスとして報告させてもらうぞ」

「……ふん、勝てばいいだけだろう。我ら警備兵が打ち倒すのを黙って見ているがいい、臆おく病びよう者が──」

　黒い警備兵の声は、最後は轟々たる吠え声にかき消された。

『ギャオオオオオオ！』

　俺は皆の後ろに下がって、サーシャとエミィとともに大きな岩の陰に隠れた。

　真上から踏み潰されればひとたまりもないだろうが、飛んでくる岩の破片除けくらいにはなる。

「あんなの見たことないのだ……」「大きかったです……」

　サーシャとエミィは目を丸くして岩の隙すき間まから魔獣を見ていた。

「つーかリンも急げよ！」

　俺は少し離れた位置に立ったままのリンに声をかける。

「いや……あたしは手伝えるかもしれないから」

「おい！」

　無謀な戦いが始まった。

　警備兵たちは黒い警備兵を先頭に突撃を開始する。

　ファガールとレイラは左右に展開する──まるで俺や子供たちから注意を逸らさせるような動きだ。

　そんな中最初にしかけたのは麒人族、鳳人族の二人の魔道士だった。それぞれ爆破魔法、爆炎魔法を炸裂させる。

　巨大な白と赤の爆発が魔獣の頭と左前足に当たって弾けた。

　白い煙が上がる。

「伝説の魔獣と言っても、うわさがうわさを呼んだだけで大したことは──」

　二人の攻撃を満足げに眺めていたバロンは、途中で声を失う。

　魔獣は何事もなかったように歩を進めていた。

「無傷……だと……」

　愕然とする魔道士たち。

　魔獣ははっきりと、バロンら三人の魔道士をその目に映す。

　口の中が光り始める。次の瞬間。

『カッッッッッッ！』

　光がまっすぐに地面に伸びた。

「スロウッッッッ！」

　バロンの叫び声が聞こえた。

　そして爆発が起こる。

「うぐっっ!?」「ぐっ……」「う……」

　バロンたちは直撃を回避したようだ。しかし爆風に煽あおられ地面を転がっていた。

「バロン様……ありがとうございます……」

「礼を言っているヒマがあったら次に備えろ！」

　どうもバロンが魔法を使ったらしい。敵の攻撃スピードを遅くする類いの魔法だろうか。

「魔法で作る破壊光線……でしょうか……？」

「わたしの呼び出すドラゴンも似たようなのを使えるが……」

　エミィとサーシャが話している。飛び道具まで備わっているとは思わなかった。

「ふんっっっっ！」「はあっっっっ！」

　風魔法を操るファガールとレイラ二人の教師が、左右に分かれて風の刃を放つ。俺にでも視認できる確かな風圧を持った刃が飛んだ。

　風の刃は、本来なら岩をも切り裂く力を持つ。なのに。

　当たった風の刃は魔獣にはなんのダメージもあたえられずに霧散する。

　気づけば魔獣はかなり俺たちに近接していた。

　魔獣の目前にたどり着いた黒い警備兵がランスを持って、無謀にも魔獣へと向かっていく。

　魔獣が右足を持ち上げ、黒い警備兵の頭目がけて踏み下ろす。

　無理だ。踏み潰される。

　そう思った瞬間信じがたいものを見た。

　黒い警備兵が魔獣の足を駆け上がっている。

　生身とは考えにくい。魔法で身体能力を強化している。

　頭上はるか高くまで登った黒い警備兵が、空中に飛び上がってランスを構えていた。

　突き──が刺さる前に魔獣が左前足を振るった。直撃。

　黒い警備兵は弾き飛ばされて地面に落下した。

『グガアアアアア！』

　それはただの鼻息だったのかもしれない。

　しかし辺りには嵐が吹き荒れ石や岩も吹き飛んだ。

「うっ……！」

　俺はサーシャとエミィを庇かばう。岩に隠れていてもその暴風に飛ばされるかと思った。

「私の背中に隠れなさいリン！」

「もうそうさせてもらってる！」

　レイラは風の障壁を生み出し魔獣の放つ嵐を防いでいた。ファガールも同じように嵐を防いだようだ。

　バロンたち魔道士三人も障壁を発生させ防御しつつ、反撃に転じて白と赤の爆発を再度起こす。

　魔法は確実に着弾している。

　しかし魔獣がダメージを受けた様子はない。

　銀色の鎧の警備兵二人は命懸けで魔獣の足下に潜り込んでいた。攻撃のためではなく、黒い警備兵を回収するためだ。

　俺は強者による弱者の蹂じゆう躙りんを、眺めることしかできない。

「ふんっっっっ……ぐ」「はあっっっっ……あ」

　ファガールとレイラも再び攻撃に転ずるが、すぐさま破壊光線で蹴散らされた。風の障壁で大きなダメージは避けたようだが。

　バロン、麒人族、鳳人族の魔道士にも再び破壊光線が襲いかかる。

「ぬっ!?」「うっっ!?」「ぐあっっ!?」

　こちらも寸前のところで直撃を躱し、爆破魔法で威力を相殺していた。破壊光線がバロンたちに迫った時速度が落ちたのは、バロンの魔法の力だろう。

　なんとか攻撃を続けている。直撃を避けている。

　だけど戦いの素人しろうとの俺にも、死人が出ていないのが奇跡だということくらいはわかった。

　それほどに戦力差は大きかった。

「あたしもあいつ……呼ぶからね！」

　リンが言うあいつとは、身体強化術を使用した〝もう一人の〟リン。

「──じゃ、ちょっくら戦ってみるわねぇ。……翻弄するくらいならできるかしら」

　獣耳と尻尾を生やしたリンが魔獣へと向かっていく。

「リン！　無茶はやめろ！」

「でもどうせこのままだと全滅でしょ？」

　リンはそう言って魔獣に向かっていった。

　魔獣相手には命乞いをすることすらできない。

「だったらわたくしも……えいっ！」

　エミィが岩の陰から飛び出す。そして自らの雪魔法で生み出した氷の粒を魔獣に向けて放った。長距離をその氷は飛んでいく。

　果たして魔獣は認識したのか。

　なんの音も立てずに氷は魔獣に当たって溶けた。

「うう……やっぱりわたくしの魔法じゃ……」

「ふっ……うううう！」

　サーシャが両手を広げ、前に突き出した。

「……わたしの召喚魔法なら……銀色のドラゴンなら……」

　確かにサーシャが召喚できるあの銀色のドラゴンなら、サイズ差はあれど対抗の余地はあるかもしれない。

　ただ問題は、サーシャが自在に召喚魔法を操れないということで。

『ガオオオオオオオオ！』

　一際大きく吠えた魔獣がどしん、どしんと前足を踏みならしている。

　その隙間でぴょんぴょんと跳びはねる影が見えた。

「マジかよ……」

　あれはリンだ。攻撃のチャンスを窺っているのか。しかし避けるだけで精一杯に見える。

　銀色の警備兵が黒い警備兵の回収に成功し、一旦退却していた。

　その間魔獣を引きつけていたのがリンだ。だが俺の目にも、攻撃を躱すのが辛くなっているのが見てとれた。

　たぶんもう長くは、持たない。

　大地を穿うがつ爆発。

　粉塵に目を細めながら状況を確認すると、バロン率いる魔道士たち三人が地面に転がっていた。あの光線をついに、受けてしまったのか。

「うぬううううう……ぐっ!?」「くっっ……うっ!?」

　風の障壁で魔獣の魔法攻撃を凌しのいでいたファガールとレイラもついに押し切られて地面を転がり伏してしまった。

　すぐに起き上がろうとしている。バロンたちもまだ動いてはいる。

　俺はどうすればいい。なりたくても戦力にはなれない。なにか、突破口はないのか。

　問題は魔獣の赤い目がはっきりと俺を……いや、サーシャを見ていることか。

　と、そこで俺も気づく。

　サーシャの体から白い光が放たれていた。

　はじめはなにが起こっているのかわからなかった。

　だがその光には見覚えがあった。この白いようで白とはまた違う、神聖さを感じさせる光は……。

「召喚魔法が……」

　サーシャの声は興奮していた。

　そう、サーシャが召喚魔法を成功させた時の、光。

　ただあの時はもっと爆発的な太陽のような光だったが……。

「うう……すぐに出すことは難しそうなのだ。扉が開いている気はするのだが……」

「もう少しで召喚魔法が発動させられそうってことか!?」

「そうなのだ……でもすぐには……難しそうなのだ」

　サーシャは眉み間けんにしわを寄せ真剣な表情をしていた。

『グオオオオオオオオ！』

　こちらに向き直った魔獣が突進を開始する。

　その目は一点、こちらを……いやサーシャだけを意識している。

　魔獣は召喚魔法に反応したのか、それとも先に潰すべきだと判断したのか。

　とにかく魔獣はサーシャの力を、意識している。

「サーシャ！　可能性があるのはわかった！　でも今はすぐ逃げるんだ！　エミィも！」

　俺はエミィの手を引く。そしてサーシャの手を……。

「……わたしを……狙って……なら……」

　サーシャは俺をおいて、走り出す。

「……やっぱりそうなのだ！」

「なにしてるんだよ!?」

　サーシャは俺とは反対の方へ走っていく。

「魔獣はわたしを狙っている……ならばわたしが引きつけられるのではないか!?」

　なにを言っているのか、一瞬理解できなかった。

「ち……違うだろそれはっ!?」

　サーシャはさらに勢いをつけて走り出す。

「こっちにくるのだ！」

　魔獣はすぐそちらへと進行方向を変える。

　完全にサーシャ一人を狙っていた。

「僥ぎよう倖こうだ」

　そう言ったのは、退却してきた黒い警備兵だった。泥だらけになった鎧は左肩の部分がひび割れていた。

「今のうちに魔獣の縄張りから抜ける」

「いや……いやいやいやいや。今のうちにってどういう意味ですか？」

「ニンゲン、それから他の子供たちだけでも急げ。……いいなバロン!?」

　なんとか無事だったらしいバロンも、態勢を立て直すため戻ってきていた。

「……わかった」

「わかったじゃないですよ!?」

　俺は叫ぶ。

　しかし無力な俺の言葉を誰も聞きはしない。

「せ、せんせ……？」

　心配そうにエミィが俺を見上げた。

　そんな中また別の動きをする者が、一人。

「囮になるならば……我だろう！　子供にそんな真似をさせられるかっ！」

　ファガールが魔法を放ちながら魔獣へと突撃していく。

「いけませんファガール先生！　それならば私が！」

　さらにレイラが追う。

「あの教師二人は……しかたないか。職務と心中するのなら本望か」

　黒い警備兵の冷静な言葉からは、誰かが囮になる案が念頭にあったことを感じさせた。

　そしてそれは他の面々にとっても同じだった。

　警備兵たちが、魔道士たちが、魔獣への攻撃をやめて走り出す。

　ファガール、レイラは魔獣を振り向かせようと攻撃するが、やはり魔獣はサーシャにしか興味がない。

「これでいいんですか!?」

　俺は叫ぶ。

「元から全員が無事抜けられるとも思っていない！」

　黒い警備兵の言うとおりだ。

「我々にはやるべきことがある！」

　バロンの言葉どおりもっと優先させるべきことがある。

　各自がやっていることを見れば、すべて正しいのだ。

　でも。

「エミィ！　お前はみんなと一緒に走れ！　途中でちゃんとリンと合流しろよ！」

「せ……せんせは？」

「できるなっ!?」

　強く言うとエミィはこくんと大きく縦に首を振った。

　俺は、サーシャの方に向かって、走り出した。

　それぞれの考え方は正しいかもしれない。俺がやろうとしていることは間違っているかもしれない。

　だけど、だけど──。

　見るとサーシャは躓つまずいて転んでしまっていた。まずい。急げ。

　魔獣は倒れたサーシャを見て立ち止まった。

　それからくるりと首を回す。

　尻尾をぶるんぶるんと振り回して、ファガールとレイラを蹴散らした。

　ダメージはなさそうに見えても、やはり鬱うつ陶とうしくはあるらしい。

　ファガールたちのおかげで時間が稼げた。俺はその間にサーシャの下へと急ぐ。

　再びサーシャに向き直った魔獣が、口を開いた。

　横目で見てわかった。

　白い光が、輝きはじめている。

　それはとても美しい、死の色をしていた。

　──逃げろニンゲン！

　誰かが叫んでいる。

　──死ぬ気かっ!?

　誰かの悲鳴が聞こえる。

　無謀だし無茶だとわかっている。だけど──。

「それは違うだろうがああああああ！」

　俺はサーシャに向かって全力で走る。

　体を起こし、俺に気づいたサーシャが目を見開いていた。

　先ほどよりも強い光を放ったサーシャにたどり着くと、俺は半分体当たりするように抱きかかえる。

　サーシャの体が熱い。不思議な熱を持っている。

「せんせいっ──」

　くる。

　右から。

　死の光線が。

　俺は思いっ切り前方に飛んだ。

　ごうっ、と俺の背後を猛烈な速度の光線が駆け抜けた。

　そして爆発。

「どおおおお!?」

　サーシャを庇いながら地面に飛び込んだ俺は爆風に煽られてゴロゴロと転がる。

「お……おい無事か!?　サーシャ！」

「せ……せんせいこそ無事なのか？」

　俺の腕に抱かれたサーシャは目を丸くしていた。

「まあな！」

　あと一歩で死ぬところだったせいか、頭が妙な興奮状態になっていた。

「なんであんなこと、したんだよ」

「で、でもそうするしか……せんせいやエミィたちを守るには……」

「だからって──」

「お前が死んだらどうなると思っているんだっっっっっ！」

　ものすごい怒声とともに黒い警備兵が俺目がけて突進してきた。後ろには銀色の警備兵も続いている。

　それだけでなくバロンたち魔道士も戻ってくる。

「紙一重だな……」

　呆れているようにバロンは言う。

「ていうかこんなに集まってきていいんですか……あれ？」

　魔獣はその場に立ち止まって、尻尾を振り回しながら周囲を見渡していた。なにかを探しているような動作だ。

「あの暴れる尻尾の下をくぐっては、抜け出せなかった」

　バロンは先回りして答えてくれた。

「……サーシャを捜している感じがするんだよね」

「リン！」

　服は破けてボロボロになりながらも、とりあえず体は無事そうだ。

「サーシャを捜している感じとは、どういうことでしょうか」

　レイラも無事だったようで、こちらにやってきた。ファガールもいる。

　まだ魔獣は首を回しながら、同じ場所で足踏みを続けている。

「サーシャっていうか……正確には召喚魔法に反応してかな？」

　サーシャの体から発せられていた白い光は、今は消えていた。

「たぶんあいつ、魔力で生き物を判断している。目や耳よりね。で、巨大な魔力のサーシャの召喚魔法に過剰反応した。それが今は消えちゃったから不思議に思って捜してる。……想像だけどね」

　リンの言葉に黒い警備兵が同意する。

「いや、いい線をいっている。奴は目で捉えていたわけではなくとも、こちらの場所を把握し攻撃してきた」

　魔獣はまだ戸惑っているようだった。もうこちらのことなどどうでもいいみたいだ。

「問題は貴様だ、クソたわけの馬鹿者がっっっ！　いったい今の行動でどれだけ多くの共和国民を危険に晒したと思っているんだっっっっ！」

　ファガールから思いっ切り罵倒された。

　有り体に言ってブチ切れていた。

　まあ、わかる。わかるんだが、俺にも言い分があった。

　奇跡的に生まれた空白時間、言うなら今しかない。

「だったら……ちゃんと協力してくださいよっ」

「協力とは──」

「俺たちが一つにならなきゃ勝てるわけないでしょ、絶対に」

　俺はメンバー一人一人の顔を見ながら、今伝えるべきことを言う。

「お互いに面子があるのはわかります。先生たちが子供第一だったりちょっとずつ優先事項がズレているのも、わかります。でも俺たちの目標は一つじゃないですか」

　ずっとここまで皆を見ていて、だから思ったことだ。

「まだやれることが、あると思うんです」

　俺は皆が持つ可能性の力を、信じている。

「全員が本当の意味で力を合わせれば、今のピンチだって突破できます」

「ならば……今はまさしく、チャンスだったのではないか？」

　黒い警備兵が発言する。

「誰かを切り捨てる発想じゃなく、です。それじゃ勝てないんですよ」

　魔獣はまだこちらに興味を戻さない。まだ時間は大丈夫。

「同じ目的のために、一つになりましょう。俺だって命を、賭けます」

　冷静に、きちんと伝わるように、でも覚悟を持って語りかける。

「わ……わたくしもみなさんが力を合わせれば、きっと魔獣も倒せると思います。わたくしは力になれないかもしれませんが……」

　エミィが言った。

「諦めるには、まだ試してないことが多いよね」

　そしてリンも。

「……一人で勝手なことをして、ごめんなさい」

　サーシャだけは萎しおれて俺に謝った。

「いやサーシャの勇気はすごいし、みんなを守ろうとする気持ちもとても偉い。でもちょっとだけ周りのことも見て、考えてほしいな」

　子供たちはいつだって素直に受け止めてくれる。

「……どうするのが、よいのでしょう？　なにか考えがあるのでしょうか？」

　全員思うところがあるように黙っている中、レイラが一番に聞いてきてくれた。

「……各々で魔獣に立ち向かう発想はやめましょう。魔法を陽よう動どうとして使って、その間に物理攻撃班で叩く、とか。警備兵の中でそういう作戦の訓練はないんですか？」

「実際のところ……集団の戦闘がおこなわれることは少ない……」

　やはりそうか。今の世界に戦争はない。

　だから集団戦闘に関する技術が成熟しておらず、下手をすれば戦争があった時代を生きていた俺の方が、たとえ付け焼き刃でも詳しいのではないか──。

「だったら俺が今から作戦を指示します。戦争のある時代を生きたニンゲンだからこそできることが、あるんです」




　とはいえ俺もその道のプロではない。

　効率のよい作戦など立てられるはずもない。

　それでも、今の条件を元に、共和国民の発想にはなかった組み合わせを思いつくことはできたと思う。

　今自分が出せるすべてを使って、作戦を練り上げた。当然皆の知恵を借りながら、だ。

　魔獣は魔力でそこになにがいるか大まかに把握している。

　しかし魔力で感知できるのはだいたいの居場所までである。最終的に頼るのは視力なのだ。

　その証拠に、魔獣はさきほどからサーシャを目で捜そうとしていた。しかも目も大してよさそうではない。小さな人など目に入らない、ということかもしれない。

　そして、この不完全さが付け入る隙になる。

　作戦の始まりは、サーシャからだ。

「さっきの感覚が残っているから……、うまくいく気がするのだ……！」

　サーシャは目を瞑って集中し始めた。

　魔力の出所を探すのを諦めたのか、魔獣は俺たち目がけて歩き始めていた。

　激しい揺れが続く中、サーシャが集中を続ける。

「また……力が……」

　サーシャの体から白い輝きが発せられる。

　その瞬間、またしても魔獣は劇的に反応した。

　激しく首を振るってから、口を開く。

　想定よりも動きが、早い。

「サーシャ、一旦ストップだあああああ！」

　俺は叫びながらサーシャを担ぐ。

　そして走る。目の前の岩陰に飛び込む。

　白い光線が俺たちの真後ろを通過した。

　爆はぜる。

　爆風で生じた小石が降りかかった。

「危ねえ……」

　振り返ると、平らだったはずの地面に大きな穴があいていた。

「……そりゃファガール先生もクソたわけの馬鹿者って言うわ」

　一歩間違えれば死んでいた。

　だが死にかけた甲か斐いはあったようだ。

　また魔獣がなにかを探すように首を動かし始めた。

　サーシャの召喚魔法が出現しかけ、再び消えた。それを魔獣は気にしている。

　ところが今度はすぐに探すのを諦め、また俺たちに向き直る。そう何度も同じ手は通用しないか。

　だが一時的にでも魔獣の気を逸らせた。

　次の手の準備時間を稼げただけで、十分だ。

　突如として魔獣の視界を阻むように、白い煙がもくもくと上がり始める。

　煙に覆われてほとんど見えなくなっていたが、かろうじてその煙を発生させた二人が確認できた。

「うまくいったみたいだな……！」

　エミィと鳳人族の魔道士が二人で協力して発生させているのは、水蒸気だ。

　エミィが生み出した雪を、鳳人族の炎で魔獣の視界を遮るように水蒸気に変える。

　知覚が優れていない魔獣にとっては、鬱陶しいことこの上ないだろう。

　魔獣は鼻息で白い煙をかき消す。しかし再び白い水蒸気が出現する。

　そこに満を持して魔法が炸裂する。

　風の刃が左右から舞う。

　そして魔物の真正面で白い爆発。

　ファガールにレイラ、そして麒人族魔道士の波状攻撃がすべて魔獣の顔面目がけて襲いかかった。

　タイミングを合わせたその攻撃を、しかし魔獣は首を振るうだけで薙ぎ払ってしまう。ダメージ自体はないのだ。

　だがその瞬間魔獣は、目を瞑つむっていた。

　予想どおりだ。

　皆が戦うのを指を咥くわえて見ているしかなかった俺だからこそ、その予想ができた。

　皆がバラバラに攻撃をしかけていた時、魔獣はまったくダメージを受けていなかった。だが、顔面付近への攻撃の際目を瞑っていたのだ。

　つまりこう考えられる。

　硬い皮膚を持ち、こちらの攻撃をものともしない魔獣ではあるが、『目』には攻撃が通るかもしれないと。

　──人影が魔獣の顔付近に現れた。

　驚異的な身体能力で体を駆け上がった、獣耳と尻尾がトレードマークの、身体強化術を使用したリン。

　リンが魔獣の顔よりも高く飛び立つ。魔獣はすぐその気配を察し嚙かみつこうとするが、届かない。

　当然リンの攻撃も届かないが──それもまた伏線。

　本命は、その次に現れた黒い警備兵。

　黒い警備兵は魔獣の眉間近くで、思い切りランスを振り抜いた。

　赤い斬撃。

　魔法が付与された斬撃は魔獣の両目を捉えた。

『グギャアアアアアアアアアアアアアア!?』

　この世の終わりかとも思える悲鳴を魔獣が上げる。

　リンと黒い警備兵は自由落下していったが、二人のことだから着地は大丈夫だろう。

　それよりも今は、俺自身が暴れ回る魔獣に巻き込まれないようにすべきだ。

　魔獣は頭を振り、前足をばたつかせ、もがき苦しんでいる。

　それがいつまで続くかはわからない。目を完全に潰せたわけでもないだろうから、しばらくすれば視力も戻るだろう。だから。

「今の間に駆け抜けろっっ！　東を目指せっっ！」

　前方から響いたのは黒い警備兵の声だった。

　ファガールや警備兵たちが東へと駆け出す。

　魔獣の横をすり抜けていく。

「いくんだサーシャ！」

「わ、わかったのだ！」

　俺はサーシャを前に走らせ、後ろから追った。

　エミィは……鳳人族が連れていってくれている。

　リンは……地上への着地に成功して走り出している。よし、子供たちは全員大丈夫だ。

　他のメンバーは元より俺が助ける余地などない。

『グギャアアアガアアアアオ!?』

　うるさく暴れる魔獣の横を通りすぎていく。

　その声も足踏みで起こる地面の揺れも腹の底から響いた。

　走る。

　駆け抜けていく。

　俺たちは最大の難所を突破し──その瞬間。

　目の前が揺れた。

　急に、辺りが真っ暗になる。目が、開かない。

　やがて、開いた。ゆっくりとだが。

　足がなかなか前に、出ない。早く通り過ぎたいのに。こんな場所一刻も早く立ち去りたいのに。進まない。なぜ？

　脳がぐわんぐわんと揺れていた。

　他の皆はどんどん走り去っていく。

　俺は追いつけない。

　ゆっくりと。ゆっくりと。横を向いた。

　魔獣が俺を見て、目を瞬かせていた。

　もう視力が戻ったのか。

　早く、逃げなければ。わかっているのに、体がうまく動かない。

　ずしん。

　魔獣が一歩俺に近づく。距離があるようで、魔獣にしてみればあと数歩だろう。

　ずしん。

　また一歩。死が近づいてくる。

　前足が上がった。

　急に夜がきた──違う、魔獣の足が太陽を隠したのだ。

　巨大な足が、降ってくる。

「センセーっっっっっ！」

　真横から衝撃がやってきた。

　受け身もとれずモロに喰らったおかげで吐きそうになるほど痛い。痛いが、痛いとわかるのだから、死んではいない？

「しっかりしてよっ！」

　リンが俺を担いでくれた、ということはわかった。

　だが俺は声を発することさえできなかった。





　　　　　＊






　俺たちは魔獣の攻撃範囲から逃れた。

　勢いでそのまま走り抜き、ニンゲンとの約束の場所はもう目と鼻の先、実際に旧コールドスリープ施設の外観が見える位置にまできていた。

　……リンに担がれたまま。

「せんせい、体は大丈夫か？」

　サーシャに聞かれた。

「もう下ろしてくれていいぞ、リン。……つーか、なんだったんだ……？　急に体が思うように動かなくなって……。今は大丈夫だけど」

「とりあえず大丈夫そうなら、よかったのだ」

　気力・体力の限界だったのだろうか。だとすると情けなさすぎる……。

「あの場所で……せんせはずっと眠っていたのですね？」

　エミィに尋ねられ、俺はうなずく。

　砂と岩ばかりの空間に、忽こつ然ぜんとその白い施設は浮かび上がっていた。

　まさかこんな形で再び訪れることになるとは思わなかった。

　メイコたちが取引の場所にここを指定したのには、意味があるのだろうか。

「時間どおりだ。誰か犠牲を出すこともなかった。全員の協力があってこそだ」

　黒い警備兵が話し出す。

　これまでよりも幾分、皆の目線に立ったもの言いに聞こえた。

　想定外のトラブルも皆で力を合わせて乗り切った。危険な任務をやり遂げた充足感が、皆の間には漂っていた。

「だがここからが本番だ。いよいよニンゲンとの交渉を迎える」

　そう、実際はこのあとが最大の山場である。

　都市の存亡をかけた、ニンゲンとの取引が始まるのだ。

「──その前に話しておかなきゃいけないことがあるんだけど」

　黒い警備兵の言葉を、リンが遮った。

　リンは身体強化術をすでに解いている──しかしその目には殺意と呼ぶべき光が灯っていた。

　びりびりとした緊張感が全身に、宿っている。なぜか。




「この中に裏切り者がいる」




　そのセリフは、冗談だとしても受け止めるには生々しすぎた。

「裏切り者って……いったい……」

「センセー……気づいてないの？　呆れるんだけど、殺されかけといて」

「殺され……」

　俺は息を呑のむ。

「バロンさん。センセーにスロウ魔法かけて、殺そうとしたでしょ？」

　俺はバロンを振り返る。

　焦った様子も怒った様子もなく、バロンは静かに微笑んでいた。

「……どういうことだろうか？」

「誤魔化そうったって無駄だよ。混戦で、全員が逃げている途中で、最後尾で、だからバレないって思ったんだろうけど、あたしはこの目で見てたんだから」

「そんな混沌とした状況で、なにをどう見たのかな？」

「あたしはお母さんにこう言われてたの。『センセーからは絶対に目を離すな。特に混乱が生じている時には』って」

「え……」

　まったく気づいていなかった俺も立場がない。

「お母さんは、センセーの命を狙った奴がまだ諦めていない、狙うなら道中にもしかけてくると踏んでたんだ」

「さっきから憶おく測そくでものを言っているようだが」

「センセー、どうして魔獣に踏み潰されそうになったの？」

　リンはバロンの反論も許さず、俺に話を振る。

「それは……逃げる途中に脳が揺れたと思ったら、急に自分の体が重くなって……自分の体がゆっくりにしか動かせなくなったんだ」

「……スロウ魔法をかけられた時の症状に似ていますね」

　レイラが言った。

「皆は私のことを、寄ってたかって嵌はめようとしているのか？」

「要らないんだよね、そういうの」

　リンは怯まない。

「犯人に目星がついてさえいれば、絶対にセンセーを狙っていた証拠は上がるよ。都市に戻ったら妖狐族のすべてのツテを使って徹底的に調べるから、覚悟して」

　リンの迫力は大人たちが圧倒されるほどだった。

「戯ざれ言ごとだな。つまり今はなんの証拠もない。そんな妄想を鵜う呑のみにするほど皆愚かではあるまい──」

「しかしこの中に裏切り者がいる話は、腑ふに落ちる部分もある」

　バロンを遮って、ファガールが発言した。

「な……」

「まず泉での半森人族の襲撃。大まかな旅の行程は協会にも伝えたとはいえ、細かなルートは本当にごく一部……ここにいる面々しか知らないはずなのだ。さらに当日のルートも到着時間も前後している。にもかかわらず、完璧な待ち伏せだった。本来そんな特技を持っているとは思えない半森人族が、だ」

　ファガールは続ける。

「それに先ほどの魔獣についても……思うところがある。逃げる魔物の大群がいたということは、あの魔獣は今日なにかがあって、特に機嫌が悪かったと考えられる。そんなことがたまたまあるか？　加えて我々の踏とう破はルートに都合よく魔獣が現れるか？」

「……いくらなんでもこじつけだろう。魔獣を操れる者など、どこにいるのだ」

「証拠はない。しかし偶然と考えるよりは、何者かがあの魔獣を暴れさせるために手を回し、さらに我らが魔獣とかち合うよう誘導したと考えた方が自然なのだ」

「バカバカしい話だ。この状況下で、味方を疑うなど」

「もちろん自らの身も危険に晒し、そうまでする理由がわからない……。だからあくまで可能性ではあるのだが」

　ファガールはバロンを疑っているとは言っていない。

　リンの話を無条件にすべて信じたわけではない。

　しかし、まったくのデタラメだとも、皆思えなくなっていた。それは互いの表情を見れば、わかった。

　俺も同じだった。今までバロンをなにか裏の目的を持っていそうだという目では見ていたが、俺を殺そうと狙う犯人だとは思ってもみなかった。

　だがその可能性があると考えて、振り返ってみれば──そうだ。

「どうしてあの時……」

　吐き出した声は、震えていた。

　皆の視線が俺へと集まる。

「……他のニンゲンたちが『ニンゲンだけで生きていける算段がついた』と俺に言ってきた話を、知っているんですか？」

　魔の砂漠地帯を移動中、バロンは確かに俺にその話をした。

　だけどそれは、俺と他のニンゲンたちしか知らないはずなのだ。

　あの時はあまりに自然に話してくるし、なにより状況が状況だったので気が回らなかった。

「ニンゲンしか知らない話を、なぜあなたが知っているんですか？」

　それは明らかにバロンの失言だった。

「……バロン、貴様に隠している話があるのは間違いないな」

　黒い警備兵がランスに手をかけた。

「……隠している話がゼロとは言わない。だが今かけられている嫌疑は否定する」

「時間がない今、議論をすることもできないが、この疑いを無視するわけにもいかん」

　黒い警備兵がランスに手をかけた。

「本気で言っているのか？　あとでどうなっても知らんぞ」

「あとのことなどどうでもいい。大切なのは今だ。……拘こう束そくさせてもらうぞ」

　黒い警備兵が動き出すと同時に、魔道士二人が攻撃の構えをとった。しかし動き出さない。明らかに、迷いが見てとれた。

　本当にバロンが俺の命を狙い、また俺たちの足を引っ張ろうとしていたのか？

　まだ実感が湧かない。

　しかし一度想像してしまったからだろうか、バロンが犯人だと言われると、なぜかしっくりとくるところがあった。

　確かに俺は希少な旧世代の生き残りであるニンゲンで、今の体制を批判もしたかもしれない。

　しかし俺をここまで引き立てようとするのはなぜだ？

　襲撃された公開討論会、俺はバロンの指名であの場にいた。

　襲撃犯だとされる男が都市の人々に晒された時、どうして俺を壇上に登らせた？

　バロンが、俺という駒こまに本当はなにをさせたかったか。

　そして今、そもそもこの道中にバロンがいるのはなぜか？

　明らかに戦闘向きではない本人がわざわざ同行している意味は。

　バロンの本当の目的はなんなのか。

　その微笑からはなにも、読み取れない。

「ニンゲンとの取引の前に言い残しておくことはあるか？」

　黒い警備兵が、バロンの目前に迫る。魔道士たちも、もう止めようとはしなかった。

「……これほど皆から私への信頼がないとは思わなかったな。あとは、都市に帰ってからゆっくりと……」




　──ピーピーピーピー。




　突如、まったくこの世界に似つかわしくない機械音が鳴り響いた。

　だけど俺には馴染みのある、電子音だった。

「……なんだ？」

　ファガールが顔をしかめる。

　今この場で電子音が鳴る可能性のあるもの、それは俺が持つあの黒い腕時計もどきしかない。

　しかし同時に疑問が思い浮かぶ。

　未だかつて、黒い腕時計が勝手にこんな音を発したことはなかった。

「……なにをするわけでもないんで、慌てないでください」

　断りを入れた上で俺は左手首の白い布製の腕輪を剝はいで、黒い腕時計もどき──兵器の制御装置でもある通信機を見る。電子音はさらに大きくなった。




『──警告。兵器が使用されました。警告。兵器が使用されました。着弾地点にいる人は直ちに避難をしてください。着弾予定地点は──』




　無情さも非情さすらもなく、ただ淡々と、通信機は俺に事実を伝えた。

　がくんと、俺は膝から崩れ落ちる。

「どうしたのだ、ニンゲンよ」

　全身が意思を無視してがくがくと震える。

　兵器が？　使われた？　スイッチが？　押された？　誰が？　なぜ？　どうして？　今？　だって取引は、交渉は、これからではないか。

「せんせい？」「せんせ？」

　サーシャとエミィの声がどこか遠くで聞こえる。

　事実を、事実だけは、伝えなければ。

「兵器が使用されました……。狙いは……俺たちの都市です……」

　時が止まったかと思った。

「…………なんだと？」

　ファガールの声も、まるで感情を忘れたような声だった。

　だんだんと俺はその恐ろしさを、頭で、体で、心で、理解していく。

「このままじゃ都市が……完全に破壊されるっ!?　都市にいる人は誰も生き残ることはできない……！　誰も……」

　涙ともつかないなにかが目から零こぼれそうになった。

「いったいどういうことだっっっっっ!?」

　黒い警備兵が俺に詰め寄る。

「俺にも……わかりませ──ぐっ!?」

　胸倉を引っ摑まれた。

　数センチ体が浮き上がる。

「ちょ、ちょっと乱暴は」

　リンが止めに入る。

「それどころではないだろう……。このニンゲンが、やはり裏で都市の破壊を画かく策さくしていたのではないのか……？」

「そ、そんなわけないでしょ！　ていうかそもそも、兵器が使われて都市が破壊されるなんて、ウソでしょ？　ウソ……でしょ？」

　気丈なリンはもういなかった。

　俺は泣き出しそうなリンを見ながら、真実を伝えることしかできない。

「噓じゃ……ない」

「フッ……フッフフフ……フハハハ」

　そんな中、一人の男の笑い声が響き渡った。

「フ……フハハハハハ！　信じていいのだなユージ先生!?　……そういう結末になるか……！　都市が破壊されるのか……！　本当に！」

　全員が戸惑う中、唯一バロンだけが、愉快そうにしていた。

「なにを笑っている!?」

　黒い警備兵は俺を放り投げると、バロンの方へと詰め寄る。

「これもまた、運命だな」

「なにが運命だ!?」




「私は裏で画策していた。認めよう、ユージ先生を殺そうとしていたのは私だ」




　あまりにもあっさりと、その告白はなされた。

「なに……なに言ってんのマジで!?」

　激げき昂こうしたのはリンだ。

「なぜ怒る？　君が指摘したのではなかったのか？」

「バロン……貴様が我らを裏切っていたのは間違いないのだな……？　だがなぜ貴様が兵器を……？」

　ファガールは怒りを孕はらみながら、しかし混乱した様子だ。

「画策とは……どういうことですか？　ニンゲンとつながって、いた？　……説明してくださいっ!?」

　レイラも取り乱していた。

「誤解のないように言っておこうか。私はニンゲンと裏でつながっているわけではない。ただ単に、利用させてもらっただけだ」

　バロンは満面の笑みを浮かべていた。

　しかしその笑みは黒く、そして壊れていた。

「答えだけ言ってしまおうか。私は協会の文書通信局にいる。文書配達業務も私の管かん轄かつだ。……さて、ニンゲンからの要求はどうやって都市に届けられた？」

「……手紙か」

「正解だよ、サーシャさん。そして部門の長たる私は、最高の管理権限を保持している。故に、やろうと思えば、文章の改かい竄ざんすら可能だ」

「まさか……」

　レイラが、信じられないとばかりに声を出す。

「ただ全面的な改竄は私にも難しい。流石にバレる。ただそうだな……取引の時間を書き換えることくらいならば、できなくもない」

「取引の時間を書き換える？」

　こいつはなにを言っているのだと思った。

「そうだ。ニンゲンが指定してきた本当の時間は、もう四時間前に過ぎている」

　そんな──。

　そんな──。

　そんな、単純なことで？

「つまりとっくに間に合っていないのだよ。そしてせっかくあたえた取引の機会を無視され、ニンゲンたちは予告どおりのことをした」

　バロンは皆の表情を楽しむかのように、俺たちの顔を見渡す。

「ただそれだけの話だ」

　喋り終えたバロンは非常に満足げだった。

「これが……貴様の……改革派の計画か……」

　黒い警備兵が唸るように言う。

「これは私の個人的な策謀だ。他には誰も、このことを知らない」

　疑わしい発言でもあったが、茫然自失状態の麒人族と鳳人族の魔道士二人は、少なくともなにも聞かされていなかったのだろう。

「でも……まだ……」

　俺は砕けた膝に活を入れ、無理矢理に立ち上がる。

　そして足を踏み出す。前へ。前へ。

　走り出す。

　粒子の細かい砂に足を取られ何度も転びかける。前のめりになって左手を地面につく。それでも前へ。前へ。急ぐ。

　確かにスイッチは押されてしまったのかもしれない。

　でもわざわざ警告音が鳴ったのだ。ならば、キャンセルも間に合うかもしれない。

　もう目の前まできているのだ。

　まだニンゲンたちが……メイコやアルバートが、そこにいるはずだ。話し合いの余地はきっとある。

　最後の可能性があることを信じながらも、しかし同時に思わずにはいられない。

　どうしてニンゲンはそんな決断をしてしまったのか。

　後戻りはできなかったのか。

　どこか心の底で、まさか本当にスイッチを押しはしないだろうと考えていた。

　押すはずがないと。押せるはずがないと。

　だって都市には、何万という人が実際に住み、生きているのだ。

　まさか殺せるはずがないだろう？

　同じ人なのに？

　そもそもお互いに殺し合ってニンゲンは滅亡したのに？

　朽ちて土に半分以上埋まった白い建物にたどり着いた。

　地上に見えているドーム型部分は、本当は建物の最上階に位置するのだろう。

　入り口などと呼べる部分はない。ただ空くう洞どうとなっている部分から、内部に侵入した。

　細い通路が続く。

　太陽の光は建物が壊れた部分から少し差し込んでいるだけで、他に光源がないから内部は薄暗い。

　床はほとんど砂に埋まっているが、ところどころ白い鉄製の部分を見せていた。

　奥へと進んでいく。

　このままいけば、俺たちが眠っていた棺桶もどきがある場所へとたどり着く。もう埋まっている可能性も高かったが、一部分通れる道があった。通路をさらに進む。

　広い空間に出た。外から見えていたドーム型の屋根の中心にきて、天井が高くなった。

　そこに。




　よく見知ったニンゲンがいた。




　それは一番近くにいた、一番話をした、一番苦楽を分かち合ってきた、都市でともに生きたニンゲンだった。

「メイコ……」

　ぽっかりと天井に穴のあいた空間で、しかし建物の造りの影響か、俺のつぶやきはやたらと響いた。

「え……？」

　うつむいていたメイコが視線を上げる。

　ぼんやりと幻まぼろしを見つめるような目が、だんだんと見開かれていく。

「……ユージ……？」

　がれきに腰かけていたメイコが立ち上がる。

　儚くて、今にも消えてしまいそうな雰囲気を漂わせている。その雰囲気がメイコの美び貌ぼうにより神秘性をあたえていて、なんだか人ならざるものにすら見えた。

「なんで今ここに……？」

　目を見開いたまま、引きつった笑みを浮かべる。

「取引の場所はここだって、お前たちが指定したんだろ？」

「くるの……遅くない……？　遅いよ……なんで……なんで今になってきてんのっ!?　バカじゃないの!?」

　キレられる理由もバカだと言われる理由もわからない。むしろ。

「なんでスイッチ押してるんだよっ!?」

　俺も叫び返す。

「なんでって……アンタがこないからじゃん!?　誰もこないから、交渉は無視されてアンタはもう死んでるんじゃないかって……だから……」

「だからって都市を破壊してもいいってことには」

「なんでアンタが言うワケ!?　殺されかけたんじゃないの!?　都市に残るなんて選択をしてバカな目に遭ったアンタのために、アタシたちがどんだけのリスクを負ったと思ってんの!?」

「……助けてくれようとしたことは、ありがたいよ。迷惑をかけたと思ってる。でも俺はこうして無事だから。だったら都市を破壊する必要だって、ないだろう？」

　やさしく語りかけるように言うと、メイコは泣きそうな顔をした。

「でももう……スイッチは押しちゃったから」

　押しちゃったから──もう後戻りはできない？

　大勢の人が死ぬ？

「おいシド……シド！」

　自分の左腕に叫ぼうとして、そもそもここではその必要がないのではと気づく。

『…………なんでしょうか？　ユージ』

　少しの間をおいて、ＡＩのシドが起動した。

　朽ちた施設内にひび割れた機械音が響いている。

「今スイッチが押されて都市に向けて兵器が使われようとしてるよな!?　それを止めることはできないのか!?　発射のキャンセルだ！」

『それはできません』

「なんでだよ!?　俺じゃダメってことか？　本人じゃないとキャンセルできないか？」

『誰であろうと、一度起動した兵器を止めることはできません』

「余計な仕様つけてんじゃねえよ……！　なら……そうだ、ミサイルは一つじゃないだろ!?　今の俺のスイッチで、今作動している兵器の発射装置を破壊することは……!?」

『それもできないようプログラムされています』

「……シド……お前が、動き出した兵器を止めることは……」

『できません。プログラムの制限上、不可能です』

　つまり、絶望の鉄てつ槌ついが落ちてくるのを、指を咥えて見ているしかない？

　頭がぐらぐらして俺はこめかみを押さえた。

「奴の策さく略りやくだけで……こんなことになるのか……」

　それが信じられなかった。

「……奴？」

「たった一人の男に嵌められたんだよ、共和国民も、ニンゲンも……。要求を知らせるために送ってきた手紙、あるだろ？　そこの指定の時間が、書き換えられていたんだ。だから共和国からの使者たちは取引の時間に、間に合っているつもりだった……！」

　ついさっきまで、俺たちは都市を守れたつもりでいた。

「そもそも俺が命を狙われたのも……そいつ一人が仕組んだことだ。俺たちがこうやって対立するように……仕向けていたんだ。たった一人に踊らされて、俺たちは……」

「…………噓でしょ？」

「噓じゃ、ない」

　俺が答えると、メイコはかたかたと震えながら首を振りはじめた。目に涙が溜まる。

「噓って……言ってよ」












「噓じゃ……ないんだよ」

　俺も一緒に泣きそうになった。

「じゃあ……アタシたちのやったことって……？」

　俺はなにも返せない。

「噓でしょ……。ねえ、みんな聞いてよ!?」

　メイコは振り返って叫んだ。

「みんな……？　他のみんなもここにいるのか……？」

　俺からは姿を確認できない。ただ施設は穴だらけでがれきだらけだから、身を隠してこちらを窺うことはいくらでもできそうだ。

「ていうか嵌めたそいつは……誰なの……？　なんの目的があってそんなことを──」




「──これが私の、本当の改革だったのだ」




　バロンの声が、響いた。

　振り返るといつからいたのか、黒い警備兵をはじめとする一行が立っていた。

　子供たちとレイラだけ見当たらない。危険だから外にいるのだろうか。

　バロンはロープで縛られ、警備兵たちから武器を突きつけられていた。

　にもかかわらず、焦燥した様子もなく、むしろこの場の誰よりも余裕を漂わせていた。

「話せ。どういうことか」

　黒い警備兵が指示する。

　しかしその命令がなくても、悠然と構えるバロンは勝手に話し出しただろう。

「私の一族は……私以外生き残っていない」

　種族最後の生き残り。それはサーシャとも被る境きよう遇ぐうだ。

「私は鴇ほう人じん族最後の末まつ裔えいなのだ」

「鴇人族……知らないな」

　黒い警備兵の言葉に、バロンが笑いながらうなずく。

「だろうな。鴇人族は今や忘れ去られた一族だ。協会によって抹消されたとも言うが」

　少しだけ昔話をしよう、そう言ってバロンは語り始めた。

　鴇人族は魔法自体は得意ではなく、高いランクを獲得できる種族ではなかった。

　しかし自分たちの種族が書類仕事に高い能力を発揮できることに気がつく。

　魔法に頼らない頭脳明めい晰せきさという特性を生かし、協会など共和国の中央でも次第に勢力を伸ばした。

「しかし急激に、あまりにも出来すぎてしまったのだ」

　鴇人族は従来共和国の中央にいた者たちの仕事を、その実力で奪っていく。

　そのせいで仕事を奪われた者たちに恨みを買っていく。

「実力主義の世界では当然と言うべき淘とう汰たを……しかし当時の協会の者たちは、嫌ったのだ」

　政治的策謀によって鴇人族は仕事を奪われ、都市から追いやられてしまう。

「共和国がそんなことを……」

「しないと言いきれるだろうか、ファガール先生？」

　ファガールも、黒い警備兵も反論しなかった。それは、どこかに思い当たる節があったからだろう。

　都市を追われた鴇人族は魔物が跋ばつ扈こする中で、生きてはいけなかった。

　一族は安住の地を見つけられず、瞬く間に数を減らした。

「常に死に晒された環境だった……。病気で死ぬ者。飢えて死ぬ者。魔物に殺され死ぬ者……。……多くの一族の死を見てきた。この目でな……！」

　そして唯一最後に残ったのが、当時はまだ幼かったバロンだった。

「ほぼ都市外で生まれ育った私が都市を訪れた時には、すでに鴇人族の名前は忘れ去られていた」

　鴇人族であることを隠したバロンは、実力でもって協会の仕事を得て、今の地位まで上り詰める。

「すべて、実力主義とうそぶきながら実際には権力を握った奴らが、自分たちに利するように支配するこの共和国の体制……、そしてそれを免めん罪ざい符ふに自分たち以外の者を当然のように切り捨てる社会のあり方を……破壊するためだ」

　滔とう々とうと語るバロンの目は、ギラつき、怪しく輝いていた。

　それは自分の怨おん念ねんのために人としての大事ななにかを売り渡した者にしか出せない、光だ。

　主張自体は正しいところもあるのだ。だから俺も手を貸した。

　同情すべき背景だってある。

　なのに、どうしてその想いがここに行き着いてしまったのか。

「今の共和国は一度壊されない限り、新しいものにはならない。……私はずっと機会を窺ってきた。協会での地位も手に入れ、改革派を組織した。そして本格的に動き出した矢先に現れたのが……ニンゲンという新しい異物だ」

　偶然落ちてきた、ニンゲンというピース。

「間違いなく利用できると思った。元は現体制を破壊するため共和国内に争いを起こそうと目論んでいたが……その役をニンゲンに担ってもらうことにした。ニンゲンが怒り牙が都市に向けば、共和国は未だかつてない危機に陥り、必ず本性が露ろ呈ていする。その時こそ、改革が成功する下地ができるはずだった」

　溢れる喜びを隠しきれないようにバロンはくくくと笑う。

　その姿は異様で、やはり、壊れていた。

「いきなり都市が破壊されるとは予想外だったがな！」

　叫んだバロンに対して、黒い警備兵はランスを握り締めたまま静かに尋ねた。

「……都市の破壊までは……計画外だったとでも言うのか？」

「目論見と異なっていることは認めよう。しかし……これはこれでいい。むしろ、これでよかった……。都市の一つくらい破壊しなければ腐りきった共和国は変わらない！」

「……だから旅にも同行し様々な妨害をしかけたというわけか……」

　ファガールが呻くようにつぶやいた。

「誤った時間を伝えただけでは看破される可能性もあったからな。半森人族を雇い、私の昏睡魔法でロイジィを眠らせた。また高額な懸賞金を餌に無知な盗賊を魔獣のテリトリーに侵入させ暴走のきっかけを作った。結果、我々は間に合わず、兵器は放たれた」

　バロンはにやりと唇の端を吊り上げる。

「五大都市のうちの一つ……つまり共和国民の五分の一を犠牲にするというのか……。改革のために……」

　黒い警備兵は愕然とした様子だ。

「しかしそれぐらいしないと変わらない」

　バロンはまるでものわかりのよくない子供に教えるように、説明を続ける。

「同じ法やルールを適用しながらも、都市はそれぞれ独立して自治をおこなっている。我が都市トップ陣のローワンやアルマスの考え方が変わっても、結局他の四つが変わらなければ、多数派に押し切られてまた元の形に戻るだけだ。しかし都市の一つが消えたとなれば……共和国全体が考え方を変えざるをえなくなる」

「……正当な手続きで変えていく方法も、あったはずだ」

「私だって何年もの間、協会で働いてきたのだ。それが不可能だということくらいは、わかっているつもりだ」

「バロン様！　私たちが望んできた改革は……あくまで都市に住む人々の幸せのためにと……」

　その時声を上げたのは、麒人族の魔道士だった。

「犠牲がまったくゼロでないことは、承知していました。しかし罪のない人々を巻き込む未来を望んだわけでは……」

「私が自分の中で描いてきたことと、私が改革派に見せてきた幻想では、目指すところが違うのだよ」

「……そんな……そんな……」

　がくりと魔道士は膝をついた。

「貴様のような存在に……！」

　黒い警備兵が怒りに声を震わせている。

「貴様の独りよがりで、都市が破壊されるなどということが……あっていいわけが……ないだろうっっ！」

　黒い警備兵がランスを振り上げた。声を上げるヒマもなく、ランスが振り下ろされる。

　──ランスは床に深く突き刺さっていた。

「……ここで殺してもどうにもらならん。貴様には法の裁きを受けてもらう」

「都市に裁く者が残っていれば、な」

　不敵な挑発に、しかし黒い警備兵はランスを引き抜いただけで乗らなかった。

　バロンに割り込まれ気をとられたが、今はそれどころじゃない。まだ確認すべきことがある。

「おい、メイコ」

「……なに？」

　俺を見つめ返すメイコの目は、ここではないどこかを見ているようだ。

「……整理させてほしい。兵器のスイッチを押した……のは事実なんだよな？　具体的にはいつ、なにが、どうなるんだ？」

　まずはその事実の確認だ。

「ミサイル……兵器が都市の中心に落下して、たぶん都市は壊滅。その周辺もまとめてかな。……あと十五時間で」

「半日……」

　今すぐというわけではないのは、救いだった。

　だけどなにかをする時間があるかといえば……。

「今から急いで帰れば夜中のうちには戻れるから、そこから避難をすれば……」

　都市は破壊されても、人は死ななくて済むかもしれない。

「全員、逃げられますか？」

　そう言ったのはレイラだった。

　子供たちもつれてきている。外から話を聞き、危険はないと判断したのだろう。

「皆が適切に行動すれば……」

　しかしサーシャやエミィの姿を見て気づかされる。

　健常な大人ならいいかもしれない。

　けれど子供は？　老人は？　体の不自由な人は？　病気の人は？

「……もし避難行動をおこなうなら、優先順位を決めてとなるだろう」

　黒い警備兵は言うが、歯切れが悪い。

「どうせランクの高い者を優先させるのだろう？　そうするしか能がない」

　バロンは勝ち誇ったように言った。

「ランクの高い者から順に逃げ出す避難計画を、どうやって皆に伝える？　今の状況下で納得してもらえると思うか？　かといって全員一斉に逃げろと言えば、間違いなく通りに人が殺到し避難などままならないはずだ」

　黒い警備兵は反論せずに苛立たしげに拳を握る。

　バロンの予言する未来が、的を射ているからだろう。

「共和国の者どもは、そうやって最悪の結末を迎えた時初めて、自分たちの愚かさを知ることになるのだっ！」

「よくもそんな悪魔じみたことを……！　人の命をなんだと思っているのだ……！」

「よりよい未来のための、必要な犠牲だ。間違えないでもらいたいが、私だって誰かの命を奪いたいわけではない。それに命を奪うのは、私ではない。……悪魔という言葉を向けられる者は別にいるのではないか？」

　バロンの言葉に、自然と皆の視線がメイコに集まった。

「貴様が……兵器を使ったニンゲンか」

　一歩、二歩と黒い警備兵が、近づいてくる。

　そこに込められた感情と今からなにをするつもりなのかが、読み取れない──。




『動くな。それ以上近づくと、他の都市もまとめて破壊する』




　スピーカーを通して、その声は聞こえてきた。

　ひび割れていて、音質はあまりよくない。しかし誰の声か判断するくらいはできた。

「いるのかアルバート!?」

　ニンゲンだけで生きることを提案した、ニンゲンの中で一番の切れ者だ。

『ユージ……生きてたんだね』

　俺の声も向こうに聞こえているらしい。

「ああ！　どっかから見ているのか？」

『そうだよ。僕……いや正確に言うと僕たち、だけど。よーくそこが見える位置にいるから。妙なマネはしないでね、全員。少しでも怪しいと感じたら……どかんだ』

　答えたのはアルバートだったが、後ろでもなにやら声が聞こえていた。何人かで一緒にいるのかもしれない。

「なぜ……なぜそこまで巻き込もうとする!?　我らは取引にきたんだぞ！」

　ファガールが叫んだ。

　と、同時にぞわりと総毛立つ。

「そちらがその気ならばしかたがない……。他の都市まで破壊すると言うのなら、ここにいるニンゲンを殺すぞ？」

　俺の背後に黒い警備兵が回って、おそらくランスを突きつけている。

『──どうぞ？』

　しかし返ってきたのは、俺にも黒い警備兵にとっても予想外の言葉だ。

「え……？」

　俺も思わず間抜けな声を漏らす。

『そうするってなら、どうぞ。まー、できるだけ守りたかったけど、無理ならしかたないよね。そっち側にいった奴だし』

「そこのアンタ……確かユージの同どう僚りようのファガール先生だよね。隙を見てアタシを捕まえようとしているでしょ？」

　メイコがファガールに対して淡々と言う。

「それもね、無駄だよ。アタシだって切り捨てられるだけだから、人質の価値はない」

　──皆が俺のために危険を冒してくれたことを、どこかで嬉しく思う気持ちはあった。

　やりすぎだろうと感じながらも、自分を助けるために動いてくれたことに、感謝していた。

　だけど単純に俺を助けるためだけに動いたわけじゃ、なかったんだ。

　無理なら諦められる、所しよ詮せん線引きされた向こう側にいった存在が、俺だった。

「……なんだ、なにを考えているのだニンゲンたちは？」

　ファガールは困惑していた。

「おい……アルバート。どうせお前が仕切ってるんだろ……？　なんでこんなことになったか……説明しろよ。メイコ一人だけここに残して自分は隠れんなよ……！」

　俺はどこかから見ているはずの男に向かって言った。

『勘違いしないでほしいんだけど、そこにいるのはメイコの意志だよ。むしろ僕は全員でとっととこの場所を離れたかったんだけど。でも色んな意見もあってね……』

　歯切れの悪いもの言いは、本当に不本意そうに聞こえた。

「……どうしてこんなことをしたんだ？」

　やはり俺はそれを聞くしかなかった。

「もちろん……俺が襲われたのがきっかけなんだろうし、本当に迷惑もかけて、俺を助けるためにも動いてくれたことは感謝してるんだけど……」

『いやちょっと……それは……』

『お前は本当におめでたいな』

　がたがたとスピーカーの向こう側で揉もめる気配があって、アルバートではない別の男の声が、聞こえた。

『お前のせいでこんなことになったっていうのに！』

　大声で怒鳴る声。スピーカー越しじゃひどくひび割れるし、誰かわからない。

『じゃあ間抜けなお前にもわかるように説明してやるよ！　北の都市にいった俺たちが、どうなったか！』

　北の都市にいった……そうだ、あいつの声だ。

『俺たちは理不尽なやり方で……都市を追放されたんだ！　知恵を働かせて俺たちが作った手柄を、都市で幅を利かせている連中に横取りされてな！』

「追放……？」

『そうだよ！　連中は俺たちの手柄を奪いとるだけじゃなく、仕事で不正をおこなったと俺たちを嵌めやがった。それで追放だ。もちろん不正なんてやってないぞ！』

　それは奇くしくも、バロンの話と似ていた。

「共和国のどこの都市も同じく腐敗しているということだ。今も昔も、変わらずに」

　バロンはどこか満足げに口にした。

『そんなことされるなら……もう僕たちだけで生きていくしかないでしょ』

　話し手はまたアルバートに代わった。

『そもそも僕らはそこまでされても、共和国側に対してなにもしなかった。自分たちだけで生きていこうと、都市を出ていくことにしたんだ』

　俺は本当に、たまたま恵まれていただけなのだろうか。

『なのに今度は、ニンゲンの命が狙われた。だからこっちも命を狙った』

　その言葉は重く、ここにいる者の肩にのしかかった。

『復ふく讐しゆう？　それもまた違う。別にユージ一人を助けるためでもなかったんだ。僕たちは生き残るために必要なことをした。そうさせたのは……あんたたちだ』

　アルバートはよく喋った。

　罪悪感がそうさせていると考えるのは、深読みか。

『だってやるしかないでしょ？　ここで泣き寝入りしたら絶対に舐なめられる。ニンゲンは触れるべきではない恐怖の存在として禁きん忌きになることで、僕たちだけでひっそりと暮らしていく──その計画が、全部おじゃんだ』

　禁忌となり、隔絶されて生きていく。それがアルバートの、計画。

『だからわからせてやる必要があったのさ。ニンゲンに手を出すと、どうなるか。幸いユージは生きているようだから助けようと思ったんだけど……まあ、結果こんな形になったね』

　アルバートは疲れ切ってなにかを諦めてしまったような口調だった。

　きっとアルバートたちにも、他のニンゲンたちにも、本当に色んなことがあって、ここまでいきついてしまった。

『というわけで、僕たちが本気なことはわかったかな？　そして本当の原因がどこにあるかも』

　最後にアルバートは、俺だけではなく他のメンバーに向かって語りかけた。

「……貴様たちなりの事情があるのはわかった」

　黒い警備兵はそう言った。

「だが同時に……やはりニンゲンが共和国の敵だということも、わかった」

　ランスを構える、そんな音が背後でした。

「貴様はどちらの味方なのだ、ニンゲン」

　ランスを俺に突きつけたまま、黒い警備兵は俺に聞いてきた。

「どっちとか……そんなのまさしくバロンの思う壺つぼじゃないですか……」

「そのとおり、だな。我々はバロンに踊らされた」

　いつでも攻撃に移れるような姿勢だったファガールが、構えを解いて言った。

　落ち着いた声に、少しだけ場の空気も平静さをとり戻す。

「だが……バロンが特別に優れて狡こう猾かつだったとは、思えないのだ」

　その時満足げだったバロンの表情が、曇った。

「むしろ骨のない、当初の目的から大きく道を外れてもそれが狙いだったとうそぶき自分をも誤魔化そうとする、事態の掌しよう握あくを何一つできていないまがい物だろう」

「ほう……そのまがい物によって危機に陥ったのは、どこの誰だろうか？」

　静かに言いつつも、明らかにバロンは頭に血が上っていた。

「貴様がすごかったのではない。ただ単に……我々が愚かだっただけだ」

　ファガールの低い声が、妙に胸に染みた。

「疑心暗鬼が、まがい物を信じさせたのだ。我々が一つになり互いに信じることができていれば、結末は変わっていただろう。だけど我々は……わかり合えなかった」

　人々が互いを疑うその隙間に、バロンはつけ込んだ。

　また俺は見せつけられることになるのか。

　旧人類が滅んでいったように。

　一つの都市が破滅へと向かっていく道を。

　そして一つの都市の破滅は、どんな連れん鎖さを生み出してしまうのか。

　行き着く先まで行き着いてしまうかもしれない。

　つまりは再びの──人類滅亡に。

　誰もが最悪の事態を想像し重く口を閉ざす中、バロンが話しはじめた。

「そうだ……今のままの世界で、違う種族の誰かと誰かがわかり合うことはできない。まして根本からわかり合うなど……絶対に不可能だ！」

　一人勝ち誇るようにバロンは言う。

「ランク付けされた実力主義で平等だと言いながら、結局自分たちを利するようにしか考えられない今の世界は、一度破壊されない限り変われないし、真の理解になどたどり着けないのだ！　……まあ、そもそも共和国民とニンゲンという隔へだたりのある存在は、世界が変わったとしてもわかり合えないだろうが──」

　その時だった。

　ぱたぱたと三人の少女が、俺の横を駆けていった。

　あまりにも突とつ飛ぴで、あまりにも虚を突かれすぎて、誰も動けなかった。

「え──」

「なにをしているのですかっ!?」

　レイラが叫んだ。三人を止めようとしている。

　当然だ。

　だけど三人の少女はお構いなしに進み、メイコの目の前に立った。そして。




「友だちにならないか？」




　サーシャが、そう言った。

「は……？」

「せんせの……お友だちですよね？」

　唖然としたメイコに、エミィが尋ねている。

「友だちの友だちは、友だちになっていいよねって話」

　リンまで明るく話しかけている。

「危険だ！　下がれ！」

　子供たちを守るためファガールが近づいていく。

「いや……いやいや……なに言ってんの？　状況わかってる？　話聞いてた？」

　メイコも完全に困惑している。俺も同様だった。

　いったいなにを考えているのか。

「難しい話はよくわからないのだ！」

　サーシャは堂々と宣のたまった。

「わからないが、こうしようと決めていたのだ、なあ！」とサーシャは隣の二人に振る。

「喧嘩になるかもしれないと思っていたので……」

「あたしたちが友だちになると、話が早いでしょ？　そうすれば人質になっても大丈夫かな～って」

　三人だけ場違いに明るかった。

　今この場の空気を完全に無視している。明らかに対応を間違えている。

　だが間違っているが故に、圧倒的にその行動は正しかった。

　だって蔓まん延えんしていた行き場のない絶望感が、完全無欠に破壊されたのだから。

「ふっ……ははは！」

　俺は思わず吹き出して笑ってしまった。

　つーか笑うしかない。

　まったくもって、誇るべき、素晴らしい子供たちだ。

「貴様までなにを笑って……！」

　俺にランスを突きつけたままの黒い警備兵に言われる。

　それがどうした？　今の俺にはそう言える。

　深刻な話を深刻なトーンのまま話したって、なにも変わらないのだ。

「いや確かに難しく考えすぎだな、大人たちは！　俺もバカみたいに思えてきたよ……ってことで言わせてもらいます！」

　笑うと怖さが吹き飛んだ。

　子供たちの期待のまなざしに、むしろ楽しくなってくる。

　そうなった時、光が差した。

　見方を変えるだけでこんなにも世界は変えられるのか。その事実に驚く。

　ニンゲンからは、お前はもう向こう側だと線引きをされ仲間には入れてもらえず。

　共和国で生きる道を選びながらも部外者扱いのままで共和国民にもなりきれない。

　どちらからものけ者にされてしまう。

　そんな俺にだけ、見えること。

「結局、どっちもビビりすぎなんですよ。だけどそれは、本当は全然見当違いで」

　黒い警備兵も、ファガールとレイラも、魔道士二人も、バロンとバロンを捉える警備兵二名も、虚を突かれたような顔で俺を見ていた。

「共和国民は……ニンゲンの兵器を恐れている」

　それは当然のことだろう。自分たちよりもはるかに発達した、だけどその力によって滅んだ種族の力なのだ。

「でも実際は……元から、五回しか兵器は使えない。スイッチは五つしかないから」

『ユージっっっっっ！』

　アルバートが叫んでいた。

　そりゃ、アルバートの言っていた計画のことを考えりゃ、そうなるか。

　だってこれは盛大なネタバレなんだ。

　でも俺に止まる気はない。

　止めたいのなら、ここに出てきて止めてみろ。

「それを使い切ったらもう、おしまい。今発射されたやつはわからないが……この施設を破壊すれば残りはもう作動すらしないかもしれない。その程度のものなんだ」

『ユー……ジ……っ』

　声も出せないほどに焦っているのか？　案外、もろいんだな。

　それだけめちゃくちゃをやっているのかもしれない。

「逆に、ニンゲンも共和国民を恐れすぎている」

　だからこっちの幻想も打ち破らなければフェアじゃない。

「魔法を使えるからって、警備兵は軍隊もどきを作ってるけど、結局は魔物狩ってるだけだし。都市の近くの魔物も強くないから、実際の軍隊としての完成度は……ぶっちゃけ大したことないぞ。なんたって魔獣との戦いじゃ、ド素人の俺のアドバイスがなけりゃ勝てなかったくらいだ」

　黒い警備兵がわなわなと震え始めたようだが……それも無視だ。

「戦闘に向いている魔法も思ったより多くないし、たぶん俺たちが過去の知識を駆使して本気を出せば、いい勝負できるぞ。なんたって……、自慢することじゃないけど俺たちの時代には本物の戦争があった」

　都市に住む人々はニンゲンを恐れている。

　ニンゲンも都市に住む人々を恐れている。

「どっちもその程度なんですよ。なのになんでこんなに、互いにビビってしなくてもいい争いをしているんですかね？　お互い自分と自分の大切な人を、守りたかっただけのはずなのに。だったらもうお互い敵だなんて考えない方がいいですよね」

　難しく考えるのをやめて、子供みたいな発想をする。

「もう遅いなんてことはない。もう無理だなんてこともない。だってまだ誰も……死んでいない。俺も、都市の人も」

　姿が見えないニンゲンに向けて、俺は言う。

「だからみんな！　今から出てきてくれないか！　どうせ近くにいるんだろ？」

　俺の提案に、共和国民側も驚いていた。

『……なにを……？』

　掠かすれたアルバートの声が聞こえる。

「協力し合おう！　ニンゲンと共和国民とで！」

　俺は提案する。

「もうすぐ都市が一つ壊滅するんだ……そんな危機に陥ってる。でも、まだ、間に合う！　止められる、救える命がある！」

　根拠もないただの理想かもしれない。

　でもその理想を、俺は掲げ信じたいのだ。

　だって俺たちニンゲンは、滅亡してしまった。

　でも今の人類にはまだ、可能性がある。

「俺たちは今……人類を救えるんだよ！」

　それは果たせなかった、俺たちの夢だ。

　人類の──、いや俺たちニンゲンにとっての──、最後の救済だ。

「なに言ってんの？　救うって言ったって自分たちで撒まいた種じゃん」

　メイコが、言った。

　この場所にいる唯一の、まだちゃんとニンゲン側にいるメイコが、言った。

「でも人類の危機って……いつもそんなもんだったと思わないか？」

　いつも振り返れば原因は自分たちで。

「マッチポンプもいいところだねぇ……」

　メイコは呆れたように首を振る。

「あーあ、本当にバカだね、ユージは。むちゃくちゃだもん。でもバカなのはアタシも……同じだ。ていうかユージのバカさにちょっと期待してたわけで」

「……そんなバカバカ言わなくても」

「よーし、決めた！」

　気合いを入れるように言って、メイコは自ら前へと歩み出る。

　そして、三人の少女と至近距離で向き合った。

　ファガールもレイラも魔法が放てるように構えている。

　黒い警備兵だっていつでも飛びかかれる体勢だ。

　物騒なことこの上ない。

　でもここに、武器なんてものは要らない。

　年長者としての責任感だろう、リンがサーシャとエミィより一歩前へ出た。

「……でもさ。やっぱり気になっちゃうんだけど……」

　その時メイコが口を開く。

「……アタシたちに今さら友好的になる権利……ある？　だってアタシ、あなたたちの都市を壊そうとしてる……最低な奴らだよ」

「でもそれはなんか……すれ違いがあったっていうか……。一番悪いのあいつだし！」

　リンはビシッとバロンを指差した。

「……ははっ。間違いないね。……いや子供ってまぶしいわ」

　メイコは少し吹き出して、リンにもう一歩だけ歩み寄る。

　そして二人は、手を取り合った。

「これで友だちだな！」

「わ、わたくしもですっ」

　そこにサーシャとエミィも加わって、四人で手を取り合う。

　怯えのない子供たちに、メイコは弱ったような、でもやさしい声で言う。

「アタシも嬉しいよ。でも……しつこいけど大丈夫？　アタシはニンゲンだよ？　怖い奴かもしれないよ？　いきなり友だちになって、いいの？」

「せんせいの友だちだから、大丈夫だ」

「なるほどね。……まあアタシもユージの生徒だから疑いもなく友だちになろうとするしなぁ」

　メイコは納得したようにうなずいた。

　しかしそこで、なぜかサーシャが首を傾げる。

「あれ……友だち以上の存在か？」

「んー、残念ながらアタシにその気はないんだよねー。ユージは違うみたいだけど」

「おい」

　一回告白している以上、強く否定もできないが……。

「……やられたね、こりゃ。使者の中になんで子供がいるのって感じだったけど、こうなってみると、まったく見事にハマっちゃったよ」

　言いながらメイコは、あらためて三人の顔を見ながら言った。

「アタシはニンゲンの……メイコ。よろしくね」

　それはただの握あく手しゆにすぎない。

　ただこの状況下、この場面でやることには、大きな意味がある。

「……で、子供たちが頑張ってくれたけど、どうすんの？」

　メイコが俺に振ってくる。

　メイコと子供たちが示してくれたこの道筋を、無駄にするわけにはいかない。

「今すぐに全員手を取り合って、友だちになろうって話じゃない」

　俺は共和国民と姿の見えないニンゲンに向かって、言う。

「人によって考えも違うだろうし、やっぱり互いを許せないって気持ちもあると思う。でも共和国民だろうがニンゲンだろうが、そんな区別なしに都市の破壊を止めたいって同じ想いを抱いている人もいる」

　その想いは大なり小なり、きっと皆が持っているはずだ。

「種族の垣根とか、旧人類とか現人類とかを越えてさ……その想いだけでつながっちゃいけないのか？」

　どれだけ姿形やできることが異なっても、人の心は変わらない。

「なあ、ニンゲンもそうだよな！　兵器を使っても結局人が死ななきゃいいって思ってるよな!?　俺にはわかるぞ」

　俺は勢いをつけてニンゲンに訴えかける。

「だっておかしいもんな！　誰がどう決めたのか知らないけど、兵器の着弾が半日後って！　わざとタイマーを設定して時間を作ってるよな!?」

　そう、悪に徹しようとしながらも彼らは。

「すぐに発射する設定でもいいのにわざと時間を作って……その間にみんなが避難すればいいって、思ってたんだろ!?」

　本物の悪には、なれない。

「色々細かく考えなきゃいけないことがあとに待っているとしても、今だけは同じ想いの下に同じ目的のために、一緒に戦わないか!?」

　言い終わったあと、場はしんと静まり返った。

　黒い警備兵やファガールたちも、余裕振っていたバロンさえも、なにも言わずに黙って成り行きを見守るだけだった。

　そして俺の言葉が……いや。

　俺とサーシャ、エミィ、リンとのつながりが。

　俺とメイコのつながりが。

　俺を介してできた新しいつながりが。

　確かになにかを、動かしたのだと思う。

　全員ではない。

　アルバートもいないし、北の都市からの仕打ちを訴えたあいつもいない。

　だけど──。

『いくんじゃない！』という声すらスピーカー越しに聞こえた。

　でも女子一人と男子二人のニンゲンが、施設の奥の方からがれきを掻き分け、この場に出てきてくれた。

「みんな……」

　出てきてくれたことに加え久しぶりの再会に、俺の心も揺さぶられる。

　少しやつれている気もしたが、皆元気そうだ。

「みんな俺の言ったことをわかってくれて……」

「まあ、メイコが頑張ってたからね」

　女子が言う。さらに男二人も。

「だよな。アルバートがここを離れようって言ってるのに、もしかしたらユージが遅れてくるかもしれないって粘ってさ」

「命を賭けてでも一人ここに残るって、押し切って」

「……俺のこともちょっとは褒めてくれていいんじゃないのか？」

　なぜ俺の話題が出ない。

「大丈夫、アンタのキャラが扱いをそうさせるだけだよ」

　メイコに言われた。

「なんなんだよ、そのキャラ!?」

　メイコとサーシャたちに笑われてしまう。不本意だ。

　でもその笑いはニンゲンと共和国民の垣根なく起こった、笑いだ。

　ふと、ファガールとレイラと目が合った。

　二人はニンゲンたちの方へと、歩み寄ってくれていた。

「我はまだ完全に認めたわけではないが……」

「ファガール先生。今の私たちに、とやかく言っているヒマはありませんよ」

　こういう時は意外とレイラの方が肝きもが据わっている。

「……今一番に考えるべき目的は、一つだな」

「私たちも……」「俺たちも……」

　絶望に打うち拉ひしがれていた魔道士たちも、バロンを拘束したままの銀色の警備兵たちも、協力を申し出てくれた。

　まだしゃしゃり出てくるかと思ったバロンだが、なにも言わずぼうっと俺たちのことを眺めていた。

「私もなにも許していないし、納得できてはいない。やはりニンゲンのやろうとしたことは、異常だと思う」

　ランスを納め、戦闘態勢を解除した黒い警備兵は言う。

　なんら不思議はない考えだ。むしろ真っ当である。

「だが……この危機を乗り込えるためには、ニンゲンの力が必要なはずだ」

　黒い警備兵は一度自分の気持ちを飲み込む決断をしてくれた。

「都市のために、私にできることをしよう。ニンゲンとも協力したい」

　そこには確かに、歩み寄りがあった。

　絶望的なまでにすれ違って、選択を誤り、追い込まれてしまって。

　それでもなお、わかり合おうと前に進むことはできるのだ。

　ならば俺も最後まで足あ掻がくだけだ。

「おいシド！　キャンセルはできないことはわかった。ミサイルの発射を止められないことも。だけど……なにか別の方法で都市の破壊を食い止められないか!?」

　過去の遺産に縋る余地はもうないのかもしれない。でもヒントくらいは、拾える可能性はあった。

　愚かだったかもしれない。

　けれどもニンゲンは、偉大だった。

『ニンゲンにはできません』

　──ニンゲンには？

　聞き方を変えるとシドの答えが少し、変化する。

「じゃあ……ニンゲンだけじゃない、都市に住む人々も合わせて……人類みんなの力が合わさったとすれば……？」

『力が合わされば、可能性はゼロではありません』

「……ははっ」

　思わず、笑ってしまう。

　やっぱり道はあるじゃないか。なにも終わりじゃなかった。

　旧人類の英知である科学と、現人類の魔法が合わされば、今までにはありえなかった可能性が広がっても不思議ではない。

『ですがその場合は……私を現地に持ち出す必要があるでしょう』

「ＡＩを持ち出す……？」

『本体ごと持っていくのです』

「ああ……それで？」

『ただし一度持ち出すと、バッテリーが完全に死にます。私は二度と起動できなくなるでしょう』

　二度とシドが使えなくなる。人類の英知が失われるに等しいことを、他のニンゲンたちが許してくれるかだが……。

「迷ってるヒマないでしょ!?　やるしかないじゃん！」

　一度腹を決めたメイコは心強い。

　この場に出てきてくれた三人のニンゲンも、うなずいてくれた。

「お前を持ち出して、都市に戻ればいいんだな!?」

『はい。それと、現地で私を操るニンゲンが要ります。コンピューターに精通している必要があるでしょう』

「俺やメイコじゃ無理ってことか……？　誰ならできるんだ？」

『アルバートです』

「なるほどな……」

　流石は、俺たちの中で一番優秀なニンゲンだ。

「聞こえてるよなアルバート！」

　俺はスピーカーの向こう側に呼びかける。

『なんなんだよ……。なんなんだよホントにさ……』

　その声は弱々しいものになっていた。

『はじめ考えていた計画と……もう全然違うよ……』

「こうなったらしかたないだろ！　アルバートならわかってると思うけど！」

　俺も合わせて五人のニンゲンが、共和国側への協力を表明している。このまま都市に向かうことになるだろう。

「ニンゲンが生き残るために今一番必要だと思うことをしてくれ！」

　アルバートは、その目的のために動いていた。

　それも自分一人のためではなく、皆のことを考えての行動だった。きっと、わかってくれる。

『……僕たちが都市にいったら、捕まって殺されるんじゃないの？　身の安全は保証されるの？』

「都市を守るための手助けをしてくれるというのなら、その成否にかかわらず、ニンゲンの安全は保証する。……我が剣に誓おう」

　答えたのは意外にも黒い警備兵だった。

『……この時代の武人の考えも、剣に対する考え方も僕にはわかってなくて、全然重みはわからないんだよな……』

　音声が途切れてしばらく後、がれきの向こうから金髪の男が現れた。

「でも……信じてみてもいいかなとは、なんか思うね」










　タイムリミットは十四時間。

　すぐに都市へと舞い戻った。

　途中からは日も落ちた中の移動で危険も大きかったが、奇跡的な早さで帰ってくることができた。

　大活躍したのはもちろんロイジィだが、実は半森人ハーフエルフ族の貢献もあった。

　半森人族に預けていたロイジィが、献けん身しん的てきな世話で体力を回復し、休憩もほとんど取らずに一気に駆け抜けることができたのだ。

　都市に戻ると、俺たちはすぐに都市の協会を中心とするメンバーと話し合いを持った。

　一刻の猶ゆう予よもない。その理解を得ると、協会の力を総動員して場を作ることとなった。

　今や夜は深まっている。

　残された時間は、六時間となっていた。

　ごく一部の夜行性の種族以外は、完全に寝静まっている時間だ。

　にもかかわらず、今都市の中央広場には何千もの人々が集まっていた。

　発令されたのは、『緊急事態宣言Ａ級』。

　その緊急事態宣言は、都市が存亡の危機に瀕ひんし喫きつ緊きんの行動が必要になった時のみ発せられる。誰も発令されることがないと思っていた、宣言だ。

　そしてそれがこんな夜半にあった。

　さらに隣家の者も叩き起こせと令が下っている。

　誰だって嫌な予感はするだろう。

　大人も、幼い子供も、老人も、ある者は眠い目をこすりながら、しかし大半は不安と興奮によって目が冴えた状態で表へと出てきていた。

　舞台の中心は、先日俺を襲った犯人確保の発表もおこなわれた、あの建物がある広場だ。

「ニンゲンとの交渉は結局どうなったんだ!?　発表ねえぞ！」

「それが今発表されるんじゃない……？　こんな時間だけど……」

「破壊予告時間は過ぎたから大丈夫なんじゃないの……？」

　人の海は前回以上だった。

　熱気も相当のものだ。灯りだけでなく、人の熱でも温度が上がっている。

　しかし当然、都市の全員を押し込めるほど広場は大きくない。

　だがこれからおこなわれる話は、都市の全員が聞くべきものであった。

「やっぱり交渉は失敗したんだ……！　絶対そうだろ！　じゃないとこの時間に集まれって言わないよ!?」

「都市は滅びるのか!?」

　群衆には不安が募っている。状況を考えれば当たり前だった。

「みんなここにいちゃダメだっ！　早く逃げろっっ！」

　広場で一際大きな声で叫ぶ者がいた。

「逃げろって言ったってどこに逃げるんだよ!?」

「そうよ！　夜は魔物も出るから危険よ！」

　都市の全員にすべての情報が落ちているわけではない。

　判断材料が足りないから身動きも取れないだろう。

「避難するにしても、避難計画に沿ってになるだろうさ！」

「避難計画？」

「そうだ、ランクの高い者から優先で避難していく計画だ！」

　計画は、ランクの高い者を優先することで国力の低下を最低限に抑えるという、当時の共和国なりの合理的な判断に従ったものだ。

「まあ……当然よね！」

「その中でも都市に貢献している種族から順にだよな」

「おいそれは誰が決めるんだよ」

「まあまあ、高ランク同士で争う必要はないよ。僕らは大丈夫だよ」

　そもそもこの広場に今こられている者たちは、ランクの高い者が多い。

　家賃の高い都市中央に居を構えられている時点で、稼ぎがいいはずなのだ。

「ランクで避難順を決めるなんて、おかしいじゃないか！」

　だが当然、低ランクでこの場に駆けつけている者はいた。

「だから腐った体制とそこにしがみつく保守派の連中は、改革派に一いつ掃そうされるべきなんだ！」

「改革派とか保守派の話は今はどうでもいいだろ！」

「またそうやって議論から逃げて……！」

「つーか、改革派のバロンに不正があったって話も聞いたぞ！　捕まったって！」

「それはまだうわさの段階で……」

「ちょっと落ち着こうよ!?　今からの発表を聞いてからでしょ！」

　混乱と小競り合いは各所で起こっている。

　そんな中、都市の全共和国民に平等に話を伝えるため、各地に派遣されたのが、幻げん人じん族であった。

　幻人族は同じ種族同士なら離れていてもそこにいるようにコミュニケーションができる。俺も実際に見たことがあるが、まるでテレビ電話だった。

　一人の幻人族が広場にいれば、各地の幻人族がその映像を都市中に届けてくれる。

　これは今までやったことのなかった試みで、俺の提案に当の幻人族が驚いていた。

　今はこの広場以外でも、人が多く集まって中継が始まるのを待っている。

　情報を等しく伝える、それは当たり前のことのように思えるが。

「こういうことを、もっと早くすべきだったのかもしれないな」

　水すい神しん族のアルマスはそう漏らしていた。

「わしら中央も、都市の末端の人々に対する慮おもんぱかりを忘れていたんじゃろうな」

　ローワンの意見はとても正直なものだった。

　この都市のすべてが正しかったわけではない。

　元より世界が正しい形なら、争いも問題も起こらなかっただろう──。




　そしてついに、舞台となるバルコニーに、人が姿を現す。

　アルマスとローワンの二人と、ニンゲンとの取引に同行した改革派の魔道士二人だ。

　協会の中心人物としてこの都市をまとめる二人と、バロンの側近として改革派を代表する二人でもある。

　その姿を見つけると、広場はあっという間に静まり返った。

　都市中で同様のことが起きているだろう。

　誰もが四人の一挙手一投足に、注目している。

　代表して、ローワンが話しはじめた。




「こんな時間に集まってもらったのは重要な報告があるからじゃ。というのは、皆も察していることじゃろう。都市は今、ニンゲンとの間に問題を抱え未み曾ぞ有うの危機に瀕しておる。……しかし話してみると、そこにも思い違いがあったようなのじゃ。じゃからこそ、ここからはこの男に話してもらおうと思う」




　とんでもないハードル上げだった。

　ローワンほどの者が、都市の重要局面を、次に話す人物に委ゆだねると言っているのだ。

　そしてその人物とは──。
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　俺はニンゲンのユージだ。

　長い時を経てこの世界に蘇よみがえった、旧人類。

　今や滅んでしまった種族……という言い方でいいのかな。

　公開討論会で襲撃を受けて死にかけて、他のニンゲンが都市に攻撃宣言をするきっかけを作ってしまった、ニンゲンだ。

　今から伝えることは紛まぎれもない事実だ。

　……この都市は破壊されようとしている。こんな風に。




　──今スイッチを押して見せたのが、ニンゲンの兵器による爆発だ。

　威力も調整して空中で爆発する設定にして……ってビビりすぎだって。被害はないから落ち着いて。逃げ出さなくていいから。

　そしてさっきの何倍もの威力の兵器が、この都市に落ちようと……大丈夫、まだだから。すぐ逃げなくても死なない……むしろ混乱が起こると死ぬ人が出るからっ！

　……よし、このまま落ち着いて話を聞いてほしい。

　さっきの兵器がこの都市を破壊しようとしている。

　そのスイッチを押した……最後のきっかけを作ってしまったのは、ニンゲンだ。

　だからニンゲンを代表して謝りたいと思う。

　本当に申し訳なかった。

　でもニンゲンの側にもそこにいたってしまう理由はあった。自分たちが殺されるって思ったら切せつ羽ぱ詰まるのもちょっとはわかるだろ？

　意外？　ニンゲンが殺されるって思ってるのが信じられない？

　実は共和国民よりも、ニンゲンの方が共和国民に怯おびえていたんだ。ウソじゃない。

　でもまあ、兵器を使うのは間違いだし、今はニンゲンもとても後悔している。

　それで……都市の代表とニンゲンとの交渉がどうなったのかが、みんなの一番知りたいことだよな？

　答えだけ先に言ってしまうと……半分失敗で、半分成功だった。

　さっき言ったように兵器は最終的に落ちることになってしまった。

　だけど共和国とニンゲンの間の誤解はなくなった。

　互いにもう攻撃をする意志はないんだ。

　争う理由もないから、ニンゲンも今は兵器を止めたいと思っている。

　だけど、残念ながら一度動き出した兵器をどうにかすることはできないんだ。

　六時間後の今日の朝、兵器はここに落ちてきて都市を破壊する。

　それまでになにをどうするか、決めなきゃいけない。

　一番は避難することだと思っている。

　六時間あるんだ。落ち着いて行動すれば、逃げる余裕はある。

　ただしそのためには皆の協力が必要だ。

　自分だけで逃げようとせず、みんなで協力してみんなで逃げてもらいたい。

　……今の『みんな』にどこまでの人を想像した？

　自分と、自分の家族と、友だちと、一族と、知り合いと……。

　人それぞれ違いはあったかもしれない。

　でも今は、それをみんなで一つにしたい。

　つまり、本当に全員だ。分け隔へだてなく。ランクもなにも関係なくだ。

　力のある者は力のない者を助けてほしい。

　そうやって子供や老人も含め、全員で無事に逃げ出すんだ。

　それは、きっとできる。

　今協会や諸々の協力者たちが必死に計画を練っているから。

　協力し合って皆がスムーズに動けば、全員で逃げ出すことは不可能じゃない。

　だけどそれが一方では大変なことだってのもわかってる。

　みんなどこかで思ってるだろ？

　そう言って、協会の中心の奴らだけは先に逃げ出すんだろ、だとか。飛翔能力のある奴らは勝手に逃げ出すんだろ、とか。自分勝手に先に逃げ出す奴がいて、真面目に順番を守っていたら脱出が間に合わないんだろ、とか。

　その疑心暗鬼は、全員に隠しようもなくあることだと思っている。

　むしろ疑心暗鬼こそが、今回の騒動の根本的な原因で、それさえなかったらそもそも兵器がここに落ちることもなかった。

　だけど今はその疑心暗鬼を取っ払ってもらいたい。

　それこそが、皆で無事に生き残るために一番必要なことなんだ。

　考えてみてほしいんだ。

　どうして疑心暗鬼なんてものが生まれるのか。

　共和国民とニンゲンと、互いに自分の命を守ろうとしてすれ違いが起こるのか。

　保守派と改革派ですれ違いが起こっているのか。

　都市を破滅へと導くすれ違いは、なぜ起こってしまうのか。

　それは、線引きをしているからだと思うんだ。

　自分と、それ以外と。

　自分の種族と、それ以外と。

　自分と同じランクと、それ以外と。

　自分たちと同じ考えと、それ以外と。

　都市に住む人々と、それ以外と。

　共和国民と、ニンゲンと。

　線引きをして境界線を作るから、疑心暗鬼が生まれる。

　線を引くとその向こう側は、自分にとって理解不能の存在になってしまうから。

　理解不能の存在は、なにをやってくるかわからないから、身の危険を感じる。そうすると、やられる前にこちらから攻撃をしかけてしまう。

　互いの目的は、自分たちが幸せになりたいだけだったはずなのに。

　お互いに誰かを守りたくて、誰かを敵にする。

　でもこれって、そもそも敵を作らなければ解決じゃないか？

　そんなの無理だろ、だってあいつらが攻撃をしてくるんだからって、思う人もいるよな。

　でもその『あいつら』って、誰だ？

『あいつら』と自分たちの境界を変えてみたら、どうなる？

『あいつら』が世界からいなくなったら、どうなる？

　これはそういう話なんだ。

　今だけは、全部取っ払ってみようぜ。

　あいつらがいなくなって、『わたしたち』しかいなくなった世界に敵はいないから。

　きっとみんなで一つになれる。

　たった六時間、今から六時間だけでまずは構わないんだ。

　線引きをなくして、疑心暗鬼をなくして、隣にいる人たちを信じて、自分にできることをやってみよう。

　それだけで都市に住むすべての人の命は、きっと守れる。

　そして、もう一つ。

　もう一段階忘れちゃいけないことがある。

　それはこの都市そのものを守ることだ。

　都市を守るということは、兵器に立ち向かうってことだ。

　兵器自体は止められなくても、ニンゲンには兵器の爆発による被害を抑えられる策があるんだ。

　飛んでくる兵器を撃げき墜ついするって話だ。

　ただそれは……ニンゲンだけの力では絶対に不可能なことだ。

　ニンゲンと、都市に住む人々の力が合わされば、わずかながら可能性が出てくる。

　命懸けのことだから、強要できることじゃない。

　有志だけが協力してくれればいいと思っているし、協力しなかったから都市を大事にしていないってことでもない。

　生き残ることの方が何倍も大事だから、そちらに注力してたくさんの人を逃がすことだって立派な行為だ。

　だけど俺は、自分の命を賭けてでも都市を守ろうと思っている。

　ニンゲンがやったことだからって、罪を償つぐなう気持ちもある。

　でもそれ以上に、俺はこの都市を守りたいって純粋に思っている。

　そう、ただ純粋に。

　家族や友だちや知り合いも、もう死んでしまった世界で、はじめて本当の意味で俺に生きる意味を教えてくれた都市に、俺は感謝しているんだ。

　それと、実は今新しい可能性が生まれているんだよ。気づいているか？

　こんな状況だけど、世界は今大きな飛躍のチャンスも手に入れているんだ。

　敵味方なく、旧人類と新人類の線引きもなく、すべての人が一つになろうとしている。

　その先にはきっと新しい世界がある。

　今、もしここで都市を守れたら。

　わかり合えた俺たちが未来を築いていけたら。

　俺たちはもう一歩先に進める。

　次の世代へ、未来の世代へ、できることがあるのなら俺は賭けてみたいと思う。

　だからみんなも、都市のために命を賭けるだけの理由があると思えたのなら、都市を守るのに協力してほしい。

　まずは全員で生き残ろう。

　そしてそれだけじゃ満足できない、もっと大切なものも全部守りたいっていう、命知らずのわがままな奴がいたら、一緒に戦って都市を守ろう。

　長くなったけど、聞いてくれてありがとう。





　　　　　＊






　長い長い俺の演説が幕を閉じる。

　どんな反応になるかは、まったく未知数だった。

　突然ニンゲンが、なにを偉そうに話しているんだと非難されたってしかたがない。

　今すぐこの場所から逃げ出そうと大混乱が起こってしまうかもしれない。

　だが目の前にあるのは、困惑と態度を決めかねる迷いだった。

　なにか大きなうねりが起こる、その直前のような静けさが、場を支配している。

　──手を叩く音が聞こえた。

　それは確かに、広場に響いた。

　たぶん幻人族の力を通じて、都市中にも響いている。

　あたたかい、勇気ある拍手をした者たちは──。

　サーシャと。

　エミィと。

　リンと。

　三人と、そしてその隣にいるもう一人も拍手をしている。

　メイコが子供たちの隣に立って、拍手をしている。

　それはもしかすると俺が一番望んでいた光景かもしれない。

　自分の親しい人たち同士が親しくなるのは、理屈抜きで嬉うれしいもんなんだ。

　やがてその拍手は伝でん播ぱしていった。

　隣へ、またその隣へ、隣へ。

　まるですべての人々が手を取り合うように。

　拍手が広がって広場全体を包んだ。

　それはもっと大きく、都市全体に広がっているのかもしれない。

　水神族のアルマスがいつの間にか俺の隣に立っていた。

　よくやったと言わんばかりに、肩に手をおかれた。

　ぶるりと体が震えた。たぶん武者震いに近い。

　アルマスが言う。

「私たちは間違いなく危機を乗り越えられる！　そう信じている！」

　おおおおお、と地鳴りのような歓声が返ってくる。

「まずは避難だ！　子供たち、弱い者を優先とする！　そして戦う覚悟がある者は、ここに残ってほしい」

　歓声はアルマスの声をかき消さんばかりに大きくなる。

　だから負けじとアルマスも声を張り上げた。

「私たちで都市を守るのだ！　力を貸してくれ、都市の勇ゆう敢かんな同志たちよ！」
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　全都市民の避難が始まった。

　ほとんどの者は演説を聴いていたが、なかには眠っていて気づかなかった強者もいたらしい。その者たちは隣家の者が叩き起こし、地域ごとに班に分かれ点呼をとった。

　最後は警備兵を中心とした有志の掃そう討とう作戦で逃げ遅れを潰す予定になっている。

　通りはびっしりと人で埋まっていた。

　整然と並んだ行列が、着実に前へと進んでいる。

　まるで軍隊の行進と見紛うほどスムーズだった。

　それが実現できているのは、誰一人として自分勝手な速度で進もうとしたり、誰かを追い抜かそうとしたりしていないからであり、また移動に不自由がある者へは周りがサポートをしているからだった。

　そこに、境界線はなかった。

　大人が子供を気遣っている。

　若者が年配の者を助けている。

　種族の垣根も消え去っている。

　獣耳を生やした者が羽を持つ者の手助けをしている。

　三本角を持つ種族が、黒い岩のような皮ひ膚ふを持つ一族を助けている。

　人の持つでっこみひっこみが、まるでパズルのようにかっちりと組み合わさっている。

　周囲との協調が生み出す推進力に、もしかしたら皆驚いているんじゃないだろうか。

「壮観ですね。行列がずっと続いています」

　二階から移動する人々を眺めていると、隣にやってきた森人エルフ族のレイラに話しかけられた。

「うまくいってよかったです……。流石協会と警備兵の統制力」

「一番の立役者はあなたでしょう」

「いやそんな……アルマスさんの締めが一番盛り上がったところでしたし」

「あなたがやったことに、もっと自信を持ってもいいんじゃないですか？」

　レイラはやわらかく微笑む。正直見み惚ほれるほどに、美しい。

「避難しないんですか、レイラ先生」

「……あなたは私を侮あなどっているのですか？」

　冷たい目で睨まれた。さっきまでの笑顔はどこに……。

「あ、侮ってなんかいませんよ。でもレイラ先生には、子供たちを守る使命が……」

「それは他の先生に任せました。私は子供たちが帰るこの場所を守ります」

　決意を帯びた表情は、どこまでも神々しくて、やっぱり美しかった。

「私もここで戦います」

「勝ち目があるかって言うと……結構危ういんですよ」

「それでも戦うのです。私も今摑みかけている未来には、興味がありますから」

　レイラは俺よりも先に歩き出した。

「まだ下に降りないのですか？」

「もういきますよ」

　これから都市に降ってくる、兵器。

　先ほどの大爆発を見ても立ち向かうと決めた者には、決死の覚悟がある。

　一階に降り建物の外に出ると、竜りゆう人じん族のファガールが腕を組んで仁王立ちしていた。

「ファガール先生も……やっぱり」

「貴様が残る中、元より都市に住む我が逃げ出せると思うか？」

「そんなのどうでもいい話じゃないですか」

「冗談だ。別に貴様のことなど関係がない。ただ魔物を倒し、魔獣にも勝利し、まさかニンゲンの兵器ごときに後れを取るはずがないから、ここにいるのだ」

　フン、とファガールは鼻を鳴らす。

「だいたい貴様が都市の代表のような顔をしているのも納得できんがな」

「……古こ参さんぶってすいません」

　たまたま今のポジションに俺が納まってしまったのも、おかしな話だと思ってはいるのだ。

「でもある意味俺たちニンゲンは最古参でもあるんですよ？　なんたって、生まれたのは七百年前なんですから」

「……言われてみれば、そうだったな」

　珍しくファガールから一本取ることができたらしい。

　俺たちは広場の方に出る。

　つい先ほどまでは人で溢れていたのに、今は無人となっている。

　ここにいた人たちも避難したのだろう。

「しかし……都市も人がいて初めて都市と言えるのだな」

　人がいたことなど忘れてしまったかのような広場は、冷え冷えとしていた。

「だから生きていれば、ここにある建物がすべて吹き飛んでも都市は復興できる。また作り直せばいいのだ」

「おっしゃるとおりです」

　ファガールの話にレイラも同意する。

　俺も同じように思っている。

　できるだけ多くの人が生き残ったら、もう勝ちなのだ。

　だから欲張って都市を守るために命を賭け、兵器に立ち向かおうとする奴なんて極ごくわずかでいい。

　極わずかの、わがままな奴らだけで──。

「なあ、あんたがニンゲンか？」

　唐突に話しかけられて、驚き振り返る。

　目深にフードを被った男だった。

　マントで体全体も隠している。

「ユージ先生、下がってください」「逃げろ、ニンゲン」

　レイラとファガールがすぐに動いて俺の前に立った。

　俺は都市に兵器を落とすニンゲンだ。恨み辛みを持っている者がいても不思議じゃない。

　フードの男は胸に手を入れ、黒い棒を取り出す。

　それは、いったい──。

「はあっ」

　レイラが己の右手に、魔法を生み出す。

「サインくれませんかっ!?」

　男は跪ひざまずいて言った。

「──あああああ!?」

　レイラは寸前のところで風の刃を空中に放った。

「わっ!?　ちょっと今なんかすごい風がきたんすけど!?」

「サ、サイン？」

　俺も戸と惑まどいながら尋ねる。

「そうです！　ユージさんの演説に……俺は感動したんです！　都市のために命を張ろうとするその素晴らしさ！　いやぁ、尊敬しますよ！」

「…………誰ですか、この怪しい薄らバカ男は？」

「レイラ先生、めちゃくちゃ口が悪いですよ」

　気持ちはわかるけど。

「俺は犬けん人じん族のコールって言います！」

「あの、コールさん。今は避難してください。指示出てるでしょ？」

「でも死んじゃうかもしれないんですよね、ユージさん!?」

「……そうなんですけど」

　今サインを求めるなんて、空気読めてなさすぎだろ。

「だから俺も一緒に戦う身として、サインで勇気をもらいたいんです！」

「もうサイン書くんで早く逃げて……え、一緒に戦う？」

「そりゃそうでしょ。じゃないと、こんなとこにいないっすよ。ここが集合場所で合ってますよね？」

　当然とばかりにコールは言う。

「いやでも、他に誰もいないし……」

「まだ時間には早いっしょ？　それに命懸けなんだし、みんなその前に会って話しておきたい人くらいいるっすよ」

　通りの先に、いくつもの灯りが見えた。

　その灯りは徐々に、こちらに近づいてくる。

　逃げるのなら向かうべき方向は逆だ。

　だからそれは、都市に希望を残すために戦う決意をした者たちの、光だった。

「おーい、遅いぞみんな～！」

　コールが手招きする。

「どうしてこんなに……」

　後ろからも続々と人が歩いてきている。少なくとも、ぱっと見ただけじゃ数えられないくらいの人数は集まりそうだ。

「どうしてって、呼びかけておいた張本人が言います？」

　集団の先頭にいた男は苦笑する。

「この都市を守るためにできることをやりたい。みんなそう思ってるんですよ」

　口々に声が上がった。

「みんなに聞いたら、やっぱ自分たちの家に住みたいって言うんだもんな」

「愛あい着ちやくあるしな」

「それにアンタの言った新しい世界っつーのも面白そうだし」

　想いや理由はみんな少しずつ違うかもしれない。

　でも一つの目標に向かって、歩み出そうとしている。

　これだけの力が集まるのならば、あるいは奇跡を信じなければならなかったような戦いでも、勝ち目が見えてくるのではないか。

　そこで一人、静かに俺に近づいてくる男がいた。

「まさかあんたが、最後は都市全体を背負うようになるとは思わなかったよ」

　小声で、俺だけに聞こえるように話しかけてくる。

「……どっかで会ったっけ……？　あ……」

　以前見た時より表情が明るくなっているから気づかなかった。

　あのバルコニーで、一度だけ顔を合わせた男。

「俺の襲撃犯にされかけていた……」

「ちなみに俺は犯人じゃないぞ。家族を人質に取られて、しかたなく従っていたんだ」

「ちゃんと自由になれてよかったですね」

「当たり前だろ！　なにもやってないんだから！　……でも、またこうやって命張る羽目になってるんだけど……でもな」

　男はにやりと笑って、俺の肩を叩いた。

「あんたになら命を預けてみたいと、思ったんだよ」





　　　　　＊






　朝日が昇ってくる。

　これが人類最後の太陽だと言われても違和感がないくらい、美しい太陽だった。

「もちろん、そうするつもりはないんだけどな」

「なにを一人で言っているのだ？」

　サーシャが俺の顔を見上げて聞いてきた。

　俺とサーシャは都市から離れた荒野の、丘の上にいた。

　辺りにはなにもなくて、背後にやっと都市の外壁が見えるくらいだ。

　誰もいない荒野はまるで、人が滅んだあとの世界にも思える。

「だけど確かに、俺とサーシャは生きている」

「だからさっきからなにを言っているのだ？」

「……ちょっと雰囲気を作ってたんだよ、モノローグ風に」

「？　よくわからないのだ」

「人類を守るために最前線で命を張るんだから、格好つけてもいいかなって」

「そうだな、わたしたちが最前線だからな」

　都市を守るためにシドが考案した作戦は、ＡＩを活用し最適な方法でミサイルを迎え撃つ、というものだった。

　言うのは簡単だが、追撃ミサイルもないこの世界で実行するのは非現実的に思えた。

　だがニンゲンと魔法を使える現人類が力を合わせることで、不可能は可能に変わる。

　ニンゲンの中で中心的な役割となって活躍したのはアルバートだ。

「大概のことは自動でやってくれるＡＩでも、大事な情報は手打ちになるからね！」

　アルバートは都市防衛作戦に協力を志願した者たちの能力を、次々と数値化してＡＩに取り込んでいった。それを元にＡＩは最適な布陣を計画。作戦が決まると、今度はその通りに配置と準備が始まる。

　そこではメイコたち他のニンゲンも活躍した。

「じゃあ炎えん人じん族の人はこっちでー！　あ、風魔法使える人はこっち側でーす！」

　アルバートの指示を元に人員を配置、時にはあらかじめ爆風除けの防御壁を魔法によって生成していった。

　まずミサイルの進路に魔法による弾だん幕まくを張り、都市に到達する前に爆破させる。

　そしてその爆破で発生する爆風を、あらかじめ作った防御壁や魔法の防御壁で最小限に抑えるのだ。

　しかし高速で飛来するミサイルに対して、通常の魔法だけでは対抗しきれない。

　都市に住む共和国民が放てる最大の一撃を、最初に食らわせる必要がある。

　それが、サーシャの召喚魔法で呼び出せる、ドラゴンの一撃だった。

「みんなの準備は大丈夫だろうか？」

　サーシャはそわそわと背後を確認する。

　高低差でここからは見えないが、他のみんなもミサイル迎撃と爆風防御のために荒野で準備を進めているはずだった。

「みんなならきっと大丈夫だ。俺たちは俺たちで集中しよう」

「うん、わかったのだ」

　皆のことを信じているから、自分がするべきことに集中できる。

　今からサーシャはドラゴンを召喚し、飛来するミサイルを待ち構える。

　タイミングはシドの計算で割り出されており、俺の黒い腕時計にタイマーがセットされている。

　寸分違わずタイミングを合わせ、ミサイルに最大のダメージをあたえることが俺たちの任務だ。

　狙撃タイミングまであと十三分五十四秒、五十三秒……。

　この作戦で最大の問題だったのは、サーシャが召喚魔法を自由には操れないことだった。

　その解決策を知っていたのは、バロンだった。

　古こ文もん書じよに召喚魔法に関する記述を見つけたと話していたことを思い出し、俺はバロンに直接聞きにいった。

　拘こう束そくされたバロンは、どこか毒気が抜けたように見えた。

「召喚魔法について教えてもらえませんか。都市を守るために必要なんです」

「……都市を破壊しようと目論んでいた私が、答えると思うのか？」

「思いますね。だってあなた、本当は誰も殺したくなかった。理想はもっと違うところにあった」

「私をそこらへんの腑ふ抜ぬけと一緒にしてもらいたくないのだが」

「じゃあなんで、俺を殺さなかったんです？　はじめの公開討論会の時から」

「……」

「あなたが劇げき薬やくで実現しようとした世界が、今まさしく目の前で実現されようとしているんじゃないですか」

　俺たちの間にすれ違いはあった。間違いもあった。

　だけどみんなが色んな方向に進もうとした結果が連なり、今がある。

　すべての出来事がなければ、今都市を守ることはできなかったかもしれない。

　そう考えると、大役を任された俺の隣にいる幼い少女にも、数奇な人生を感じる。

　自分の種族は滅び、生きる意味を見出せずにいた。

　なのに今はこの世界で一番必要とされる人物になっている。かつては生きる意味もないから死んでも構わないとさえ言っていたのに。

　世界で自分にどんな価値があるかなんて、死ぬその瞬間までわからないのだ。

　朝焼けの赤に照らされて、サーシャはきらきらと輝いていた。

「……やっぱりせんせいは戻らないか？」

「じゃあ誰が合図するんだよ」

「わたしは……せんせいに生き残ってほしい。せんせいを守るためなら戦ってもいいと思っているのに、せんせいが危険な場所にいるのは……嫌なのだ」

「ここにいる俺も守れるよう、頑張ってくれってことだ」

　なにもできなくても、頑張る子供の側にくらいはいさせてほしい。

「……せんせいの特別教室に通うようになって、こんな風に人生が変わるなんて思わなかった」

「そんなに変わったか？　むしろ俺の方が変えてもらったんだけど」

「すごく変わったのだ！　大進化だ！」

　サーシャは鼻息荒く言う。

「わたしも……エミィも、リンもだ。わたしたちは落ちこぼれだった。だから特別教室に入れられた。せんせいはそんなわたしたちのために向き合って一生懸命になってくれた」

「失敗もしたけどな……」

「今までは……誰かがわたしたちに対して失敗することも、なかったのだ。誰も向き合ってくれていなかったから。だけどせんせいは、わたしたちのことを見つけてくれた」

「サーシャたち自身の力だよ」

　俺は本当になにもしていない。やったことと言えば、彼女たちの人生に関わったくらいのものだ。

　でもその人と人との関わりが、なにかを生み出す。

「感謝しているのだ。せんせいと一緒だから、見つけられた」

「本当に感謝するのは俺の方だよ、ありがとう」

　俺に生きる意味をくれたのは、三人だ。

「わたしの方が、ありがとうなのだ。わたしが今ここで都市のために戦っていられるのも、せんせいのおかげだ。せんせいと一緒だったから……」

　俺はサーシャの綺麗な黒色の髪をなでる。

「じゃあ、都市を無事に守ったらお互いありがとうパーティーを開こうな。もちろんエミィやリンも一緒に」

「それはいいな！　エミィのお菓子を食べたいのだ！」

　エミィとリンの二人とは、必ず無事に戻ると約束した。

「ぜ……絶対無事に帰ってきてください……！」

「絶対、死んでも、サーシャのことを守ってよ。……ウソ、センセーも死んじゃダメだからね」

　自分たちも一緒にいくと言う二人をなんとか説得し、都市の人々の避難の手伝いに回ってもらった。二人はそれしかできないことを嘆いたが、とんでもない。

　異なる役割の人々がいることが重要なのだ。

　そもそも異なる人がいなければ争いも起こらないのかもしれないけれど、でもその異なる人同士が混じり合うからこそ人類は進化していける。

「そろそろドラゴンを待機させた方がよさそうだな」

「わかったのだ」

　サーシャは細く長い息を吐き出し、目を瞑つむった。両手を前に突き出す。その立ち姿は、神々しかった。




「」




　俺には正確に発音することすら難しい、失われた聖せい霊れい族の言葉。

　サーシャから白い光が浮かび上がっていた。

　目の前で光が弾けて、次の瞬間には銀色のドラゴンが召喚される。




「な……なんか……でかくないか？」

「本当だ……。前の子の……親か？」

　召喚獣として別世界から呼び出されるドラゴンは、物理攻撃を受けても別世界に戻るだけの存在らしい。

　だからこそミサイルに最接近して攻撃できる。

　しかしその別世界とやらは実際どこにあるのだろう。そんな風に考えていけば、この世界の可能性はまだまだ広がっていく。

「頼んだぞ」

　光に包まれたままサーシャが言うと、ドラゴンは一つうなずいて宙へと舞った。

　高く、高く、空へと上る。

　同時に遠くの空でなにかがキラリと光った。

　時間は迫っている。

　俺が指示を出すタイミングまで、残り一分を切った。

「準備はいいか!?　俺が合図したらドラゴンに指示を出すんだぞ!?」

「せんせい……ありがとう。一緒にいてくれて。……やっぱりせんせいと一緒じゃないと、怖くてうまくできなかった」

　サーシャが俺の手を握り締めてくる。

　小さな手は冷たく、震えていた。

　俺はその手を包み込んで、温めてやる。












　手を握り合っていると、俺の手まで温かくなってくる。

　人の温もりにどれだけの力があるかはわからない。

　だけどサーシャに震えが止まるくらいの勇気は、あたえられた。

　そしてその勇気が、世界を救うかもしれない。

「サーシャ、今だっ！」

　俺の合図を聞いて、サーシャは手を天に掲げて──。










　今日は、事件でもっとも大きな被害を受けた建物が竣しゆん工こうする日だ。

　奇くしくもそれは、都市を守るために俺が助けを呼びかける舞台となった、あの建物だった。

「襟えりが曲がっていますよ」

「あ、すいません……」

　着慣れない正装を、リンの母親である妖よう狐こ族のリーシーが直してくれる。

「ユージ先生は主役でもあるのですよ」

「竣工記念でしょ？」

「同時にあなたの快気祝いでもあるのです。……はい、直りましたよ」

「ありがとうございます。というか、ずっとお世話になりっぱなしで……」

「いえ、気にしないでください。いつかたっぷりと恩を返してくれれば結構です」

「……ずっと気にしとけってことじゃないですか」

　リーシーはクスリと妖よう艶えんな笑みを浮かべて笑う。

「リンの婿むこになって頂く、というのでも構いませんよ」

「え…………えっ!?」

「それではまた後ほど」

　リーシーは頭を下げると優雅なドレスをなびかせて、いってしまった。

「せんせい！」「せんせ」「や、センセー」

　入れ替わるようにして、元気な呼び声が聞こえてきた。

「サーシャ、エミィ、……リン」

　三人はいつもよりおめかしをしていた。

「可愛いな。他の人に見せたくないくらいだよ」

「独占欲の強い男は嫌われるぞ？」

「わたくしは……他の人にも見てもらいたいのです」

「なんかセンセー、特にあたしのことイヤらしい目で見てない？」

「褒め言葉のチョイスが悪かったなって反省したよ！」

　時に子供たちは辛しん辣らつである。

　竣工を記念した祝賀パーティー、という名の宴会に俺たちは招待されていた。

　この手の宴会はもう何度も開かれているらしいのだが……、まあ宴会を開けるというのはいいことだ。

　ニンゲンの兵器に襲われた都市を、結果的に俺たちは守ることができた。

　一部建物は被害を受けたが、全壊は一つもなく、なにより死者は一人も出なかったのは、大成功と言っていいだろう。

　本当に唯一犠ぎ牲せいになったのはＡＩのシドくらいだろう──シドは完全に機能を停止してしまった。

　人類の英知は、ほぼ消え失せた。

「じゃあ入ろうか」

　すでににぎやかな声が漏れ聞こえてくる会場に、俺たちは入る。

「ぬおー、料理がいっぱいなのだ！」

　サーシャは会場中これでもかと積み上げられた料理に大興奮だ。

「はい、寄ってってよ～！　雷魔法で仕上げた電気ウナギ！　痺れるよ～！」

「お好きなフルーツを一瞬で凍らせて砕きま～す！　フルーツ以外でもなんでもこい！」

　匂いだけでよだれが出てくるものから、俺には食べられるかどうかさえ怪しいものまで、豪華で雑多な食べ物たちは、この会場にいる種族の多さを表していた。

「ていうか、エミィの作ったお菓子もあるんでしょ？」

　リンがエミィに尋ねている。

「は、はい……。朝たくさん作って、お渡ししました……。で、でもおいしくできたかは……」

「そんなのおいしいに決まっているのだ！　いこう！　いくのだ！」

「わ、わわわ……!?」

「あたしも楽しみ～！」

　サーシャたち三人は会場の奥へと走っていく。

「人にぶつからないよう気をつけろよ～。……あ」

　見知った人物が横から歩いてくる。

「どうしてあなたはすぐに長期休暇をとるのでしょうか？」

　同どう僚りよう教師である、森人エルフ族のレイラだ。葡ぶ萄どう酒しゆを片手になじってくる。

「それは爆風の影響で負傷して……、魔法による治療では生命エネルギーを消費するので今回は魔法なしだったため……」

「そんな理由を聞いているのではありません」

「なぜ我らが貴様の穴埋めをしなければならないのだ、ということだ」

　竜りゆう人じん族の、こちらも同僚教師のファガールが近づいてきて言った。

「面目ないです……」

　俺はケガによる入院で、教師の仕事を休んでしまっていた。

「そして、どうしてあなたはすぐに自信なさげにするのでしょうか？　胸を張ってください」

　レイラの言い方には、幾分かのやさしさを感じられた。

　さらにファガールも。

「貴様がいないと大変だと言っている。……早く戻ってこい」

「二人ともデレがわかりにくくないですか!?」

　なんだかんだとあったが俺も教師として認められ、この世界に居場所を作れた。

「……なあ、あれ……」

「……だ、だよな。例の……」

「……魔獣を倒したニンゲンと旅の一行の……」

「……サインもらおうかな……」

　どうも衆目を集めているらしい。

　魔獣を倒し、また兵器撃げき墜つい作戦を最前線で戦った俺たちは、ちょっとした英雄扱いを受けている。

「お、おい。あの人たちは……」

「ローワン様とアルマス様……！」

　振り向くと、都市をまとめる協会首脳の二人が近づいてくるところだった。

「元気にしていたかのぉ」

　背の低い地ち霊れい族のローワンが、俺たちを見上げて鷹おう揚ように話しかけてくる。

　ファガールとレイラが頭を下げるのに合わせて、俺も頭を下げた。

「いやいや畏かしこまる必要はないぞ？　今日は都市の完全復活と英雄たちの労をねぎらう日じゃ。もっと偉そうにするとよい。のぉ、アルマス」

「……節度はあってしかるべきだが。今日は大抵のことには目を瞑つむろう」

　水すい神しん族のアルマスも言う。

「貴様が死ぬと一部の者が荒れただろうから、まあ元気そうでよかった」

「ところで……お二人ともお疲れに見えますけど？」

　ふと思って言った。

「よくぞ聞いてくれた……！　今のわしらの忙しさは筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいものがあるのじゃ……！　老いぼれをどれだけ働かす気じゃ……！」

　改革派の主要組織『夜明けの翼つばさ団』はバロンの投獄とともに解散となった。潰ついえるかと思われた制度改革の火だが、そうはならなかった。

　体制派もローワンとアルマスが中心となって声を上げ、「皆が納得のいく制度にしていくべきだ」と動き始めている。

　そしてその『皆』には、都市の人々だけではなく周辺に住まう種族まで含まれている。

　本当の意味ですべての共和国民にとってよりよい未来が、目指されている。

　当然、まだまだ越えなければならない課題も多いだろうが。

「最近は他の都市からの相談や視察も多くてな……。ところで実際のところ、学校の子供たちや保護者はどう反応している？」

「そうですね……」

　アルマスたちが真面目な議論を始めたところで、俺はそろりとその場を抜け出した。

　いい加減肩が凝るし、腹も減った。

「あ、すいません」

　ちらちら後ろを気にしながら歩いていると、人とぶつかってしまった。えらく固い体だなと思うと……それは黒い鎧を着た、警備兵だった。

「これが私ではなく貴婦人だったら、どうするつもりだったんだ？」

　相変わらず鎧の奥から、くぐもった声が聞こえてくる。

「今のは俺が悪いですけど……。こんな場所でも鎧着用なんですね」

「これが私の正装だ」

　流石に帯剣はしていなかったが。

「ともあれ、回復したようでなによりだ。肉が足りないようだから鍛えてやろうか？」

「い、いえ、遠慮しておきます」

「冗談だ」

　全然冗談に聞こえなかったのだが。

　何度も刃を突きつけられた男と、今こうやっておだやかに話せているのは、不思議な心地がした。

「いつか、その鎧なしでお会いしたいですね」

　互いにその場を離れようとした別れ際に、俺はそう声をかけてみた。

「……そうだな。その時には……私も自分の本当の名を告げよう」

　テーブルと人の間を縫って歩く。

　時々「あ」と指を差されるが、適当に会え釈しやくをしておいた。

　一つ、周りの喧噪をよそに静かなテーブルを見つけた。

「よお、メイコ」

　会場内でもとびきり美しい女性が振り返る。いつもはポニーテールにまとめた髪を、今日は緩やかになびかせていた。

「……や、ユージ……」

「なんでそんなに小声なんだよ」

「そりゃだってさ……」

「僕たちは気にしなくていいでしょ！　周りが勝手に気にするだけでさ！」

　代わりに大きな声を出したのは、アルバートだった。

　他の四人もいるから、これでニンゲンが勢せい揃ぞろいしたことになる。

「……アンタの厚こう顔がんさは見習いたいもんだけど」

「でも……そうするしかないでしょ」

　メイコに対して、少しだけ神妙にアルバートは言った。

　ニンゲンはすべての兵器のスイッチを封印した。

　シドも失われた今、現人類に対しての優位性はなにもなくなった。

　一度は都市と対立する道を選んだニンゲンだが、互いにすれ違いがあったことを認め合い、今は再び共和国の都市で暮らしている。

　色々なことがあったが、元から多様な人種の住まう都市には、そんなニンゲンでも迎え入れる素地はあった。

　最後はニンゲン全員が兵器を止めるために努力したことも、ちゃんとわかってくれている。とはいえ……。

「料理を取りにいかないのか？　酒もあるぞ？」

「でもアタシたちがいくとさ……」

　周囲の人々はニンゲンのテーブルを遠巻きに見ていた。

　敵意は見られないが、やはり怯おびえと警戒心がうかがえた。

　それはしかたがないことで、またこれから一歩一歩、ゆっくりとでもいいから歩み寄っていくしかないのだろう──。

「せんせい！　聞いてくれ！　エミィのお菓子がすべて売り切れていたのだ！　どうなっているのだ!?」

「それ、喜ぶことだから、なに憤ふん慨がいしているのサーシャは。ねえ、エミィ？」

「う……嬉うれしいです。まさかこんなことが……うふふふ」

　周りの空気を読む気などまるでない。

　ばたばたと騒がしく、空気をぶち壊すようにして、サーシャと、リンと、エミィの三人が俺の下へやってきた。

「あ、こんにちは！　メイコ！」

「おい、サーシャ、一応大人なんだから『さん』づけを……」

「いいって、別に。おーっす、サーシャたち。元気にしてる？」

　メイコが笑顔で三人を迎え入れる。……ちょっと懐かれすぎて嫉妬しそうだ。

「元気なのだ！　メイコはどうだ？」

「アタシは……まあまあかな」

「ならちょっと元気がないのだな。じゃあ一緒にご飯を食べよう！　エミィのお菓子はないのだが……それは今度食べよう！」

「はい、今度はもっといっぱい作ります！　もりもり作ります！」

「センセーもきてよ。サーシャとエミィのテンションが高くて大変なんだよね……」

「お前も顔にクリームついてるぞ、リン」

　子供たちは全力で今を楽しんでいた。

「さあ、いくのだ！」

　サーシャがメイコの手をぐいぐいと引っ張る。

「わかった、いくって！　でも……いいの？　あんまりアタシたちニンゲンと仲よくしてると問題が……」

　そう言ったメイコの顔を、サーシャは本当に不思議そうに見上げた。

「友だちと仲よくすることの、なにが問題なのだ？」

　子供たちはいつだって本質を知っている。

　それはきっと、すべての大人が本当は知っていたことなんだろう。

　さあ、子供たちがきっかけを作ってくれた。

　ここで俺がやらないで、誰がやるのだ。

　世界は自分が変えていかない限り、なにも変わらない。

「アルバートも、みんなも！　今日は食いまくろうぜ！」

　俺は皆を誘い、後ろに回って背中を押す。

「……よーし、こうなったら本気を出すぞ～！」

　一番に乗ってくれたのは、アルバートだった。

　他のみんなも、躊躇ためらいながらも、料理のテーブルへと歩み始める。

　どよめきが起こる。テーブルから離れてしまう人もいる。

　だけど。

「サーシャちゃん、その人誰ー？」

　サーシャのクラスメイトの子だった。

「メイコだ！　わたしの友だちだぞ」

「へー、こんにちは」

「……こんにちはっ」

　メイコは少し照れたように、でも輝く満面の笑みを浮かべていた──。














　蘇よみがえったニンゲンはこのまま滅ぶだろう。

　俺もいつか、死ぬ。

　だけど俺たちは確かにこの世界に混じり合っていく。溶け合っていく。

　それは永遠に、続いていく。

　だから俺たちが今日生きていく意味はあるのだ。

　そしてたとえ今日最後の日がきたとしても、嘆く必要はない。

　だって人はちゃんと前に進んでいけるから。

　その未来には俺たちも連れていってもらえるから。




　明日はきっと、いい日になる。









あとがき






　本書を手にとって頂き、誠にありがとうございます。庵あん田だ定さだ夏なつです。

　本作は私の三シリーズ目となる作品の、第二巻となります（毎度毎度宣伝で恐縮ですが完結済みの『ココロコネクト』シリーズ、『アオイハルノスベテ』シリーズもぜひぜひよろしくお願いします）。




　ということで、『今日が最後の人ヒ類トだとしても』第二巻をお送りしました！

「単巻読み切りのつもりで！」という勢いで出した第一巻目だったので、皆様のご支援があって第二巻を出せたことを本当に嬉しく思います！　ありがとうございます！

　今までとは異なる世界観で、時には戸惑いながらも制作をおこない（そう……だから刊行に時間がかかったのです。……すいません、ただのいいわけです）、こうしてお届けできた作品が、皆様に少しでも楽しんで頂けるものになっていたら幸いです。




　従来とは少し違った世界観の作品に取り組んでみて思ったことは、私自身が書きたいものはなかなかブレないものなんだなぁ、ということでした。

　本作の登場人物ではないですが、もし私自身が突とつ如じよ七百年後の世界に飛ばされて小説を書くことになっても、結局似たような作品を書いているのではないでしょうか。




　なんでもそうだと思いますが、何回もある事柄に取り組むことで『変わるもの』『変わらないもの』が見えてきます。

　そこで見つけた『変わらないもの』を変えずに貫き続けるのか、はたまた『変わらないもの』を変えようと挑戦してみるのか、それはその時々やその人のスタンスで選択してよいものだと思います。

　ただ大切なことは、自分自身で『変わるもの』『変わらないもの』を発見して、それをどうするべきか自分の中で意識して決断することなのではないでしょうか。




　……と、結構真面目に語ってしまったのは、私自身が変化の節目に立っているからかもしれません。

　作家デビュー以来七年が経ち、私自身も次なる新しい変化を求めていきたいと思っています。

　もう少しすると、次は別の場所で皆さんとお会いすることになるかもしれません。

　その時私自身の『変わるもの』『変わらないもの』がどうなっているのか、皆さんにも見て頂けると嬉しいです。

　私自身なにが変わるのか、楽しみにしています。




　とか言いつつも直近ではファミ通文庫様の十九周年記念企画、『ファミ通文庫ネクスト！』にて『僕とキミの15センチ』に参加予定となっております！

　ここではいつもどおり（？）の庵田定夏でやりたいようにやらせてもらっておりますので、お楽しみに！

　ファミ通文庫様とともに、これから『庵田定夏ネクスト』に向けて頑張っていきたいと思います！

　これからも引き続きよろしくお願いいたします！




　ということで、謝辞です！

　細ほそ居い美み恵え子こ様。本作でも素晴らしいイラストをありがとうございました！

　どれも素晴らしいのですが、特に一巻に引き続き表紙の美び麗れいさには感嘆するばかりです……！　割と外見の設定がふわふわしていて、ご迷惑をおかけしていたら大変恐縮です。そんな中でもしっかりキャラに命を吹き込んで頂き、本当にありがとうございました。

　担当様。担当様には、本当にこの場では言い尽くせないほどの恩があります。この巻でも随分とご迷惑をおかけしてしまいました。……こんなに時間がかかってしまいすみません。

　ですが、今度こそ、本当に、結構マジで、なにかがつかめた気がしています！　だからきっと、次こそはもっとスムーズに進行するはず……です！　というわけで、今後とも末永いお付き合いをよろしくお願いいたします。もうちょっとは恩返ししたいな、と個人的には思っています。

　その他、本作が読者の皆様に届くまでに携たずさわってくださったすべての皆様方、まとめてしまって恐縮ではございますが、この場を借りてお礼を述べさせて頂きます。本当にありがとうございました。

　最後に、読者の皆様へ。

　皆様の応援があって、私もここまでやってくることができました。

　そしてもう少し先までやっていけそうでもあります。

　心の底から、お礼を申し上げます。

　読者の皆様の期待に応えつつ、それでいていい意味で予想を裏切れるような、とにかく面白い作品を目指してこれからも精しよう進じんして参ります。

　これからも引き続き、お付き合い頂ければ幸いです。

　それではまた、近いうちにお会いできることを祈りつつ。





二〇一七年五月　庵田定夏
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